
































漂流王国２




国民的アイドルVS.勇者アイドル








玩具堂





[image: ]

角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　梅つ雨ゆがあけて暑中になると、近鄰の家の戸障子が一斉に明け放されるせいでもあるか、他の時節には聞えなかった物音が俄にわかに耳立ってきこえて来る。物音の中で最もわたくしを苦しめるものは、板塀一枚を隔てた鄰家のラディオである。


（永なが井い荷か風ふう『濹ぼく東とう綺き譚だん』　岩波文庫　一九五一年）
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「レジア？」

　見るともなく目を落としていたファッション誌から顔を上げ、鵐しとど目め朝あさ霞かはきょとんと聞き返した。

　緑がかった陽光が窓から差し込む、昼休みの教室。昼食を終えた朝霞の周りでは、四人の級友が何かのチラシを回し読みしている。

　級友と言っても、朝霞と同じ日本人は一人しかいなかった。四人の内、一人が地球人に似た容姿だが青みがかった髪かみの色が特とく徴ちようのメヘナスで、一人が褐かつ色しよくの肌はだと小こ柄がらな体格が特徴のドワーフで、一人が瘦そう身しんで耳の尖とがったエルフだ。朝霞も含ふくめて五人、年ねん齢れいはほぼ同じの少女たちだが、長命のエルフはやや幼く見える。

　幻げん想そうファンタジーの世界にしかいないような種族の子供が、日本人の朝霞たちと同じ学校で日々を過ごしている。

　ここは日本の十そ六ろ門もん市メヘン。

　九年前、滅めつ亡ぼうに瀕ひんした異世界から逃のがれて現世に転移してきた漂ひよう流りゆう王国メヘンの現在の姿だ。そのメヘンが現れたのが、次世代都市のモデルケースとして山中に建造中だった十六門市だった。

　幻想都市と未来都市の融ゆう合ごうによって、朝霞が今を暮らす混こん沌とんのメヘンは成り立っている。

　そんな十六門市の学校は日本全国でも最新の設備を備え、朝霞が見たこともなかったＳＦじみた調度で満ちていた。だが、壁かべを割って天てん井じようを覆おおう奇き怪かいな植物の枝が未来的な空気を台無しにしている。

　生徒の数割を占しめるメヘン人は学力に大きなバラつきがあり、時限ごとに教室が分かれる。そのため、正式な学年の教室に集まるのは朝夕のホームルームと、今のような昼休みくらいのものだった。

「レジアって何？　ラジオじゃなくて？」

　朝霞が重ねて訊きくと、最後にチラシが回されたドワーフの少女が「よく解わからないけど」と前置きして答えてくれた。

「ミスリル鉱石を加工すると、特定の……波？　をすっごい増ぞう幅ふくする性質を与あたえられるのが解って、その石をスマホの電話みたいに使って遠くの声や音楽を聴きけるんだって」

　その性質を利用したサービスが間もなく始まる、という周知らしいが、少女の説明が曖あい昧まいで要領を得ない。

　とりあえず、ミスリルというのはメヘンといっしょに異世界から転移してきた地下鉱石の名前だ。この地球では未み確かく認にんの物質で、様々な特質を備えているという。

　朝霞にもチラシが回ってきたが、メヘン語、しかも筆記体だったので日本人の朝霞には全く読み取れなかった。なまじ肉声による会話がメヘン全域に満ちた「精せい霊れい」の翻ほん訳やく機能でまかなわれるせいか、日本とメヘンの両言語を理解できる人間は転移から九年を経た今もほとんどいない。

　ただ、チラシにプリントされたイラストで、大まかな内容は朝霞にも伝わってきた。

「やっぱりラジオっぽいなぁ。どっかから超ちよう音おん波ぱみたいの飛ばして、その石で増幅して、離はなれた場所で音を出すんじゃないかな」

　チラシを返されたドワーフの少女──朝霞の友人で同どう僚りようでもある潜もぐ楽らきノエルは、小さく首を傾かしげた。

「え？　ラジオってスマホで聴くものじゃないの？」

　精霊の影えい響きようで電波が擾じよう乱らんされ、また電力の確保が困難なメヘンには、従来型のラジオもテレビも存在しない。そのくせ、全すべての建造物にそれ自体が通信ケーブルとしての機能を持った建材が使われているから、省電力化の進んだスマートフォンなら辛かろうじて使用可能というややこしい機器事情になっている。

「ミユちゃんが時々聴いてるよ。アニメのラジオ」

　ミユちゃんというのは、この学校の初等部に通う小学生で、ノエルの友達だ。日本語こくごの授業で席を並べていて、ノエルのアニメ好きはその子の影響だった。

　朝霞はちょっと混乱した。

「それはネットラジオ。本当のラジオっていうのはこう、電波で……」

　頭の上で手を振ふって何か言いかけるが、よく考えたら具体的なラジオの仕組みをよく知らない。ぼろぼろと言葉が途と切ぎれて、ノエルが怪け訝げんな顔をする。朝霞は咳せき払ばらいした。

「で、でも確かに不思議ね。もうネットがあるのに、なんで今さらラジオなんだろ？」

　朝霞の疑問に答えたのは、ノエルの隣となりで大人しく話を聞いていた少女だった。キエリという、無ぶ愛あい想そではないが声の小ささで損をしているようなエルフだ。

「それはきっと……スマートフォンとかの機械は持ってない人とか、嫌きらってる人も多いから……」

「ああ……」

　朝霞は、下宿している食堂でウェイトレスの手伝いをしている。そして老ろう若にやく男なん女によの客と接する内、メヘン人の中にはこちらの世界の風物を好まない者もいるのが判わかってきた。特に壮そう年ねんから高齢の人々に多く、ノエルの父親によれば「こっちの世界に染まるのが怖こわいんだろう」とのことだった。水道水を「出で所どころの知れない水」と怖がって、勝手に井戸を掘ほる世帯が絶えないらしい。

　ところが、レジアとやらはメヘン由来の石を使った、どうもかなり簡素な造りの受信機になるようだ。これなら異世界の文化に気き後おくれしている層も自然と使うようになるかも知れない。

　そんなことを思っている朝霞の目の前に、何やらわくわくと目を輝かがやかせた少女の顔が現れる。朝霞と同じく日本人で、父親の仕事の都合で去年引っ越こしてきたという安あん東どう柚ゆずだ。

「朝霞とノエルは出演したりしないのっ？」

「あ、ああ……どうだろ？」

　常に語ご尾びと後ろ髪が跳はねているような少女だ。子犬のような視線を向けられて、朝霞は微かすかに緩ゆるむ頰ほおに手を添そえた。

　──朝霞とノエルは、いわゆるアイドルだ。正確に言うと勇者の仲間をしているのだが、およそよんどころない理由でアイドルなのである。まだ駆かけ出しで知名度も低いものの、今後、御ご当とう地ちアイドルとしてこういう企き画かくに呼ばれることは大いにありうるだろう。

　その名はレフュジー・キングダム。「亡命王国」の名を託たくされた、救国のアイドルグループである。

　アイドル活動には消極的なところのある朝霞だが、級友からちやほや騒さわがれればやはり浮うかれてしまう。

　ノエルの方は、困ったように眼鏡めがねの位置を据すえ直した。

「でも、レジアって国中の人に声を聞かれるんでしょ？　なんか恐いなぁ」

「何を頼たよりないこと言ってんのっ？」

　ノエルの肩かたを叩たたきながら柚が差し出したのは、朝霞から取り上げたファッション誌だった。無造作にページを繰くり、最初の特集ページを指で示す。

「そんなんじゃ、この人たちに負けちゃうよっ！」

　と言われてもノエルには平ひら仮が名なしか読めないので、朝霞が代わりに読み上げてやる。

　それは今年の秋物新製品情報のページで、柚が言っているのはモデルを務める少女たちのことだろう。げんなりと朝霞は肩をすくめた。

「ガルセンといっしょにしないでよ」

　ガルセン、とは「ガールズ・アッセンブルＥえくせＸれんと」の略りやく称しようで、ここ数年で国民的人気グループに上り詰つめたアイドル集団のことだ。普ふ通つうの多人数アイドルグループと違ちがい、各界の若い才能タレントを引き抜ぬき招しよう聘へいして集められた、まさに軍団である。誌面によれば、二軍も含めて一〇〇人近い人数を擁ようするという。

「ガルセン総員の初ライブは武ぶ道どう館かんだったんだよ。こっちはゾンビだもん」

　武道館とゾンビ。意味不明な対比だったが、実際、彼女らのファーストライブはゾンビとの狂きよう宴えんだった。ある意味では武道館より希少な経験ではある。問題は全くうれしくない上、生きた客が一人もおらずほとんど成果にならなかったことだ。

「第一、メヘンのローカルアイドルのわたしらと全国区のガルセンじゃ、文字通り住む世界が違うし」

「それがそうじゃないみたいだよーっ」

「…………あれ？」

　柚の示した誌面の隅すみを見て、朝霞はきょとんと目をしばたたかせた。

　ガールズ・アッセンブルＥＸのスピンオフユニットが今話題のメヘンで活動を開始する旨むねが記されていた。

　市外からメヘン応おう援えんの名目でアイドルがやってくること自体は、レフュジー・キングダムを立ち上げる時に翌あくるが言っていた覚えがある。まさかガールズ・アッセンブルＥＸのような大物から送られてくるとは思わなかったが、朝霞が戸と惑まどったのはそこではなかった。

　選せん抜ばつされる候補十数人の写真が小さく載のっているのだが、その内の一人に目が引っかかった。ゆるゆると記き憶おくがくすぐられる。

　沈ちん黙もくが長引いたせいだろう。どうかした？　とノエルに訊かれ、朝霞は口元に手を当てて首を傾げた。

「いや……この顔、なぁんか見覚えあるような」







「ヴァンパイア？」

　鵐目翌は、素すっ頓とん狂きような単語に面めん食くらって顔を上げた。

　朝霞たちのいる中等部と同じ敷しき地ち内にある中庭。昼休みの今は、大勢の生徒たちが思い思いに散らばって食事を広げ語らっている。全生徒に比して少数派のメヘン人の姿が多いのは、現代日本式の閉へい鎖さ的な建物に慣れず息抜きを求めてのことだろう。

　翌は、数週間前の転入からこちら仲良くしている友人たちと、輪になって世間話に興じていた。全員が男子で、ほとんどが日本人だった。比ひ較かく的てき打ち解けやすい女子と違って、メヘン男児はプライドが高いか人見知りかのどちらかで日本人の若者と触ふれ合うのを苦手にしている。

　その辺りの雰ふん囲い気きは、学校に入って初めて感じ取ることができた。それは成果だ。

　翌は、わけあってレフュジー・キングダムのサポート役を自らに課している。その仕事には、この地に住む人々の特異な性格を肌はだで感じ取る必要があった。

　まだまだ異い邦ほう人じんの翌には、学校での生活は新しい視点の宝庫だ。

　だから、メヘナスのカイルズが口にした奇き妙みような単語にも、がっつりと喰くい付いた。

「ヴァンパイアって……地球こつちじゃ吸きゆう血けつ鬼きって意味だけど」

　精霊の翻訳が上手うまく機能していない可能性もあるので確認したが、カイルズは胸の半ばまで開いた夏服シャツのボタンをいじりながらあっさりうなずいた。

「ああ、その血を吸う鬼おに……って言うか怪かい物ぶつさ」

「怪物って、魔ま獣じゆうとは違うのか？」

　魔獣というのは、メヘンの在った世界の滅ほろびる原因となった強大なモンスターたちのことだ。翌は伝え聞くだけだが、地球人から見たら超人的な体技を持つメヘンの戦士や精霊術士を含ふくめても人類との戦力比が一対二〇〇〇に及およぶ生きた災害なのだという。

　目立ちたがりで日本に来てから一〇色以上のヘアカラーを試ためしたというカイルズは、日本人の注目を集めていることに気をよくして芝しば居いがかった声を出した。

「それが、判然としないんだな。ヴァンパイアは黒い服を着た人間の姿をしているらしいが、鏡に姿が映らず、霧きりやコウモリの群れに変身できる。弱点は川や海で、水の中に入れば追ってこられない……

　魔獣にもいろいろいるが、基本的には常識外れに強いだけの獣けものだ。ヴァンパイアみたいに気体や群体に変身できたりする奴やつは知られていない。魔獣を統とう括かつする魔ま族ぞくも人間に近い姿で精霊術を使うが、奴らも変身したりはしないし水が苦手って話も聞かない。

　──つまり正体不明なのさ」

「で……その正体不明の怪物がどうしたんだ？」

　口を挟はさんだのは別の日本人男子だ。カイルズは「まぁまぁ落ち着けよ」と手で制した。完全に語り部役に酔よっている。

「ヴァンパイアはメヘンの歴史の中で、重大な転てん換かん期きに忽こつ然ぜんと現れて幾いく人にんもの生き血を吸う怪事件を起こしてはいつの間にか消えてしまう。疫えき病びようの前兆とも言われる恐おそろしい奴だ。

　そんな吸血鬼が最近、夜な夜なメヘンの町に現れて被ひ害がい者しやを出しているらしい」

「……初耳だけど」

　カイルズを疑うわけではないが、そこまでの怪事件を翌が知らないのはいかにも不自然だ。翌は、レフュジー・キングダムのプロモートをする関係もあって、市内のニュースを詳しよう細さいにチェックしている。

　他ほかの生徒も知らなかったらしく、胡う散さん臭くさげな視線をカイルズに送っている。だが、カイルズは動じず、むしろ秘密めかして、

「そりゃあ、偉えらい連中に隠いん蔽ぺいされてんのさ。なんてったって、今回の吸血鬼が襲おそってる相手は──」

　言い切れなかった。

　言葉の途中で惚ほうけたからだ。目が明後日あさつての方向に留まっている。

　怪訝に思って翌たちも視線を追って──カイルズと同じように沈黙した。

　そこには少女がたたずんでいた。耳の尖とがったエルフ族だ。この学校の制服を着込み、ランチバッグを両手で持って静かにこちらを見つめている。

　エルフ族は総じて日本人より背が高い割りに容貌が若々しく、年ねん齢れいが読みにくいが、見た目は翌たちと同じくらいの年とし頃ごろだった。だから学校にいるのはおかしくない。

　彼らが驚おどろいたのは、その少女が全く気配を感じさせずに現れたからだった。そして、少女が日本、メヘンを問わず、誰だれの目にも明らかな絶世の美女だったからだった。

　化け粧しようっ気の薄うすさに幼さを残す白はく皙せきの頰、陽光を宿して流れるかのような金きん髪ぱつ。ただ、その表情は希き薄はくで生気が薄く、意志が抜けているようにも見える。

　まるで真昼の幽ゆう霊れい。まるで巷こう間かんに伝説される吸ヴア血ンパ鬼イア──

　カイルズたちが直近の話題に引きずられて顔を蒼あおくする中、ただ一人、翌があわてて立ち上がって少女へ駆け寄った。

「レレさん！」

　そう──彼女は朝霞やノエルと同じくレフュジー・キングダムの一員、レレレリカ・パラだった。

　メヘンでも最も奇き怪かいな地域、強い感情が筒つつ抜ぬけになるという精神樹海で狩人かりうどとして育てられた彼女は、平時から気配を消して行動し、そして感情の起き伏ふくに乏とぼしい。翌も最初は幽霊と間違ったくらいだ。

「なんで学校来てるんだ？」

　レレレリカの実年齢は不詳だが、容貌のせいで目立ちすぎることなどから学校には通わず、下宿の食堂でアルバイトのようなことをしている。

　翌の問いに、レレレリカはくらりと子供のような仕草で首を傾かしげた。

「なんで……？　なぜならそれは、お弁当を届けに来る女の子は可愛かわいいから。

　わたしは可愛いので、お弁当を届けに来た」

　まるで自明のことを語る口調ではあった。翌はいつものように困こん惑わくした。

「……いや、弁当忘れてないし、もう食べちゃったけど」
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「それは関係ない。わたしが可愛いために来た」

　そうしてレレレリカは、ん！　と強ごう引いんに翌へランチバッグを押し付けてきた。狩人として鍛きたえられただけあって、細ほそ腕うでからは想像できないほど力が強い。

「食べて。わたしが作った」

　プリティ・オブリージュ。可愛い容姿に生まれてきた者は、その幸運に報むくいるよう可愛く生きなければならない義務がある──それがレレレリカの信条であり、トップアイドルを目指す理由だった。

　だから常に「可愛いこと」をしようと努力を欠かさない。「学校や職場にお弁当を届ける女子」は可愛いものだと、食堂の常連のＯＬにでも吹ふき込まれたのだろう。しかし、忘れてもいない弁当のおかわりを届けに来るのは何か違ちがう。

　だが。

「……………………はい」

　いろいろな意味で純真な視線と手作りの弁当に逆らえるわけもなく、翌は諾だく々だくと弁当を受け取ってしまっていた。午後の授業は胃もたれするだろうな、と思いながら。

「じゃあ、わたしは帰る」

　嫌いやと言うほどでもないが喜べもしない実に微び妙みような顔をした翌に別れを告げ、レレレリカは来た時と同じように音もなく去って行く。ただ、やはり無表情な顔から少しだけ満足そうに息を抜いて。

「ふぅ。今日も可愛いことをした」







　そんな──中庭で弁当を持て余しながら、学友たちからレレレリカとの関係を問い詰つめられている翌を見下ろして。

「……なーに遊んでんだか」

　リーン・キンバリンは呆あきれたような声を出して、寄りかかっていた屋上の手すりから背を離はなした。短いがふわりと柔やわらかい髪かみがそよ風になびく。

　ボーイッシュな印象ではあるが、やや着き崩くずした中学の女子制服がよく似合ってもいる。そんな中性的な年頃の、ただの少女に見える。

　だが彼女は、このメヘンを救う使命を帯びた、ある特別な存在だった。だから、似合いもしないアイドルなどやるはめになっている。

「ボクらはさっさと有名になって、務めを果たさなきゃいけないってのに……」

　憂ゆう鬱うつな独り言が青空に溶とけて消える頃、ガコンと屋上の入り口の開く音がして、リーンは顔をしかめた。

「あ！　リーンくん見つけた！」

「リーンくんっ、いっしょにお昼食べようよー」

　そこから現れたのは同じクラスの女子たちだ。美少年のようにも見え、不器用さがクールさにも間違われがちなリーンは、周囲の女子たちからやたらとモテた。より正確には絶好のオモチャにされた。

　だからいつも昼休みは逃にげ回っているのだが、思春期の少女たちの嗅きゆう覚かくはすさまじく、なぜかすぐに見つけられてしまう。

　今日も抵てい抗こう虚むなしく捕ほ縛ばくされ、両手を引っ張られて教室だか中庭だか、どこか甘ったるい場所へ向かって連れ出されそうだ。

　そんな強引な少女たちは、無む邪じや気きとも無神経とも言える好奇心を剝むき出しにしてリーンに黄色い尋じん問もんを繰くり広げた──

「ねーねー、リーンくんってさ、勇者なんでしょ？」

「やっぱり魔王とかと戦ったりするの？」

　メヘン救国の使命を担になう勇者リーン。

　目下の懸け念ねんは魔王ではなく、魔王のいない世界のミーハーな同級生だった。







　さて。

　レジア、ガールズ・アッセンブルＥＸ、そしてヴァンパイア。

　広域音声発信サービスと市外のトップアイドル、謎なぞ多き吸きゆう血けつ鬼き。

　今回、勇者リーンたちレフュジー・キングダムが請うけ負うことになるアイドル活動は、そんな三つにまつわるあれこれである。
















　精せい霊れい。

　メヘンの民たみに様々な恩おん恵けいをもたらす反面、電波や電力に干かん渉しようし電器の運用を阻そ害がいする存在である。不可視の霧きり状じよう物質である精霊は十そ六ろ門もん市の全域をすっぽりと覆おおい、その外がい縁えんのほとんどはエルフの住む密林となっている。

　例外は、市外と十六門を繫つなぐアウターターミナルと呼ばれる大型建造物だ。本来は市内の滞たい在ざい者しや数と交通量を管理するために建てられた施し設せつだが、今となっては県境ではなく国境になってしまった。

　市外からの来訪者が登録を済ませ、電気自動車から市内バスやガソリン車に乗り換かえるその国境施設に、レフュジー・キングダムの四人と鵐しとど目め翌あくるが向かっていた。




　一八歳に成り立ての翌は四輪自動車の免めん許きよ証しようは持っていない。が、メヘンに来る前は交通の不便な田舎いなか町に住んでいたため、必要に駆かられて普ふ通つう二輪の免許を取っていた。

　だから、レフュジー・キングダムの自在なグループ移動のための運転手役も買って出た──のだが、

「……本当にこれ、普通の免許でだいじょうぶなの？」

　翌の背中にしがみついて揺ゆられながら、朝あさ霞かが疑わしげな声を出す。ヘルメットで視界の狭せまくなった翌は、半面だけ振ふり返って大声で答えた。

「鶴つる賀がさんはそう言ってたけどな！」

　それは一見、バイクに似ていた。前から見れば流線型のカウルの普通二輪だ。だが、後部が丸ごと無限キヤタ軌道ピラになっていた。徐じよ々じよに整備が進んでいるとはいえ、メヘンとの融ゆう合ごうによって道どう路ろ網もうの荒こう廃はいした市内は通常の車両では満足に走行できない。そのための変型仕様だろう。

　レフュジー・キングダムの移動のために市庁舎から借りた物だ。市民が使う旧式のガソリン車と違い、メヘンの荒こう地ち用に設計・新造された機体であるため最新式のサスペンションが搭とう載さいされており、乗り物に弱い朝霞もなんとか酔よわずに済んでいる。

『ケッテンなんたらって言ったっけかなぁ。ドイツが戦時中に作った奴やつをモデルにしたらしいんだけど、庁う舎ちの若い娘コたちがみんなして「キャタツムリ」って呼ぶもんだからすっかり通つう称しようになってるよ』

　とは、市庁舎でメヘンと日本の融和を策定する部署「なかよくする課」に所属し、このキャタツムリを貸してくれた鶴賀の弁だった。

『ぶっちゃけ、みんな四輪の方が良いいって言って余ってんだよな、これ。だから翌くんが使ってくれると助かるんだよ。……全然使ってないと、査定の時怒おこられるからさー』

　市きみの長ははうえに、というニュアンスを聞いて取ったのは勘かん繰ぐりというものか。

　……相変わらず役場の都合に利用されている気もしたが、オプションを使えば四人を運べるという魅み力りよくに負け、ありがたく借り受けることとなったのだ。

　市街からアウターターミナルへと通じる、大だい蛇じやがのたくるように亀き裂れつの走った舗ほ装そう道路。そんな悪路を危なげなく走破できる辺り、確かにガレージで眠ねむらせるには惜おしい性能ではある。

　朝も早い時間帯であるため、他ほかの車の姿はほとんどない。穏おだやかな日差しも相まって、まだこのマシンに慣れない翌にはありがたかった。

　車上では広めのシートに運転手の翌がまたがり、その背中に朝霞がしがみついている。今日の翌は仕事用である黒スーツを着込んでいて、その背に頭をもたせかけた朝霞は、背広の匂においが馴な染じみ始めた兄をちょっと不思議のように思っていた。

　後部の履り帯たい上に設しつらえられた座席は二人まで座れ、リーンとノエルが物もの珍めずらしそうに肩かたを寄せて無限軌道の振しん動どうに身を任せている。

　レレレリカはと言えば、牽けん引いんされている台車の上で粛しゆく々しゆくと端たん座ざしていた。しかも何やらメヘン語がずらずら印刷された冊子を読み込んでいる。台車はガタガタと遠えん慮りよなく揺れて時に大きく飛び跳はねるにもかかわらず、元からの無感動と異常なまでの平へい衡こう感覚で平然と読書に没ぼつ頭とうしている。

「ねぇ、レレさん！」

　そのレレレリカに、朝霞が声をかける。荒野の走行音に負けないよう大声だ。レレレリカは無言で顔を上げた。

「レレさんは、あのもこもこした森から来たんだよね？」

　朝霞が指差す先には、メヘンの外縁を覆う、遠くからは苔こけが盛り上がったように見える樹海が広がっている。エルフたちが「ネフィリムの環わ」と呼ぶ、精神樹海。

「あそこじゃ考えてることが筒つつ抜ぬけになっちゃうって言うけど、ホントなの？」

「そう。豊ほう穣じような精霊が密に過ぎて、心の動きが周囲の者に共鳴してしまう。解わかるのは意識の表側程度だけれど。エルフは特に聴こえが良い」

　答えるレレレリカは相変わらずぼそぼそと平板な口調だったが、声はよく通り皆みなの耳に届いていた。

　リーンが「げっ」と喉のどを鳴らして森を見やる。

「ボクはあの樹海へは行ったことないけど、心が剝き出しの場所なんて冗じよう談だんじゃないね。町中がそうなったら殺し合いが始まっちゃうよ」

「そこまで殺さつ伐ばつとしてないだろ……」

　翌は反射的に否定したが、

「いや、人間ってそんなもんだよ翌」

　妹に人間の本ほん性しようを諭さとされてしまった。ずいぶんひねくれちゃったな妹よ、と思ったが、それはともかく朝霞がリーンに同意するのは珍しい。そして。

「実際、有史以前、わたしたちエルフ族の祖と伝説されるイクィ＝リブリゥムは精霊の影えい響きよう圏けん外がいでも心の声を聴きくことができたと言われている。始祖はその力を危険視する人々によって外なる地に封ふう印いんされてしまった。

　けれど、精霊の異なる言葉を翻ほん訳やくする力は、始祖イクィの能力を元に編まれたものとも伝わっている。つまり偉い大だい」

　レレレリカのアイドル絡がらみでない長セリフも珍しかった。アイドルを志して家出中の彼女だが、エルフは極端な少産ゆえに一族と血統への帰属意識が強く、家伝の類たぐいは一様に暗記している。

　ひょっとしたら、仲間にエルフや森のことを語れるのが、うれしいのかも知れない。

　そんな風に、街の外の景色とメンバーの故郷の話で盛り上がっている中、珍しく会話に入っていない少女がいた。

　小こ柄がらで、おかっぱ頭に褐かつ色しよくの肌はだ、眼鏡めがねがトレードマークの人ひと懐なつっこいドワーフ少女、ノエルだ。彼女はと言えば、

「えへへへ……楽しみだなぁ」

　後部席で両手を頰ほおに当てて、だらしなく顔をとろかしていた。その豆とう腐ふじみてふにゃふにゃした独り言に、隣となりのリーンは呆あきれたような、憂ゆう鬱うつなような顔でレレレリカの読んでいる本の表紙を眺ながめやる。

　表紙に描えがかれたロゴは日本語なのでリーンには読み取れない。だが、どの道、紙面のほとんどは目の大きな少女のイラストで占しめられていた。

『今日きよう子こさんと明あ日す太たくん　第１話ＡＲアフレコ台本　［仮台本］』

　それが今回の彼女らに与あたえられた勇者の務め、そのための資料だった。




　──元々、レフュジー・キングダムのプロモーションに関しては、市庁舎の「なかよくする課」が自前で作る予定だった御ご当とう地ちアイドルの計画を大部分流用させてもらっている。その中に、メヘン向けに配信予定の映画やアニメ作品の吹ふき替かえキャストに参加するというものがあった。

　そして対象作品の一つ、少女漫まん画が原作の『今日子さんと明日太くん』は、『怪かい僧そう少しよう女じよラスプーちゃん・ゲロイーニャ』と並んで、ノエルが熱ねつ狂きよう的に愛好しているアニメーションシリーズだ。姉妹しまいと共有しているスマートフォンのクラウドストレージを圧あつ迫ぱくしてしこたま怒られながらも録画を消さないほどの執しゆう着ちやくぶりは、おおむね柔にゆう和わな彼女には珍しい。




「──映像の音声は翻訳されないから、メヘンのアニメファンはまだまだ多くありませんっ！　でも今回の吹き替えプロジェクトが成功すれば、ニッポンアニメのファンは一気に増えるはずですっ！」

　前夜ノエルは、台本の読み合わせの練習を終えた後も下宿の一階食堂に残って翌たちへ熱弁を振るい、一向に寝ねかせてくれなかった。部活気分なのか学校の体操服を着込み、捧ささげ持つように台本を掲かかげて。

　書類仕事の残っていた翌は、コピー紙の束に頰ほお杖づえを突ついてかつてなく仕事に燃え上がるノエルを見上げて頰を緩ゆるめた。

「ノエルは本当にこういうの好きだよな」

　視線に気付いたノエルは同時に自分のはしゃぎようも自覚したか、にわかに頰を赤くして台本で顔を隠かくした。

「……前にも言いましたけど、アニメは絵だから、ホントのことじゃないから……

　ニッポンの人にとってはホントじゃない、ニッポンがホントじゃないメヘわたしン人たちも同じように楽しめると思うんです」

　翌は以前に聞いた、ノエルが学校の日本人生徒と距きよ離りを感じているという話を思い出した。言葉が通じるお陰かげでだいぶ気安くはあるが、やはり全く違ちがう文化に根ざした民族同士、どうしても遠慮が出てしまう。踏ふみ込みすぎると拒きよ絶ぜつされるんじゃないかと、怯おびえてしまう。

　しかしノエルは、たまたま隣の席になった日本人の小学生に見せてもらった日本のアニメーションにたちまち魅み了りようされた。そして、それについて話す時は日本人とも同じ立場にいられる気がした。

　現実と現実の間にフィクションを挟はさむことで、異い邦ほう人じんとも対等に話せる。ノエルがアニメや漫画にのめり込んだのは、純じゆん粋すいに作品が好きなことに加えて、そんな楽しい感覚を得られるからでもあった。

　今回の吹き替えで、もっと多くの人にアニメが広まれば、仲良くなれる人々がもっと増えるかも知れない──

　翌は、隣に座った妹にささやいた。

「ノエルも、いろいろ考えてるんだな」

「……どうだろうね？」

　朝霞は耳がくすぐったそうに顔を引き、疑わしげな声を出した。半眼になって、リーンとレレレリカ相手に一席打ぶち上げているノエルを見やる。

「──で、ですね！　この『今明きよう日あす』の何が良いかって言いますと、四月一日生まれのヒロイン・今日子キヨーコさんと、四月二日生まれの幼馴染み明ア日ス太タくんが一日違いで学年の違う生活をすることになるんですが──あ、ニッポンでは四月二日を節目に勉強の内容が変わるんですよ、おかしいですね──、たった一日で全く違う環かん境きようで育つ二人の恋こい物もの語がたりがリリカルにウェッティーに描き出されるんですよーっ！

　その絶ぜつ妙みようなストーリーもさることながら、一時の勢いに勘違いしてバカみたいな額にしてしまった文化振興費が投入されたとかで採算度外視して予算をつぎ込んだと噂うわさされる作画がヌルヌルを通り越こしてニョロニョロと言われるレベルでオープニングの通学シーンの──！」

「………………」

　語り出すと止まらないノエルに圧あつ倒とうされる翌に、朝霞は仮台本に目を戻もどしながらぼそっと断じた。

「ただのアニメ好きでしょ」







　さて、時は収録当日に戻り。

「こっ……ここがアニメに声を吹き込む場所なんですね！　ネットで見たのより小さいけど、見たことのない機械もいっぱいです！」

　ノエルがすっかり燃え上がっているそこは、数分前に到とう着ちやくしたばかりのアウターターミナル内、レコーディングスタジオのロビーだった。元が役所と観光センターを兼かねたような建物だけあって、清潔かつ明るい様式のインテリアが室内を飾かざっている。

「あのガラスの向こうで声を録とるのかな？」

「そうじゃないの？　雑誌で見た歌のレコーディングブースに似てるし」

　完全に社会見学の体ていでレコーディングルームをのぞき込んでいるのはリーンと朝霞だ。普ふ段だんから仲が悪い割りに、こういう時の行動パターンは妙に似ていた。

　レレレリカは、テーブルに並んでいたお茶ちや請うけの菓か子しを黙もく々もくと口に運んでいる。

　翌は困り笑いを浮うかべて、テーブルの向こうの顔を見やった。

「すみません……落ち着きのない連中で」

「いえいえ。物珍しいでしょうし」

　ははは、と愛あい想そよく笑って後頭部に手を当てたのは日本人然とした風ふう貌ぼうの中年男性だった。ロビーのテーブル越しに翌と対座して、小柄な体をすっぽりソファに沈しずめている。

　テーブルの上にはもらったばかりの名めい刺しがあり、「我あ孫び子こ和かず哉や」の名と、映像企き画かく会社プロデューサーの肩かた書がきが示されていた。

　今は別室で吹き替え版の演出・音おん響きようスタッフが打ち合わせ中ということで、現場では「立ち会うことが仕事」だという我孫子が一人でレフュジー・キングダムの応対をしてくれている。

　他ほかにもメヘンの劇団から出演者が来るそうだが、バスが遅おくれていてまだ到着していなかった。

「しかし皆さん、御足労でしたな。今朝はずいぶんと早かったんでは？」

「ええまぁ……宿を出たのは夜明け前です」

　翌の苦く笑しように、我孫子は「へぇ」と、やや大おお仰ぎように驚おどろいてみせた。

「県境まで来ないとスタジオがないというのは大変ですね。アイドルの仕事をなさっているのに」

　スマートフォンの録音機能など低品質の物を除けば、十六門市のレコーディング施し設せつはこのアウターターミナルにしか存在しない。そしてそれは、メヘン人の利用できる場所がその一いつ箇か所しよきりであることを意味してもいた。

　翌はお茶──パックの緑茶だ──で口を湿しめらせて微ほほ笑えんだ。

「仕方ないですよ。レフュジー・キングダムはメヘンのアイドルですから、現状に対応するのも仕事です」

　メヘン転移から九年。メヘン人の市外への移動はいまだに禁じられていた。わずかな例外は、視察や語学習得など特別な目的を認められた数十名の特使だけだ。だから、メヘン人に大型電機を使用する行こう為いを要よう請せいする場合は、県境付近に設けられたグレーゾーンとも言うべき場所に招くことになる。

　昨日の内に来てアウターターミナルの休きゆう憩けい所だかで寝かせてもらうことも考えたのだが、手続きが面めん倒どうだったので五時起きを選んだ。メヘンの悪路で安全運転しようと思えば、市街から県境までそれだけの時間がかかる。

　翌もメンバーもすっかり目が覚めて平気な顔をしているが、我孫子は恐きよう縮しゆくして文字通り肩を縮めた。

「申し訳ない。せめて、収録をもう少し遅おそい時間にできればよかったんですが」

　まだ子供と言っていい歳としの翌にここまで気を遣つかっているのは恐おそらく、翌が市長の息子むすこで、その縁えんでメヘン王城から信任を得ていることを知っているからだろう。身がすくむ思いは翌の方だった。我われながら嫌いやなものを背負っている、と。

　過か剰じような自意識を振ふり払はらう意味も込めて、首を振った。

「いえ、それも仕方ないでしょう。こちらも、サンプルでみっちり練習はしてきましたけど、本番の台本を早めに読み込ませたいですから」

　今回の企画はスケジュールが押しているらしく、翌たちが鶴賀から受け取った台本は仮の物で、直訳が多く文章の硬かたい叩たたき台のような代しろ物ものだった。それでも作品や個々のセリフの内容は十分把は握あくできるレベルではあったので、作品理解の深いノエルの監かん督とく下、四人は役作りに励はげんだのだ。

　だから、本番前に正式な台本を読み込んで一刻も早く注意点などチェックしておきたいのだが……

　台本の話が出た途と端たんに我孫子の顔色が悪くなり、こめかみに汗あせなど浮かべながら目をそらされた気がして──翌はなぜか、ショッピングモールのファーストライブでゾンビが湧わき出した日のことを思い出した。




　結局、本番用の台本が配られることもなく収録の開始時間が来てしまった。

　本格的に不安になってきた翌だったが、「仮台本とほとんど変わらないから、変えたところを口で伝えるとかじゃないの？」とリーンが適当に言ったことが思いのほかもっともらしかったのでつい納なつ得とくしてしまった。不ふ吉きつの直視から逃にげたとも言う。

　吹き替える音声以外の資源はすでに完成している現場なので、スタッフは翌たちの予想以上に少ない。

「ども、本日の監督と演出を務める四よつ街かい道どうです」

　我孫子とは逆に大おお柄がらな男だ。あいさつしながらぽりぽりと額をかく様は無愛想にも見えるが、不思議と悪い印象はない。彼の他の日本側スタッフは、録音技師とその助手が一人ずつきりだった。

　メヘン側からは、メヘンで舞ぶ台たいの座付き演出家をしているポルヘという老人が演技指導に入り、舞台役者をしている五人の男女が声優として参加する。

「西さい原ばら小さ夜よ子こを演じるフィッカ・リッカです」

　その内の一人、ちょうどレレレリカと同じ年とし頃ごろの少女が歩み出てレフュジー・キングダムの四人に微笑み、両手を胸の前で握にぎり合わせた。エルフの仕草で、握手と同じような意味の行為だ。

　そこからも判わかるように、ふんわりとした髪かみで耳が隠れているがエルフの少女だった。エルフらしくスレンダーな体型を覆おおうサマーセーターが、おっとりとした雰ふん囲い気きによく似合っている。

　元来、大部分の者が樹海に住むエルフに大衆芸能の従事者は少なく、フィッカはその珍めずらしい一人だった。日本への転移後は新しい風物と触ふれたことで意識に変化が起き、ビルの谷間に住まい劇場に通う者が増えているが、まだまだ同どう輩はいは少ないという。

　ちなみに西原小夜子は本作の主人公・今日子の親友だ。

「今日はよろしくね」

「あ、は、はいっ！　ノエルは……いえ、わたし、空くう子こ役の潜もぐ楽らきノエルです！」

　ノエルがぎこちなくフィッカの仕草を真ま似ねてあいさつを返す。空子というのは、今日子の二つ年下の妹だ。

　レレレリカは無表情のまま、ごく自然に手を組んでフィッカへ答礼していた。

「わたしはレレレリカ。この可愛かわいさを世界に広める慈じ善ぜん活動に励んでいる」

「えっ……？」

「いや、こいつのことは気にしないで」

　面めん食くらうフィッカに疲つかれた声でフォローを入れ、リーンはレレレリカの耳を引っ張って下がらせた。レレレリカは痛いともなんとも言わず首を傾かたむけている。

　一方、朝霞は他の出演者たちに如じよ才さいなく頭を下げて回っていた。

「わたし、Ａｓａｋａっていいます。何なに分ぶん不慣れで御ご迷めい惑わくおかけするかも知れませんけど、今日はよろしくお願いしまぁす」

　……内向きの彼女を知っている人間には異様な、明朗かつしおらしい態度だった。リーンなど幽ゆう霊れいを見たような顔をしている。

　しかし朝霞は、本来外そと面づらを取り繕つくろうタイプだ。学校や近所でも従順で明るく友達思いの優等生で通し、高飛車にも気安くも見られないよう絶妙のバランスを維い持じして生活してきた。メヘンに来た直後はその余よ裕ゆうがなかっただけで。

　他の役者たちも皆みな若者で、日本人や日本文化に抵てい抗こうが少ない。中学生女子に行ぎよう儀ぎ良く微笑みかけられて悪い気はしなかったようだ。愛想良くあいさつを返してくれる。

　ちなみに、Ａｓａｋａ、と心なしビブラートで発音するのは鵐目朝霞の芸名だ。朝霞が、市長の縁故だという認にん識しきを持たれるのを嫌って名乗ることにした物だった。本当なら宣伝のためにも市長の血縁で押すべきではあるのだが、「なかよくする課」からのその要請は翌のところでストップしていた。

「ははは、出来た妹さんですねぇ」

「いえ……まぁ、その……」

　我孫子の世辞に、翌は思わず言葉を濁にごした──認めるにも否定するにもいろいろと複雑だった──。すると、つかつかとこちらへ歩いてきた朝霞にすれ違ちがい様、ガッ！　と足を踏ふまれた。我孫子からは死角になる位置取りで狙ねらい澄すました一踏みだ。

　痛いじゃないか……と睨にらむと、何よ文句あるどっかの兄が頼たよりないからわたしがしっかりしてるところ見せて助けてやってるんでしょなんで感謝賞賛の眼まな差ざしじゃなくて微び妙みような顔してんのよ素す直なおな心になって誰だれにでも愛される優ゆう秀しゆうな妹閣下を崇あがめなさいよと睨み返された。視線の口数で惨ざん敗ぱいした翌は黙だまって目をそらすしかない。

　そうして翌が朝霞を監督たちに紹しよう介かいする内にも、フィッカが数えるように共演者の配役を確かめていって──最後にリーンへ目を留めた。

「レレレリカさんが早さ乙女おとめ先生役で、Ａｓａｋａさんが明日太役……そうすると、あなたがヒロインの今日子役の……」

　いつものジャンパーを着て野球帽ぼうをかぶったリーンは、ややもすると少年のように見える。そして年上の女性を持て余す少年のように、不器用に目をそらした。

「リーンだよ。主役なんて柄じゃないけど……一応、メヘンの勇者だから」

　フィッカはほうと口を半開きにした。

「今度の勇者が若い女の子になったとは聞いていたけれど、本当に勇者がアイドルをやってるのね……」

　改めて言われると気き恥はずかしさがぶり返す。リーンは、拗すねたような視線を背後の少年に向けた。

「あ……アクルがやれって言うからさ。一応、あいつのお陰かげで少しだけ成果も出たし、今日も仕事に付き合ってるんだ」

　フィッカはリーンの視線をなぞり、ふわりと髪をかき上げた。

「信しん頼らいしてるのね。あのニッポンの人のこと」

「そうでも、ないけど……」

　リーンは、居い心地ごこち悪そうに帽子を据すえ直した。なかなか位置が決まらなかった。







　そうして始まった収録現場は、初手から戸と惑まどいの気配に包まれていた。

「……なに、これ？」

　ノエルの呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが、分厚いガラスと防ぼう音おん壁へきで仕切られた録音ブースに木霊こだまする。

　結局、本番用のメヘン語台本は改めて演者へと配られた。仮の物とは違い表紙もカラーで印刷された小こ綺ぎ麗れいな物だ。しかし、問題はその中身だった。

「これ、仮でいただいていた台本とセリフ……て言うか、内容が変わっちゃってますね」

　フィッカや他ほかの役者も戸惑っている。ガラス越ごしに、ブースの外側、収録を監督するコントロールルームに控ひかえた四街道監督に事情を問いかけた。マイク越しでも精せい霊れいの翻ほん訳やくが働いているのは、この程度の距きよ離りなら空気が遮しや断だんされていても精霊同士の伝でん播ぱ作用は減げん衰すいしきらないためだという。

　四街道は何か口くち籠ごもるように小さな言葉を空回りさせた後、ブースに通じるマイクに向かって淡たん々たんと告げた。

「あー……そっちが決けつ定てい稿こうなので、その通りにお願いします。少し読み込む時間設けますんで、何か質問があれば──」

「あ、あの！」

　監督が言い終える間もなく手を挙げたのは、もう一方の手で台本を握り締しめたノエルだ。

「は、はい。潜楽さん。なんでしょう？」

「監督さん……あの、これは…………ほ、翻訳の間違いが、多いみたいなんですけど……？」

　遠えん慮りよと年長の男性への気き後おくれから、質疑の声は尻しりすぼみに小さくなった。リーンたちもうんうんとうなずいている。朝霞も「え？」とあわててページをめくるが、朝霞の分だけはメヘン語を日本語の発音に書き下したテキストなので違いがよく解わからない。

　コントロールルームの翌も同様だ。隣となりに座る我孫子に視線を送ると、力ない苦笑いが返ってきた。

「……どういうことですか？　仮台本の時は、内容を知ってるノエルも間違ってるなんて言ってませんでしたけど」

「そりゃ、あの仮台本は日本人が台本をそのまま朗読したのを精霊翻訳で聞いたメヘン人に書き出してもらった奴やつですからね。メヘンでの意い思し疎そ通つうと同じだけ信用できますよ」

　翌は困こん惑わくした。

「それなら、なんで変へん更こうしたんですか？」

「……どうしても、市外の日本人に翻訳させたかったんですよ」

　我孫子の答えに、翌は疑ぎ問もん符ふを喉のどを詰つまらせ、目顔で続きをうながした。

「日本おくにとしちゃ、国の内外に向けて、日本はメヘンの文化や技術を把握しつつあるとアピールしたいんだそうで。そんで、第一歩はやはり言葉です。

　自力でメヘン向けのコンテンツを制作できるところを見せて……言い方は悪いかも知れませんが、国内の一部として掌しよう握あくしてることを証明したいんでしょう」

「それで、市内での口頭対訳を避さけて、自前の翻訳家を用意したっていうんですか!?　なんて無む駄だな……」

　ここまでくると呆あきれるしかない。我孫子も疲れたように肩かたをすくめた。

「同感ですが、何せ国策です。この九年でサンプリングしたメヘン語のデータベースからコンピュータが辞書を作成して、日本映画界を代表する翻訳家が記した台本がこれですよ。不満があっても、これでやってもらうしかありません」

　経けい緯いは大きく省略して、同じようなことが四街道監かん督とくから出演者たちに告げられた。ほとんどの者は不得要領ながらとにかく準備に入ったが、ここで退さがらなかったのがノエルだ。

「でも、いくらなんでも間違いが多すぎます！」

　ぺらぺらと台本をめくりながら、特に目立つところを挙げていく。

「たとえば、ヒロインの今日子と空子の両親は二〇年前に結けつ婚こんしたんですけど──このメヘン語訳じゃ、二〇回結婚したことになっちゃってます！」

「「えええ!?」」

　翌や朝霞が思わず声を上げた通り、あからさまな誤訳だ。

「他にも、『校長先生』のことを『大首領』と訳してたり！」

「「悪そう……」」

「今日子の田舎いなかの話題が出た時に、『田舎』を『イナカ地方』って訳してたり！」

「「なんで翻訳の努力を放ほう棄きしたの……!?」」

「とにかく変わりすぎです！」

　これではノエルが認められないのも当然だ。翌は四街道監督に提案した。

「さすがに誤訳が過ぎますよ。この場で直すか、仮台本に戻もどして収録できませんか？」

「……ああ。それはまぁ、そう思うんだが……」

「っ？」

　どうにも歯切れの悪い答え。その理由は、隣の我孫子から語られた。

「それが、できないんですよ……契けい約やくでですね、この翻訳は台本『一言一句たりと変更ないし削さく除じよしてはならない』ということになってまして」

「な、なんでそんな契約を？」

「何せ日本映画界を代表する翻訳家の作です。これをメヘン人の指し摘てきで直したとあっては、メンツは丸つぶれ……映画業界に多大な影えい響きよう力を持ち、海外にも有名俳優の知り合いが多い翻訳家ですから、機き嫌げんを損そこねれば問題は内外の芸能界まで知れ渡わたりマスコミの非難を呼びかねません。

　それをこじらせると、日本とメヘンの国際問題に発展する懸け念ねんすらあるんです」

　翌の声は、もはや悲鳴になっていた。

「なんでそんな面めん倒どうな翻訳家に頼たのんだんですか!?」

「本人が希望したとのことで……恐おそらく、世界で初めてメヘン語の翻訳を手がけたという『箔はく』を付けたかったんでしょう。

　……我われ々われの会社は映画の配給にも関かかわらせてもらってますから、この契約内容を吞のむしかなかったんです……」

「そんな……」

　仕事をもらっている翌の立場では、もうこれ以上口を挟はさめない。助けを求めるように見回すも、メヘン人演出家のポルヘは我関せずで黙り込んでいる。四街道監督や録音技師たちは気まずそうだが、口くち添ぞえの材料は持っていないようだった。

　複雑怪かい奇きな十六門市を八はち面めん六ろつ臂ぴの奮ふん闘とうで治めている市長の母と、まだ幼さを残しながら王の重圧に耐たえているメヘン巫女みこ王シータの顔が翌の頭に浮うかぶ。ここで下手へたを打てば、彼女らに負担をかけることになりかねない。

　しかしそれは、今日の収録に張り切っていたノエルの希望を打ち砕くだくことを意味していた。

「っ………………」

　翌はスタッフに断ってマイクを借り、ブース内のノエルに、苦い言葉を告げた。

「ごめんノエル……どうもダメそうだ。今回はこの台本で行ってくれないか。次からは改善されるよう方法を考えてみるから」

「お、おいアクル。こんなんでいいのか？　確かに変だぞこれ……」

　リーンが真っ先に異を唱えるが、翌の悲痛な顔を見て言葉を途と切ぎれさせた。

「アクルさん……でも」

　声を震ふるわせるノエルの肩にフィッカの手が置かれる。エルフの彼女の年ねん齢れいは判わかりづらいが、役者としての場数をこなしてきたプロフェッショナルの風格が見て取れた。

「二人とも、気持ちは解るよ。でも、役者はあくまで監督の演出意図に従って演じるのが仕事。その上で自分なりの演技プランを固めて、認めてもらえるまでやりきるだけよ」

　他の役者たちも、不自然な台本には不満げながらも静かな表情でうなずいている。

　理り屈くつよりもそのたたずまいに説得されたように、ノエルを始めとしたレフュジー・キングダムの面々は収録に向けて準備を始めた──




　素人しろうとのレフュジー・キングダム四人は台本のチェックに時間がかかり、メヘン人役者の面々のテスト録どりが先行することとなった。

　第一話の概がい要ようはこうだ。

　たった一日ずれた誕生日のせいで学年が別になり、近所に住みほとんど同じ環かん境きようで育ちながら、少年期の大半の時間を異にすることになった、高校一年生のヒロイン今日子と中学三年生の明日太。

　今日子は明日太のことを弟のように思っているが、明日太は小さな頃ころから彼女に淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていた。

　新一年生として新たな学園生活を満まん喫きつする今日子と、なんとしても今日子と同じ高校に受かろうと受験勉強でナーバスになっている明日太。二人の感情のすれ違ちがいが大きくなっていく日々。そんな中、ある事件をきっかけとして明日太は秘ひめてきた今日子への想おもいを明かしてしまう。

「カレンダー一日分の壁かべ」に隔へだてられた少女と少年の恋物語が今、始まる──というところで次回へ引く構成だ。




　最初にテストが始まったのは主人公・今日子の両親の会話シーンで、穏おだやかながら情味に満ちた、二人の娘むすめを見守る夫ふう婦ふの語らいである。

　ザ・日常といったシーンで案外に難しい芝しば居いにも思えたが、国は違えどさすがに専門家。両親役のメヘン俳優たちは、少なくとも素人の翌の目には危なげのない演技をしているように見えた。

「……上手うまいもんですね」

　コントロールルームの後方に引っ込んだ翌は、隣に座る我孫子に小声で話しかけた。台本の件ですっかり翌に遠慮しているようなので、こちらから話を振ふってみた。

　我孫子は、多少は表情を和やわらげた。

「ええ。舞ぶ台たい劇の経験が多い人は、声優をなさってもおおむね達者ですよ」

「そういうもんですか。けっこう勝手が違う気がしますけど」

「もちろん、慣れない内は声優独特の技術に戸と惑まどうでしょうけど。画面の口パクに合わせたりね。

　でもほら、劇場だと、後ろの方の席の人には役者の表情や細かい仕草なんかよく見えないでしょ。離はなれた席のお客さんにも楽しんでもらえるように、声の演技を誇こ張ちようして細かいニュアンスを補うんです。

　現実より情報量がどうしても少なくなるってことでは、アニメや、別人に声を当てる外画吹ふき替かえも同じ。つまり、情報量を補うための過か剰じような演技に慣れてる舞台俳優は声優向きなんですよ」

「ああ、なるほど」

「テレビや映画だけに出演してるタイプの人は逆に、顔のアップや画面の情報量が多いから、演技が過剰だとうるさくなってしまう。だから、抑おさえた、現実的な演技に慣れていて、声の仕事をすると物足りなく聞こえてしまいます。これは演技の上手い下手とは別の話ですね」

　翌は素す直なおに感心した。同じ演技の世界でもいろいろあるものだ。

　その感かん慨がいを破って大声を出したのは、ポルヘ老だった。父親役の役者へのダメ出しだ。

「おいブロン。お前、人間の声になってるぞ。これは絵がしゃべるんだから、絵の声を出せ。絵が人間の声出してちゃ、気持ち悪いだろうが」

　かなり無む茶ちやな指示に聞こえたが、当の役者は「あ、はい」と軽く請うけ合って母親役の女性と二に三さん言こと相談した後、リテイクに臨のぞんだ。

　演技に疎うとい翌には何が変わったのかよく解わからなかったが、二度目の演技にはポルヘも満足したようで、四街道監督もうなずいていた。

　いろんな意味で圧あつ倒とうされている翌の横で、我孫子がぽそりと呟つぶやいた。

「演出家ってのは、どこの世界でも無茶ぶりしかしませんな」




　しばらくして、リーンやノエルのリハーサルも始まった。

　その頃にはノエルたちも気持ちを切り替えていた。訳出がどうあれ、自分たちは精せい一いつ杯ぱいの演技をするだけだ。

「もうっ。空子が起こしてくれないから、遅ち刻こくしちゃうかもだわ！」

　朝の通学路を走るヒロイン、高校一年生の今日子（リーン）のセリフだ。リーンは棒読み気味だったが、元気で奔ほん放ぽうな声質は役によく合っていた。

「そもそも、妹をアラームの代わりにするのがおかしいんでしょ。いっそ二度と目覚めなければいいのに」

　一方ノエルは、今日子の妹役を見事に演じていた。いつもは柔にゆう和わで朗ほがらかなしゃべり方なのが、しっかり者でつっけんどんな妹のキャラクターを自じ家か薬やく籠ろう中ちゆうの物として演じている。

　もちろん、本業の役者たちに比べれば甚はなはだ拙つたないものなのだろうが、ここ数週間の努力と才能を感じさせるものではあった。翻ほん訳やくの件を補うように、ポルヘ老の奇き妙みようかつ厳しい指導に応こたえて精一杯に演技を続けた。

　翌は知らず知らず、拳こぶしを握にぎり締しめていた。たかがアニメ、されどアニメ。普ふ段だんのんびりしているノエルが額に汗あせを浮かべて熱演している様を、カッコイイと思った。

　だが、しかし。

「あー……潜楽さん」

　四街道監かん督とくが演技を遮さえぎってマイクで呼びかけ、ノエルがすでに伸のびていた背筋をびくんと反らせた。

「は、はい！　今のところ、何かおかしかったですか？」

「いや……そうじゃ、ないんだけど。ちょっと、声を作りすぎているかなぁ、と」

「じゃあ抑え気味に──」

「いや、すごく良いい感じとは思うんだけど……」

　ん？　と翌は首を傾かしげた。どういう意味だろう？　ノエルもきょとんとして、目をしばたたかせている。

「今の演技だと、潜楽さんだと判らないと思うんですよね。視し聴ちよう者しやが」

　監督が言葉を重ねても、はぁ……と吐と息いきすることしかできない。何を言いたいのだろう。

　四街道は我孫子と目配せをし合ってから、しいて淡たん々たんと続けた。

「今回の吹き替え版はですね、レフュジーさん……つまりメヘンの勇者アイドルが声を当てているという触ふれ込みで売り出すわけだから。これからもっとレフュジーさんが有名になれば、アイドルの声を目当てに見てくれる人もそれだけ増える。

　だから、いくら上手でも、そういう人たちが見た時にレフュジーさんって判らない声だと困るんです。空子のイメージからそれてもいいので、地声に近い感じで演やってもらえますか。逆に、このアニメを見て良い声だなと思ったお客さんが潜楽さんのファンになってくれるかも知れないですしね」

「ぇっ…………」

　ノエルは絶句したようだった。至らないから非難されるならともかく、悪くないのに、あえて作品としての完成度を低くする方向へ変へん更こうするという指示が理解できないのだろう。

　さすがに黙だまっていられず、翌は席を立った。

「い、いや、でも……作品のクオリティが前提じゃないんですか？」

「むぅ……わざわざ手を抜ぬくのはどうかな？」

　さっきは黙っていたポルヘ老も今度は一言添えてくれた。ノエルの木ぼく訥とつな努力と演技を気に入ってくれたのかも知れない。

　それに力を得て、翌も押し込む。

「その辺は契けい約やくってわけではないんでしょう？　だったら、まずは完成度を優先して、それからメンバーの個性を出すような──」

　だが。

　今度は我孫子が翌の肩かたに手を置き、万が一にも他ほかに聞こえさせないためだろう、顔を近付けてこうささやいた──

「…………クオリティを優先する方針だったら、アイドルの方かたをお呼びすることはないんですよ」







　──休きゆう憩けい時間。

　我孫子や四街道、録音スタッフたちは別室で打ち合わせ中で、役者たちとポルヘ老、そして翌の集まったロビーは、お通つ夜やのように静まりかえっていた。

　その重苦しい空気の中心は、「魂たましいが抜けたような」という慣用句の見本めいた状態のノエルだった。

「やっぱり……やっぱり……」

　だらんと脱だつ力りよくしてパイプ椅い子すに寄りかかり、ぶつぶつと呆ほうけたようなうめき声を垂れ流している。

「やっぱり？」

　リーンが思わず聞き返すと、ノエルは突とつ如じよとしてがばりと顔を上げ、尋じん常じようならざる勢いでリーンにしがみついてきた。

「わっ!?　どうした!?」

「やっぱり！　素人のアイドルが声優をやるなんて馬ば鹿かげてたんだっ！　映像の残る限り棒読みだとか素すでしゃべってるだけとか言われ続けるんだ！」

「お、落ち着けノエル！」

　リーンに加え翌もいっしょになって錯さく乱らんするノエルを押さえ込むが、今のノエルは止まらない。それこそ歌劇のようなオーバーアクションで席を立ち、悲痛な叫さけびをロビーに響ひびき渡わたらせる。

「ナチュラルな演技が欲しいから素人を起用したとか言う監督さんとかいるらしいですけどそんなのきっとみんなウソっこなんです！　お金の世界で負け犬った大人たちの保身と打算と小こ汚ぎたない見み栄えの──！」

「落ち着いてぇぇぇ！　頼たのむから落ち着いて下さいノエルさーんっ！」

　もはや懇こん願がん調になった翌がぽんぽんと背中を叩たたき、朝霞が手を引いて座らせたところでノエルの発ほつ作さもようやく治まった。荒あらい息を整えながら「取り乱してしまってすみません……」と皆みなに謝り、再び肩を落として放心する。

　先ほどまでのテストがよほどショックだったのだろう。歳としは若いが温和で、普段、客商売でそれなりの経験を積んでいるノエルがここまで打ちのめされているのは相当のことだ。

　そんな友人の衰すい弱じやくぶりを見下ろしながら、朝霞が口を尖とがらせる。

「……でもまぁ、ノエルの気持ちも解るけどね。何なのよ、あのディレクション。連日深夜までの練習の日々が無む駄だになったじゃん」

　わたしはともかくノエルはあんなに上手かったのに……と、目を三角にしている。メヘンに来て以来すっかり仲の良くなったノエルの努力が台無しにされたことに、相当腹を立てていた。

「いや、まぁ、滑かつ舌ぜつの訓練は大切だから……」

　なだめる翌の声にも力がない。今日は尋常なアイドル業務の範はん疇ちゆうで、ゾンビの時のようなファンタジーは抜き。それなのにまさか、ここまでの逆風が吹くとは思いもしなかった。

　仕事の世界が厳しいものだというのは翌も解っていたつもりだが、様々な都合が交こう錯さくする商業活動は予想以上に甘くない。

　レレレリカだけがいつも通り、何を考えているか解りづらい無表情で黙り込んでいる。

「……ノエル、だいじょうぶか？」

　気き遣づかわしげなリーンの呼びかけに、ノエルはうっそりと力弱く顔を上げた。

「ノエルは……ノエルはいいんです。お仕事ですから偉えらい人の指示の通りにします。

　でも、せっかく『今日子さんと明日太くん』がメヘンのみんなで楽しめる形になるのに……これじゃあ……」

　涙なみだこそ浮うかべていないが、今にも泣き出しそうな顔をしていた。隣となりに座ったフィッカが何か話しかけようとして、あまりの沈しずみように二の足を踏ふんだ。

　翌は、息が詰つまるような感を覚えた。ノエルの原作への思い入れは個人的なものだろうが、作品がまともに完成すれば不特定多数の国民に幸せな一ひと時ときを与あたえるであろうことを考えれば、これも勇者の仕事と言って差し支つかえない。

　それが果たされないことにこそ、ノエルは無力感を味わっているのだ。

　たとえ小学生といえど、ノエルが初めて気の置けない日本人の友達を得られたのはアニメのお陰かげだったのだから。

　翌と同様、それを悟さとったのだろう。リーンがキッと顔を上げて、翌に目を向けた。

「アクル……やっぱりこれは違ちがう。ボクらはアイドルである前に勇者なんだ。こんな、いい加減な仕事はするべきじゃないと思う」

「わたしもそう思う。これ、可愛かわいくない」

　レレレリカが静かに言葉を添そわせ、朝霞もうんうんと翌の顔をのぞき込む。

　ノエルがぽかんとしてリーンを見て、レレレリカを見て、朝霞を見て、それから翌を見た。眼鏡めがね越ごしの視線が弱々しく問いかけてくる。そんなの、ダメ……なんですよね？

　翌は、その目を真っ直すぐに見返した。ヒーローは、孤こ独どくだ──そんな自分の持論を、ノエルの不安げな瞳ひとみが思い出させた。その力の代だい償しように、自分の想おもいを犠ぎ牲せいにする。

　そんなヒーローを助けられる男になるのが翌の夢だ。だから。

　覚かく悟ごを決めた顔で、力強くうなずいた。

「やるぞノエル……ここからだ。ここから勇者の仕事を始めよう」




　レフュジー・キングダムのメンバーが顔を輝かがやかせる一方、フィッカが初めてあわてた様子で立ち上がった。

「ちょっ、ちょっとあなたたち。気持ちは解わかるけど、契約や営業の問題なのよ。どうにもならないし、突つっぱねたら突っぱねたで大きな問題になりかねないんでしょ？」

「ここまで禁じ手が多くちゃ、どうにもならんだろう。

　何せ、台本を変えられないのだぞ？」

　ポルヘ老も否定的だったが、こちらの声はどこか面おも白しろがっているように鷹おう揚ようなところがあった。

　翌は素す直なおにうなずき、それから抗あらがった。

「ええ、その通りです。俺もさっき契約書のコピーを見せてもらって確かく認にんしました。

　だから、アドリブで内容を修正します」

　アドリブ。演劇などにおいては、台本や指示にないセリフや芝しば居いを演者が即そつ興きようで差し挟はさむ事を意味する。

　しかし。

　当然、フィッカがいぶかしげに問いを重ねた。

「台本の一言一句を変えることも削けずることもできないって話だったわよね？　アドリブなんて……」

　メヘンの役者たちの戸と惑まどった視線と、レフュジー・キングダム四人の期待を底光りさせた眼まな差ざしが翌に集中する。

　その時の翌の眼めは、不敵、と言うよりは居直り強ごう盗とうのように据すわっていた。







　そして。

　遂ついに本番収録が開始され、役者たちが再びブースへと戻もどった。導入は、今日子役のリーンと妹・空子役のノエルの会話からだ。

「もうっ。空子が起こしてくれないから、遅ち刻こくしちゃうかもだわ！」

「そもそも、妹をアラームの代わりにするのがおかしいんでしょ。いっそ二度と目覚めなければいいのに」

　リハーサルと同様の会話を──リーンとノエルは、最初とほとんど同じ演技で行った。リーンはそもそも地のしゃべり方からそれほど変わらないが、ノエルの声こわ音ねは役に合わせて普ふ段だんより落ち着いていてシニカルだ。

　当然、録音にストップがかかり、最前と同じように監かん督とくから注意が入った。

「潜楽さんね、さっきも言ったように、もっと自然体で──」

　ノエルはゆっくりと顔を上げた。眼鏡の向こうのその瞳は、先ほどまでの素直さが噓うそのように冷たく険しかった。

「ノエル、いつもこんな感じですけど？」

「えっ!?　いや、でも、さっきまで……」

「監督の記き憶おく違いじゃないですか？　レフュジー・キングダムのノエルは、こういうクールキャラで通しているんです」

　四街道は呆ぼう然ぜんとして録音スタッフたちと目を見み交かわした。さっきまでのノエルとはおよそ別人だ。はきはきして、つんつんして、まるで──空子のよう。

　はッ！　と、卒然、四街道は悟った。

（こ、この子まさか……このアニメのためだけに、自分のアイドルとしてのキャラ付けを空子そっくりにするっていうのか!?）

　振ふり返って翌を見ると、予想していたのか問う前から答えが返ってきた。

「……幸か不幸か、レフュジーはまだ、メンバーの性格を広く知られるほどの知名度はありませんから」

「しかし……このアニメが広まれば広まるほど、後から『アイドル・潜楽ノエル』のキャラを変えるわけにはいかなくなるぞ!?」

「承知しています。これから先、アイドルとしてのノエルは空子と同じ、ややダウナーなつんつんしたキャラで通します」

　ようやく事態を把は握あくした我孫子が狼ろう狽ばいして立ち上がり、翌へ詰め寄る。

「い、いいんですか!?　レフュジーさんはメヘン王城から依い頼らいを受けて結成されたグループだと聞いています。それを……アニメなんかのために大切なメンバーのキャラ付けを決めてしまって！」

「その大切なメンバーの勇気の素もとが、そのアニメなんかなんですよ！

　リーンたちは勇者です！　それがメヘンの人たちに勇気を与えるものならば、アニメの吹ふき替かえ声優だって勇者の仕事。剣けんは捨てても剣を持つのと同じ覚悟で勇者をやってる以上、アイドルとしての人格をアニメキャラに準じるくらいなんでもありません！」

　本気。

　この少年は、そしてあのノエルという少女は、本気だ。本気で、勇者が世界を救うのと同じような心意気でアニメに声を当てようとしている。

「はっ……」

　業界歴もそろそろ中ちゆう堅けん。目立った代表作もなく、コンスタントに仕事をこなすことだけを買われてルーチンワークのように仕事を請うけ負う日々の四街道は、少年少女のあまりの青さに鼻を鳴らした。

（何が勇者だ……とんでもねぇ、とんでもねぇバカどもだぜ……）

　そして、胸をくすぐる若い頃ころの記憶。かつて彼らのように青かった頃の自分のクリエイター魂だましいに突き上げられてにじむ涙に目を覆おおった。

「……解った。それが地だって言うんなら、その線で行こう」

　監督のＯＫにノエルの口元が小さくほころび、我孫子が頭を抱かかえる。

「い、いいのか？　これだいじょうぶか……？」

　プロデューサーの混乱を尻しり目めに、四街道は翌へ問いかけた。どこか挑ちよう戦せん的に。

「しかし、あの誤訳珍ちん訳やくの山がある以上、演技がまともになったくらいじゃリカバリーしきれないぞ」
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「……それも考えがあります」




　かくして──一気に緊きん張ちよう感かんを増した現場で、収録は再開された。

　そして、全編に亘わたって奇き妙みようなことになっている翻ほん訳やくの内でも、特におかしなことになっている最初の部分に差し掛かかる。

　今日子と空子の姉妹しまいが、学校帰り、両親の結けつ婚こん二〇周年を祝うためのマグカップを買いに行こうと相談する会話だ。

　仮台本では、




今日子　ねぇ空子、なんでプレゼントがマグカップなの？

空子　結婚二〇周年は磁器婚式っていって、茶ちや碗わんとかマグカップとか、陶とう磁じ器きを贈おくるんだって。

今日子　へぇ、そんなのあるんだ。




　となっている。そこから数秒間、ＢＧＭとともに姉妹が駅前でマグカップを物色する様が点てん描びようされる。この会話が決けつ定てい稿こうになると、




今日子　空子、どうしてプレゼントがお茶碗なの？

空子　二〇回の結婚はカップで祝わないと。カップルだけに？

今日子　や、ケッタイな。




　と変わり果てていた。もはや意味不明だし空子のキャラも崩ほう壊かいしている。これをセリフの変へん更こうを無しに方向修正しなければならない。

　今日子役のリーンが、渇かわいた唇くちびるを舐なめてからマイクの前に立つ。

「空子、どうしてプレゼントがお茶碗なの？」

　隣となりのノエルも一歩踏ふみ出し、マイクに向かう。

「二〇回の結婚はカップで祝わないと。カップルだけに」

「や、ケッタイな」

　ここで動画上の口パクが終わり、数秒間、ＢＧＭのみで雑貨屋をめぐる姉妹の姿が描えがかれる。そこでリーンとノエルが口を開いた。

「二〇回って何？」

「ママもパパも言ってるでしょ。毎年が新婚みたいにラブラブだって」




　コントロールルームの四街道監督はハッとして顔を上げ、後ろに座る翌を顧かえりみた。

「アドリブ、か……！」

　最後の今日子と空子のやり取りは、台本には存在しないものだ。このセリフを加えることで、強ごう引いんながら「結婚二〇回問題」を回かい避ひしている。

「し、しかし！　台本は変えても削ってもいけないという契けい約やくが──」

　我孫子の言葉は、間かん髪はつを容いれず翌に遮さえぎられた。

「そう。台本のセリフは全く変更せずに、アドリブを追加していきます」

　無論、アフレコは動画の口の動きに合わせて話すもので、動画はもう完成している。本来なら、これ以上セリフを入れる余よ裕ゆうなどないはずだった。だから。

「口パクのない、登場人物が背を向けて映っているシーンや遠景ロングのシーンで補足のセリフを入れまくって誤訳の分の軌き道どう修正をします」

「そ、それはもうアドリブとは呼べないのでは……？」

「アドリブです！　あくまでアドリブで押し通ります！」

　翌はなんとしても退ひかなかった。あくまで役者の即興芝居という主張を貫つらぬけば、台本の変更には当たらないからだ。

「………………！」

「………………！」

「………………！」

　四街道と、我孫子と、翌──三人の視線が一いつ瞬しゆんならず空間を押し合い。

　次に腹を据すえたのは、四街道だった。

「そうか……アドリブなら仕方ないな。俺の裁量で認めよう」

　こうなると、元より後ろめたさを感じていた我孫子も折れるしかない。

「解わかりました……しかし、この誤訳珍訳の山。そうそう簡単には切り崩くずせませんよ」

「元より、みんな覚かく悟ごの上です」

　翌はうなずいて録音ブースの中の勇者たちに目をやった。レフュジー・キングダムの四人が、そして他ほかの役者たちが一いつ斉せいにサムズアップを返してくれる。

　──こうして、遂ついに現場が一丸となってメヘン語版『今日子さんと明日太くん』第一話の収録が再開されたのだ。




○仮台本

明日太　校長先生の飼ってる犬が九匹ひきも子供を産んだんだってさ。

今日子　ふぅん。前に見た時は子犬だった。わたしが卒業してからまだ半年も経たってないのに、いろいろ変わるんだね。

○決定稿

明日太　大首領は九人の子供がいるって話だ。犬みたいだな。

今日子　まさしく犬よ。半年前に卒業したばかりなのに、変わるものね。




　不可解な会話は至るところで交かわされる。今度はつい最近まで今日子が在ざい籍せきし今も明日太が通う、中学校の校長先生の話題だ。少女漫まん画がを買いに本屋へやってきた今日子が、参考書を探していた明日太にばったり出会うシーンだった。

　演者たちは、毅き然ぜんとして演技に臨のぞんだ。明日太役の朝霞から口を開く。朝霞はカタカナに書き下されたメヘン語の台本を元にしゃべっているわけだが、自分で独自に作った発音記号を振ふって不自然にならないようセリフを発している。

「大首領は九人の子供がいるって話だ。犬みたいだな」

「まさしく犬よ。半年前に卒業したばかりなのに、変わるものね」

「校長先生の犬って『大首領』って名前なんだ」

　最後の「アドリブ」セリフはノエル、つまり空子のものだ。やはり強引ではあるが好意的に解かい釈しやくすれば辛かろうじて意味の通る会話になった。

　問題があるとすれば──

　我孫子が困こん惑わくして隣の翌へ確かく認にんした。

「く、空子はこのシーンには出てませんよ!?」

　翌は額に汗あせを浮うかべながらも、あくまで平然と請け合った。

「画面に映ってないだけで、今日子に付いてきたことにすればいいんです。そこに空子がいない、なんてセリフはないわけですから。

　空子の不在証明アリバイは不成立です」

「悪あく魔まの証明みたいなこと言い出したな、おい……」

　四街道は呆あきれたような声は出したが、あえて収録の中断はしなかった。




　レレレリカが演じるのは、今日子の通う学校で教きよう鞭べんを執とるクールでミステリアスな女教師、早乙女先生だ。

「養よう豚とん場はもうじき夏期休きゆう暇かです。摂せつ生せいして肉質に気を付けて下さい」

　早乙女先生のセリフの原意は「学校ももうすぐ夏休みですが、ハメを外しすぎて健康を崩さないよう注意して下さい」だったが、レレレリカの過ぎるほどクリアで涼すずしげな声こわ音ねで発せられると、なんかもうこっちの方が正しいような気もしてくる。

　なので、ここはそのまま通した。




　──こうして収録はごりごりと力ちから業わざで進行し。

　第一話の山場とも言える重要なシーンに差し掛かった。

　ある日。にわか雨に降られて明日太の家に避ひ難なんした今日子は、受験勉強に根を詰つめすぎている明日太をリラックスさせようとからかい、逆に明日太を怒おこらせてしまう。

　子供の時の気分で明日太の部屋のベッドの上に座っていた今日子は、突とつ然ぜん迫せまってきた明日太に壁かべ際ぎわへ追い詰められ、初めて彼が男になっていたことを意識する。ここで、部屋を切り裂さく稲いな光びかりを背に第一話を象しよう徴ちようするフレーズが明日太の口から吐はかれる。

「なぁ、いいだろ……俺たちは、生まれた時からいっしょに寝ねてるんだ」

　この発言にショックを受ける今日子の目元アップのカットにオーバーラップして、エンディングテーマのイントロが流れ始める。

　決定稿の台本では「俺たちは、生まれた時からいっしょに寝てるんだ」のセリフが「二人で子守歌を聞こうぜ、ベイビー」と訳されていた。

「「なんでむやみにバタくさいの……？」」

　ブースの内外で、鵐目兄きよう妹だいの嘆たん息そくが重なったものである。




「ちゃ、ちゃんとタイミング合わせなさいよ」

　朝霞は、台本に目を固定しながら隣のリーンに確認した。

「お、おう……」

　リーンも緊張しきってマイクの前に立つ。

　二人とも微かすかに紅潮しているのは、ここまでの収録の疲ひ労ろうか、きわどいシチュエーションを演じることへの照れ臭くささか。

　場面は明日太の部屋。窓外の雨音と音楽プレイヤーから流れるポップスをＢＧＭに、机で勉強に励はげむ明日太と、明日太のベッドで漫画を読む今日子。

　自分の想おもいも知らず吞のん気きに遊ぶ今日子に苛いら立だち、明日太はベッドの上の今日子にのしかかる。

　戸と惑まどう今日子を演じるリーンの息芝しば居いはお世辞にも上手うまいとは言えなかったが、にわか仕込みでは限界だろう。翌はむしろ、練習を始めた当初の、恥はずかしさのあまりどもりすぎて新感覚のラップみたいになっていたリーンを思い出して、よくもここまで成長したものだと感動した。

　そして、明日太（朝霞）の最後のセリフだ。

「二人でピシャァァァァァンッ！」




「なんだっ!?　レコーディングブースが光った!?」

　明日太のセリフをかき消すかのように突とつ如じよ鳴り響ひびいた雷らい鳴めいと閃せん光こうに、コントロールルームが騒そう然ぜんとなる。このシーンは雷光のみでフェードアウトし、雷かみなりの音は入っていないはずだった。

　淡たん々たんと──額に汗を浮かべながら淡々と──答えたのは、翌だった。

「アドリブです。アドリブで稲いな妻ずまを出しました」

　聞こえてはいないはずだが、ガラスの向こうでレレレリカが無表情でピースサインを出していた。彼女の精せい霊れい術じゆつの仕業だ。

「い、いや、これはさすがに、セリフを変へん更こうしたことになるんじゃ……」

　あまりと言えばあまりの力業に、呆あつ気けにとられた我孫子の指し摘てきはしかし、ヘッドフォンを耳に押しつけて何事か確かめていた録音技師によって否定された。

「……いえ、音質加工しまくって雷の音を除去すれば、物理的には元のセリフも聴きき取れます。台本に書かれた言葉は生きて収録されてるってことですよ」

「……このセリフは、第二話の冒頭でも流れる。それまでにまともなセリフに直せれば問題はなくなるな」

　監かん督とくも是ぜ認にんしてしまい──こうして、最後の難関セリフはほとんどの視し聴ちよう者しやには雷の音と明日太の唇くちびるの動きだけで表現されることとなった。




「お姉ちゃんは、明日太センパイの気持ちが解ってないんだよ……」

　という、空子の秘ひめた恋こい心ごころを感じさせる難しいセリフをノエルが演じたところで次回予告までの音声が録とり終わり、長かったメヘン語版『今日子さんと明日太くん』第一話の吹ふき替かえ収録は終しゆう了りようを告げた。

　同時期に順次配信・販はん売ばいされる『怪かい僧そう少しよう女じよラスプーちゃん・ゲロイーニャ』他数作の収録は、今日得られたノウハウを参考にプランを練り、後日改めて録ることになる。

　今日の収録は、終了だ。スタッフ全員が談だん笑しようしながらロビーに出てくる。

「お疲つかれ様……なんとか形になったわね」

　レフュジー・キングダムの面々と同じく、アドリブという名の早口説明セリフをたっぷりとしゃべることになったフィッカは、汗だくになっていた。それでも充じゆう実じつした笑えみを満面に広げて、リーンたちに向き合う。

　リーンと朝霞は酸素不足と緊きん張ちようが途と切ぎれたのとで半ば放心しており、さすがのレレレリカも慣れない仕事に頰ほおを紅潮させてぼぅっとしている。一番熱心に特訓していたお陰かげか、比ひ較かく的てき余裕のあるノエルが受け答えた。

「フィッカさん……ありがとうございます。素人しろうとのノエルたちだけじゃ、とてもうまくいきませんでした」

「ううん……こっちからもお礼を言わせて」

　え……？　と、またたくノエルに、フィッカは静かに語った。

「わたしたちメヘンの役者はね、ニッポンに来てからずっと迷っているの」

「迷っている……？」

「そう。メヘンの演劇は、舞ぶ台たいの上で伝説や悲喜劇を、ガチガチに固まった様式……定型の抑よく揚ようや『型』に沿ってデフォルメした演技で表現するものなの。違ちがうところも多いけれど、こっちで言うとノウガクとかカブキっていうのが近いかな──実際に観みたことはないけど。

　それなのに、こっちで観る芝居は、ニッポン人の舞台劇にしろスマートフォンで見るドラマにしろ、現実の出来事を再現するように素そ朴ぼくで写実的な演技ばかり。たくさんのメヘン人が、感かん銘めいを受けてニッポン流の現実的な舞台に転向したの。わたしも、初めて触ふれた時は衝しよう撃げきを受けたわ」

　日本のテレビ番組はアニメくらいしか見たことのないノエルだが、日本人の舞台劇は姉に連れられて一度だけ観に行ったことがある。フィッカの言う違いの意味は、なんとなく解る気はした。

　ふと視線を感じると、ポルヘ老がこちらを──フィッカを見ていた。フィッカは気付かずに続けた。

「ニッポン現代劇のスタイルを取り入れた演劇はメヘン改かい劇げきなんて呼ばれてもてはやされてるけど、でもわたしは昔ながらに癖くせのあるメヘン旧劇もやっぱり好きだし……メヘンかニッポンか、どちらに向かって進むか、ずっと迷ってたの。

　だから、今日みたいにアニメに声を当てる仕事にも挑ちよう戦せんしてみて、選ぶための経験を積んでるんだ」

「そうだったんですか……」

　二つの文化が交わったことで起こる変化。それが良いいことなのか悪いことなのかは誰だれか個人が判断できることではないのだろうが、真しん剣けんに取り組んでいる者ほど惑まどい、混乱し、苦しむ。

　恐おそらく、前の世界には存在しなかったマンガやアニメに触れたことで苦しんでいるメヘンの創作家も数多いのだろう。あくまで受け手の立場で、都合の良いようにだけ受け止めてきたノエルは、フィッカの言葉に胃の重くなるのを感じていた。

「ノエルはなんにも解わかっていませんでした……やっぱりこういうお仕事は……」

　うつむくノエルの頭に、フィッカの手が乗せられた。

「あのね潜楽さん、お礼を言いたいって言ったでしょ。

　役者は演出家や監督の指示を全まつとうするのが仕事だ、っていう考えは変わらないけど……でも、あなたたちは役者じゃなくて勇者として、わたしたちには思いも付かない方法で作品のために戦った。

　そんなみんなを見て思ったの。メヘンだとかニッポンだとかの二択たくじゃなくて、少しでも自分の満足に近い、新しい道を探していけばいいんじゃないかって」

　フィッカは、改めて両手を組んで見せた。エルフのあいさつであり、謝意を表す仕草でもある。

「そう思えるようになったから──だから、ありがとう」

「そ、そんなこと……」

　ノエルはものすごい勢いで両手を振ふって恐きよう縮しゆくを表した。空子のクールキャラはすっ飛んでいた。

　あわてるままに、舌足らずな言葉を返す。

「それに、だ、だいぶ強ごう引いんなやり方だったと思いますけど……」

　ノエルの視線が自然と翌を探した。我孫子や四街道といっしょに、他ほかの役者たちにあいさつして回っている。何か気に入られてしまったのか、四街道にヘッドロックされたりしていた。

　今は脱だつ力りよくしてへらへらしているが、あんな無む茶ちやな指示を出して責任を負ったのだ。収録中は翌にも相当なプレッシャーがあったのだろう。心なしか、足取りがふらついていた。

　フィッカもノエルの視線を追って、苦笑した。

「……シトドメさん、だっけ？　いつもあんなやり方してるの？」

「はい。割りとあんな感じですっ」

　ノエルもフィッカと同じような苦笑いをしたつもりだったのだが、その顔を見たフィッカの反応は、ぽかんとした後で微ほほ笑えましそうな顔をするというものだった。

「？　なんですか？」

　きょとんと問い返すノエルに、フィッカはなんでもないわと頭かぶりを振り、それから、告げた。

「これからも頑がん張ばってね。わたし、あなたたちのファンになったから」




　夫のゾンビを成じよう仏ぶつさせた老婦人とその孫に続いて、レフュジー・キングダムが新たなファンを獲かく得とくした瞬しゆん間かんだった。




　　　　◇




　──数週間後。

　メヘン語版『今日子さんと明日太くん』第一話がスマートフォン向けに先行配信された。

　セリフ回しの不自然さやレフュジー・キングダムの演技の拙つたなさ等、多少のマイナス要素があったにもかかわらず、娯ご楽らく作品として初のメヘン語吹き替えコンテンツは想定以上の閲えつ覧らん数を記録し、それまで極ごく少部数が存在した翻ほん訳やく版原作コミックが入手困難となる事態を引き起こした。現在、緊急重版中である。

　また、日本の中高生の日常を描えがいた内容から「日本文化を学べる」と喜ばれ、メヘン人向けに配布されている簡易情報誌などでも特集が組まれた。

　学校のメヘン人学生の間にも広まり、休み時間には動画を再生している姿も見受けられた。

「やっぱりアニメの力は偉い大だいです！　なんと言っても、誰でも気軽に触れられるファーストコンタクトが文化の間口を広げるんですよ！」

　ノエルが狂きよう喜きしたのは言うまでもない。実家である食堂《地ちの塩しお》亭でスマートフォンの映像をレレレリカの精せい霊れい術じゆつで拡大投射して上映するようなはしゃぎぶりだった。

　作品に伴ともなって、吹き替えキャストを務めたレフュジー・キングダムの名も知られるようになった──はず、だった。







「……アクル殿どの」

「はい……」

　鵐目翌は定期的にメヘン王城を訪おとずれている。ドラゴンにえぐり取られた腹の治ち療りようと、そして巫女みこ王シータ・ティレッシアスへの進しん捗ちよく報告のために。

　市庁舎と融ゆう合ごうした王城には広大な地下空間が広がっている。その一部は、純白の湯をたたえた温泉であり「銀の泉の間」と呼ばれる、巫女王とその従者のみが立ち入れる儀ぎ式しき場になっていた。

　翌の失われた肉体を補ほ塡てんするにはこの温泉の力を要し、儀式の最中、温泉に浸つかった翌と、温泉の縁ふちから彼を見下ろす巫女王シータは差し向かいで対座することになる。

　まるで時代劇のお白しら洲すだ、と、翌は来る度たびに自分を罪人に見立てて胃を痛くしている。何せ、この地下泉に入る時は水着のパンツ一枚になるのだ。その格好で年下だが高貴な身分の少女と二人きりになるのは、まだ少年と言っていい歳としの翌にはいろいろな意味で腰こしの据すわらない心地ここちだった。

　巫女王シータは見かけで言えば朝霞より幾いく分ぶん幼い、透すき通りそうなほど白い肌はだと神秘的な銀ぎん髪ぱつの美少女だ。実じつ年ねん齢れいはリーンと同じくらいだが、当代の勇者の未熟さ故ゆえに成長が阻そ害がいされているのだという。

　湯気を吸った浴よく衣いに透ける華きや奢しやな体は、今にも壊こわれそうな不安と、触れて温めたくなるような欲求を二つながら感じさせる。

　その可か憐れんを形にしたような少女は声の方も鈴すずの音色のように愛らしかったが、今は目め一いつ杯ぱいに険しく尖とがっていた。

「リーンたちが声を当てたアニメ、わたしも見させていただきました。リーンがすまほを持って会いに来てくれましたので」

　リーンとシータは幼い頃ころからの親友同士で、今でも週に一度ほどはリーンが王の寝しん室しつへ泊とまって語らいの時間を持っている。

「……ど、どうでした？」

　巫女王の頰に朱しゆが差したのは、温泉の熱気のせいだけではないだろう。

「ニッポンの若い方の暮らしぶりが知れて、なかなか興味深い内容でした。

　しかし……さ、最後にふしだらな場面があったのが気になりました」

　ラストの、今日子が明日太に迫せまられるシーンのことだろう。箱入りの巫女王には刺し激げきが強かったらしい。

「わたしの……いえメヘンの勇者に、あのような淫みだらな真ま似ねを演じさせるのはいかがなものでしょう？　それ以前にあのアニメ、年齢制限を設けなくてよろしいのですか？」

　こちらと目を合わせぬままの質問攻ぜめだ。翌は返答に困った。

「淫らって……いえ、あのくらい、少女漫まん画がでは割りと当たり前の内容で……」

「当たり前……!?」

　シータは呆あつ気けにとられたようだった。ぽかんと目を見開いて、両手をわななかせている。その動どう揺ようぶりに何か心の騒さわぐものを感じて、翌はつい続けてしまった。

「ええ。だから『今明きよう日あす』も二話以降、さらにきわどい展開が待ち受けています」

「あ、あれよりも過激な……!?　なんということでしょう……ニッポンは平和な国だと思っていたのに……」

　両手で顔を覆おおって嘆なげくシータ。やりすぎたかと反省し、翌は話を進めることにした。

「それで、その……これだけ評判になったからには勇者の名望も相当上がったんじゃないかと思うんですが……どんなものでしょう？」

「っ…………それは」

　巫女王は、小さく咳せき払ばらいして気を落ち着けると──身分が身分だけに取り繕つくろいぶりは見事なものだった──、翌に背を向けてわずかに湯ゆ着ぎをはだけた。

　巫女王の背中、首の付け根辺りには金属質なボルトのような物が埋うまっている。国中の精霊と交信し、強大な精霊術を行使するための呪じゆ具ぐだと聞いていた。中心の宝石に似たパーツの輝かがやきで、メヘンの勇者が国民から寄せられている信望を量ることができるという。

　翌は湯から上がると、シータのしっとりと潤うるんだうなじにたじろぎつつ呪具をのぞき込んだ。その輝きは──以前に見た、ゾンビ相手のファーストライブ直後と大差ないように見えた。

「あ、あれぇ……？　あんなに評判がいいのに……？」

「わたしの耳に入ってきている話では──」

　巫女王は首筋を見せるためうつむいたまま、淡たん々たんと告げた。
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「視し聴ちよう者しやは皆みな、『なんで演技の下手へたな者ほどメインの役をやっているのだろう？』と訝いぶかっているそうです」

「あー…………そういうことか」

　翌は一瞬で納なつ得とくした。宣伝戦略の概がい念ねんに乏とぼしいメヘンの視聴者からしてみれば、アイドルが畑はたけ違ちがいの声優に手を出すなど全くのナンセンスで意味が解らなかったのだ。

　結果、いくら人気アニメに出演しようと、ただただ戸と惑まどいの反応だけが返ってきたらしい。

　襟えりを正して翌へ向き直ったシータは、ごく純じゆん粋すいに不思議そうな顔をして首を傾かしげた。

「そもそも、特に演技が上手うまいわけでもないリーンたちに役者をさせて、なんのプラスがあるのですか？」

　翌は思わず、笑ってしまった。それは、とても朗ほがらかな笑いだった。

「ははは、なるほど、そりゃそうだ。

　アイドルにも作品にも、なんも良いいことあるわけないですよねー」




　………………………………




　沈ちん黙もく。翌の笑いの残ざん響きようが広大な地下空間にささめくだけの沈黙の後。

　巫女王シータも笑えみを浮うかべた。翌に負けないくらい朗らかな笑顔だったが、翌の笑顔を引きつらせ脂あぶら汗あせをかかせるような、凄すごみのある笑顔だった。

「アクル殿」

　シータは、笑っているのに冷えている、という複雑な声こわ音ねを出してみせた。ははは、声優の素質があるかも知れないぞと、翌は心の逃とう避ひ領域でそう思った。体は、自然と正座の姿勢を取っていた。

「はい…………」

「良いことがないと思うなら、なぜリーンたちに声の仕事をさせたのですか？」

　正論とは、かくも残ざん忍にんなものなのか。逃にげ場のない者に、迷いなく致ち命めい的てきな一いち撃げきを振ふり下ろす。

　翌は、震ふるえる視線を年下の少女から逃がして、ぼそぼそと言葉をこぼす。

「あ、あの……それは、ニッポンにはよくあることと言いますか──」

「理由になっていないようですが」

　巫女王に容よう赦しやはなかった。翌は次に言うべき言葉を探して、結局見つからず、だから無言で五体投地した。




　その日、翌はシータが湯気に逆上のぼせるまで長い長いお説教をいただき、「もう声優はこりごりだよ」と昭和の漫画みたいなエピローグを心に浮かべた。




　　　　◇




　その後、結局『今日子さんと明日太くん』以外の作品へのレフュジー・キングダムの出演は辞退することとなった。

　仕事を斡あつ旋せんした鶴賀はがっかりした顔を見せたものの、翌たちの様子からだいぶ苦労をしたらしいと察したのと、巫女王からの要望もありキャンセルを認めざるをえなかった。

　ちなみに、我孫子たちが交こう渉しようを頑がん張ばった結果、誤訳だらけの台本はメヘン人の監かん修しゆうを付けて修正することに成功した。事態を聞き及およんだ原作者の抗こう議ぎが効いたらしい。




　第一話を流してしまった『今明日』以外の作品は、オーディションで選ばれたメヘンの俳優が声優を務めることとなった。

　そのオーディションにはあのフィッカ・リッカの姿もあり、そしてポルヘ老に適性を認められたノエルが特に希望して単独で参加することになった。

　翌も、送そう迎げい役兼けん付き添そいとして現場に立ち会った。その頃にはすっかり通い慣れた、アウターターミナルのスタジオだ。

『世の中には、御ご飯はんはみんなで食べるより一人で食べた方が一〇〇倍美味おいしいという人もいるのよ』

　画面を見ながら第二弾だん作品『子やぎは迷わない』のヒロインを演じるノエル。気け怠だるげな少女を演じながら、額にびっしりと汗あせを浮かべている。

　普ふ段だんのおっとりとした少女の顔とはまるで別人だ。それを録音ブースの外で眺ながめながら。

「張り切ってますね、ノエルちゃん」

　感心するように、ちょっとまぶしいようにフィッカが言う。彼女はオーディションの順番待ちだ。

　翌は「ええ」と短くうなずいた。

「最初はさんざんな仕事だって思いましたけど、ノエルがあんな活いき活きできる場所を見つけられたなら甲か斐いはありました」

　そして、ノエルの一いつ生しよう懸けん命めいな姿に、他ほかのみんなにもあんな風に打ち込める仕事を見つけてあげられるだろうかと未来の不安を覚えた。




　しかし。

　鵐目翌には、そんな漠ばく然ぜんとした不安など感じている余よ裕ゆうは与あたえられなかった。

　翌の公私を破は滅めつさせることになるアイドルが、すぐ側そばまで迫っていたのだから。
















「みんみん蟬ぜみ、って言うけどさ──」

　鵐しとど目め朝あさ霞かは誰だれにともなく呟つぶやきながら、中天に火の玉の輝かがやく真昼の空を見上げた。上げる顔と逆行して、しとどな汗が頰ほおを伝って顎あごから落ちる。

「むぃんむぃん蟬って言った方が正しいよね……」

　彼女の言う通り、夏も盛さかりを迎むかえつつあるその日、蟬たちは青あお天てん井じようの広場を粘ねばり強い鳴き声で塗ぬり潰つぶしていた。

　場所は、商業区の中央近くに位置する、市内各地とのバスターミナルも兼かねた公園。舗ほ装そう道路を押し割って生おい茂しげるメヘンの植物が、白はく亜あの街並みに旺おう盛せいな緑を添えている。メヘン転移前から十そ六ろ門もん市に原生していた蟬は、生態系の変化によってむしろ勢力を増して夏の市中に蔓まん延えんしていた。

　昆こん虫ちゆうの猖しよう獗けつは自動車の交通量が少ないせいもある。四方を天然の歩行者天国たる市道に囲まれた休日の広場は、日本人、メヘナス、ドワーフ、エルフの老ろう若にやく男なん女によが境界なく混じり合って行き交かっている。

　そんな広場の真ん中で。

「はーいアイドルでーす。今度の勇者はアイドルですよー」

　本日のレフュジー・キングダムは、街頭で知名度を上げるための宣伝活動中だった。


　具体的には、例のファーストライブで歌い、後にアウターターミナルのスタジオでレコーディングした唯ゆい一いつの持ち歌[image: ]Act of Living, Look of Voices[image: ]をスマートフォンでダウンロードできるサイトのアドレスを記したカードを配って回っている。



「おいアサカ、サボってないでちゃんとやれよ」

　長ちよう髪はつのウィッグを着け一見別人のような出いで立ちのリーンが、ふらふらと日ひ陰かげに入ろうとしている朝霞を捕つかまえて列に戻もどらせる。

「……あんただって露ろ骨こつにやる気ないじゃない」

　朝霞はぶちぶちと文句を言いながら列に戻ったが、

「レフュジー・キングダムをよろしくお願いしまぁす♪」

　通行人に見せる顔は完かん璧ぺきだった。後ろで見ている翌あくるとリーン、そして立会人として来ている鶴つる賀がが口元を引きつらせるくらい完璧だった。

　しかし、そんなパーフェクト朝霞をもってしてもカードはなかなか受け取ってもらえない。当たり前と言えば当たり前なのかも知れないが、九割方は声を掛かけても素す通どおりだ。朝霞は、次からは駅前のティッシュ配りを欠かさず受け取ろうと思った。

　彼女らに存在感がないわけではない。ファーストライブの時のステージ衣い装しようを着込んでいるので、メヘンの群衆の中でも目立ってはいる。

　特に、長身で見み目め麗うるわしいレレレリカは人目を引く。

「このカードと電話でわたしの可愛かわいい歌が聴きけるらしい」

　見かけによらず野生児なところがあり機械に疎うといレレレリカは、いつも通りの無表情で恐おそろしく適当な説明をしてカードを配っていた。が、それでも通行人の食いつきが一番良いい。それくらいの群を抜ぬく美人だということだ。

　ただ、表情の薄うすさが近寄りがたい空気を作っているのか、遠巻きに眺めてスマートフォンのシャッター音を鳴らしている者も多かった。

　ノエルはノエルで、偏かたよった層に囲まれている。

「あ、あの……ひょ、ひょっとして『今明きよう日あす』の空子役の潜もぐ楽らきノエルさんですか？」

「せ、『先せん輩ぱいのそういうところ、お（※）嫌い申し上げます』って言って下さい！」（※『今日子さんと明日太くん』第三話で、ノエルの演じる空子が口にするセリフ）

　十六門に一いつ軒けん限りのアニメショップの紙かみ袋ぶくろを提さげたドワーフの二人組だ。吹ふき替かえ版の配信以来、『今日子さんと明日太くん』は早くもメヘンのアニメファンの間でブームを巻き起こしている。

　ノエルは二人の発言を自然体でスルーして、カードを差し出した。

「通行の邪じや魔まなので、このカードを持って帰ってスマホの電池がダメになるまでひたすらダウンロードして下さいね」

　アフレコ時の公約（？）通り、ノエルは公おおやけの場ではクールで辛から口くちなキャラで通している。張り付けたような笑え顔がおでカードを渡わたされたドワーフたちは、「で、出たー！　リアル空子ちゃんの塩しお対たい応おうだーっ！」「この塩分ドカ盛もりな感じが最高だよな！」などと言い合いながら雑ざつ踏とうに消えていった。

　そばで見ていた翌は、さすがにノエルへ注意をするべきか迷ったが、当のファンたちが満足そうなので黙だまっておくことにした。

　そんなファンたちを含ふくめても、市外で刷った大量のカードは一向に捌はけることがない。この不ふ首しゆ尾びの原因は、レフュジー・キングダムの知名度の低さだけではなかった。

　メヘン人の間に、いまだアイドルという概がい念ねんが広まっていないからだ。そういう職業があることくらいは漠然と知られているが、歌手や芸人と何が違ちがうのか、いまいちよく理解されていない。あの人たちは何をやってるんだろう、くらいに思われている。

　だから、物もの珍めずらしそうに寄ってきてカードを受け取っていくのはほとんどが日本人で、ノエルにしても、人気があるのは演じているキャラクターであって彼女自身ではなかった。

　見た目は正統派美少女といった装よそおいのリーンが、ふぃ～っ……とオヤジめいたワイルドな仕草で額の汗を拭ぬぐった。

「おっかしいなー…………ライブは失敗したけど、その後あとも公園のイベントとか商店街で歌ったりしたのになー……全然有名にならないなー」

「アイドルはそんな簡単じゃないっての。本当なら、ああいう大きな場所でライブするのだって血がじゅわじゅわとにじむような努力と苦労がねー」

　道行く人には笑顔を向けたまま、険のある声でたしなめる朝霞。

「て言うか、やっぱり勇者とアイドルってのが水と油なのよ。行く先々で勇者アイドルだっ言つってんのに信じてくれたのフィッカさんくらいじゃん」

「その文句はお前の兄貴に言えよ」

「それもそうね」

　リーンと朝霞の尖とがった視線が翌に突つき刺ささる。翌は気付かないふりをして鶴賀に今後の相談を始めたが、噴ふき出す汗あせがじわりとシャツににじんだ。

　勇者アイドルの企き画かく発ほつ起き人にんは、翌だ。

　メヘンの勇者は広く国民の支持を集める「英えい傑けつ士し」と認められて初めて、巫女みこ王と対ついになって精せい霊れいの働きを安定させ国土を守る存在となる。逆に言えば、リーンが一人前になるまでは巫女王シータが無理な負担を受け続けることになる。

　歴代の勇者は、武力を以もつて外敵を討とう伐ばつすることで英傑士に承しよう認にんされてきた。

　だが、現代の日本に来たからには、暴力を振ふるって喝かつ采さいされる相手というものはそうそう存在しない。

　そこでアイドルだ。強大な敵との死し闘とうと同じくらい直感的、狂きよう騒そう的に民衆を燃え上がらせるものはアイドルをおいて他ほかにない──というのが、縁えんあって巫女王から協力を依い頼らいされた翌の出した結論だった。

　だが、大々的なデビューを期したファーストライブがゾンビまみれになって失敗した──思い出すだに意味が解わからない、と翌は思った──ことで、市庁舎と連れん携けいして進められていた計画は大きく狂くるってしまった。

　本来ならメヘンと在メヘン日本人の要人が一堂に会するライブで衝しよう撃げき的なデビューを遂とげ、その勢いに乗ってアニメ・映画の吹き替えに参加しシナジー効果で知名度を上げ、レジアの発足とともに冠かんむり番組を立ち上げつつ間近に控ひかえた霊れい楽らく祭さいのセカンドライブで盤ばん石じやくの人気を築く……というプランは、今のところ完全に的を外している。

「せめて、ゾンビの騒さわぎが話題になれば便乗して宣伝ができたんだがなぁ……」

　首にかけた手ぬぐいで汗を拭いながら嘆なげいたのは、御ご当とう地ちアイドル計画の企画案を提供してくれた市庁舎職員の鶴賀だ。爽さわやかな印象の優やさ男おとこだが、爽やかすぎてなんとなく胡う散さん臭くさい。

　翌も同意の溜ため息いきを吐ついた。

「すぐにヴァンパイアの噂うわさで持ちきりになっちゃいましたからね」

　不死身同士だからかゾンビ騒ぎとごっちゃになっている場合もあるようで、都市伝説「ゾンビを成じよう仏ぶつさせるアイドルの怪かい」はもうネット上でもほとんど話題に上らない。

　ヴァンパイアの跳ちよう梁りようは、レフュジー・キングダムが声優業に玉ぎよく砕さいしている間にもずっと続いていた。

　親がメヘン側の治安維い持じ組織である騎き士し団に属しているというカイルズが垂れ流している通り、夜な夜な黒い霧きりとともに現れては一人で夜道を行く通行人の血を吸って闇やみに消えることを繰くり返しているという。

　幸い、まだ死人は出ていないが、被ひ害がい者しやの中には血の固まりが遅おそくなって入院が必要になる者も出てきている。楽観できる相手ではない。

　鶴賀は憂ゆう鬱うつに頭を抱かかえた。

「あれもなー……メヘンは情報源が少ないからごまかせてるけど、詳しよう細さいが露見したら面めん倒どうなことになるぞ」

「……ですね」

　翌も同じような顔をして同意する。市長たる母の気苦労が思われた。

　おかしな表現になるが、ただモンスターが暴れているだけなら大した問題ではない。この十六門市メヘン国は、白昼ドラゴンがラーメン屋に墜おちてきても割りと平然としているような土と地ち柄がらなのだ。吸きゆう血けつ鬼きの一いつ匹ぴきや二匹うろついていたとて恐きよう慌こうが起こるようなことはない。

　問題なのは、ヴァンパイアが襲おそっている相手全員に、たった一つだけ共通点があったということだった。それが外部に露見すれば、メヘンは厄やつ介かいな立場に立たされることになる。

「そういうのを倒たおすのが、本来の勇者の仕事なんじゃないの？」

　飽あきたのかへばったのか、朝霞がぐったりとして翌の背中に寄りかかってくる。

「おい……アイドルがだらしないぞ」

　妹を叱しかりつつもしゃんと立たせ直してミネラルウォーターを飲ませてやる翌の甲か斐い甲斐がいしい姿に、鶴賀はなんだかなぁ……と胸中に独りごちた。それを潮しおに、市庁舎に連れん絡らくを入れるべく背後のビル壁へきに向かっていく。

「て言うかさ……」

　水分を補給して一息ついた朝霞が不思議そうに疑問を口にした。

「そのヴァンパイアってのを退治すれば、普ふ通つうに勇者の評判が上がるんじゃないの？」

　確かに、市中を騒がせる不死身のヴァンパイアを倒したとなれば、普通の勇者っぽい武ぶ勲くんになりそうだ。しかし。

「それは無理だよ」

　当の勇者リーンが言下に否定した。正確には、不可能と断じた。頭ごなしにも思える態度に、朝霞は剣けん吞のんな声を出した。

「なんでよ？　警察とか騎士団でも倒せないなら、立派な『敵』でしょ。

　……あ、なに？　ひょっとしてビビってんの？」

「そういうことじゃない」

　リーンはまだまだ配り終わる気配のないカードの束で顔を扇あおぎながら、大たい儀ぎそうに首を振った。

「ヴァンパイアは何百年も前から存在してメヘンの夜を脅おびやかしてきたけど、歴代の勇者の誰だれ一人として倒すことができなかったんだ…………史上最強と言われた先代ですらね」

「ヴァンパイアは生命体かどうかも謎なぞ。一説には、いにしえに猛もう毒どくの力で大陸を滅ほろぼしかけた魔ま獣じゆうバシリスクの毒の化け身しんだとも言われる。

　従来の勇者は皆みな、当代最強の暗殺者だったけれど、生命のない者を殺すことはできない。対応には水の精霊術に長たけた達人が当たった。でも、撃退するだけで遂ついに討とう滅めつすることはできなかった」

　補足したのはレレレリカだ。少し離はなれたところにいてもちゃんと話を聞いていたらしい。

　そーいうこと、と、どこか投げやりに締しめるリーン。

　基本的に感情を隠かくさない彼女には珍しく、焦しよう点てんのぼけたような目をしていた。それでいて、勇者と言うには繊せん細さいすぎる指先を隙すき間まなく握にぎり込んでいる。

「………………」

　翌は少し言葉に迷った後、小さく喉のどを鳴らしてリーンに近付いた。ウィッグを押さえ直すように頭に手を載のせ、告げる。

「ま、リーンは剣を使わない勇者だしな」

「……やめてよ」

　リーンは頭に添そえられた翌の手に自分の掌てのひらを重ねて、一度離した後、それからぺしっとはね除のけた。




　広場に異変が起こったのは、その直後のことだった。

　人ひと混ごみの中をのろのろと進んでいたトレーラーキャブがゆっくりと停止し、コンテナから色とりどりの煙けむりを吐はき出し始めたのだ。当然、人ひと足あしの行き合う広場は騒然となった。ただし、怯おびえや混乱を表しているのは日本人がほとんどで、メヘン人はただ好こう奇き心しんと野や次じ馬うま根こん性じようで煙に群がっていく。

「──なんだっ？」

　翌の周りで真っ先に煙へ向かって飛び出したのはリーンで、翌たちもそれに続く。振り返ると、鶴賀はあわてた様子でスマートフォンに話しかけていた。職場に報告と確認をしているのだろう。

　翌や朝霞は、平時なら落ち着いて様子を見たかも知れないが、直前の会話が「勇者一行」である彼女らに過か敏びんな反応をもたらした。

　霧とともに現れる謎の怪物、ヴァンパイア。

　昼間にも現れるという話は知らなかったが、何せ謎の怪物なのでなんでもありうる。先ほどはああ言ったリーンだが、メヘンの、そしてシータの脅きよう威いになる怪物なら放ほうってはおけない。

　しかし。

　煙の中からは華はなやかな音楽が聴こえてきた。アップテンポでキャッチーな、日本人の耳への優しさを追求したようなメロディ……

　やおら──音楽に歌声が乗る。聞きやすく瑞みず々みずしく、かつパワフルな歌声だ。

　そして、まるで歌に吹ふき散らされるように煙が晴れ、彼女らは姿を現した。

　側面の展開したコンテナの中は、化学照明とミラーによってまばゆく照らされたステージだった。

　ステージ上では、どこか垢あか抜ぬけた私立学校の制服めいた衣い装しようを着た四人の少女がゆらゆらと体を揺ゆらしながら歌っていた。さすがに狭せまいので派手な踊おどりではないし、マイクも使っていない。だが、背後のバックバンドの演奏に乗せられた歌声は、メヘンの空気を遠く遠く震ふるわせて群衆の心を奪うばう。

　やがて少女たちは歌を止やませ、バックバンドのリズムに乗りながら名乗りを上げていく。

「リーダーの川かわ上かみ桃もも絵えですっ」

　彼女は少女とは言えないかも知れない。二は十た歳ち前後に見える。あいさつとともに広がった亜あ麻ま色いろの長ちよう髪はつが、陽光と照明を爽やかに照り返す。

「どーもぉ！　松まつ井い華か宙ちゆう紗しやです」

　先の川上よりかはいくらか年下、体育会系とでも言おうか、可愛かわいくはあるが押し出しの良いい男前な少女である。

　この二人の名乗りに、翌の周囲で雄お叫たけびが上がった。驚おどろいたノエルが両耳を押さえて翌の陰かげに隠れ、リーンも状じよう況きようが吞のみ込めずに視線をさまよわせている。

「うわわわーっ！　本物っ！　ホンモノのガールズ・アッセンブルＥえくせＸれんとのミモモとカッチュンだよ翌！　すっげーっ、こんな近くで見ちゃった！」

　そして妹も雄叫んでいる。朝霞とは別のことで衝撃を受けていた翌は腕うでを摑つかんで揺さぶってくる妹を、珍しくキラキラと目を輝かがやかせて川上たちを見つめているレレレリカに押し付けた。

　そして──

「し、新人の、月つき野の優ゆ姫きです！」

　三人目の少女の名乗りは、翌をさらに混乱させた。

　彼女はよく似ていた。翌が十六門市に来る前によく知っていた、同級生の少女そっくりだった。名前は違ちがったが、それは芸名なのかも知れない。

（い、いや、違う……彼女がこんなところにいて、ガルセンに混じってるはずがない……）

　様子がおかしいことに気付いたか、背中のノエルが「アクルさん……？」といぶかしげに訊きいてきたが答える余よ裕ゆうがない。それくらいに予想外で、反応に困る事態だった。

「同じくこれがデビューの末っ子、烏からす丸ま糸り雀あでーす！」

　四番目に名乗ったのは、朝霞と同じくらいの年とし頃ごろの少女だった。現実世界では幼女以外がしているのを滅多に見ないツインテールの髪かみ型がたをして、いかにも無む邪じや気きでございといった甘ったるい声を恥はずかしげもなく広場に投げる。

　そうして最後に。







　川上桃絵が、

　「わたしたち、メヘンの皆さんに会いたくて！」


松井華宙紗が、

「ガルセンからスピンアウトした！」




月野優姫が、

「よ、四人組アイドルユニット！」




烏丸糸雀が、　　　




「その名もー！」　　　　　







声をそろえて宣言した。







「「「「シューテム・ハーツです!!」」」」
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　　　　◇




「……いやー、完全にしてやられましたね」

　翌とレフュジー・キングダムが鶴賀から事の詳しよう細さいを聞かされたのは、広場から撤てつ収しゆうして市庁舎に帰った夕方のことだった。

「よもや、あんな電でん撃げき的プロモーションに出るとは。やっこさんたち、あの後も十六門市中の繁はん華か街がいで同じようなパフォーマンスをやったらしいですよ」

　場所は市庁舎の地下にある職員食堂。ダンス等のレッスンに使っているレクリエーションルームのあるフロアだ。

　ほとんどの電化製品が使えないためアナログな調理器具から提供される家庭的料理は、素そ朴ぼくとも滋じ味み豊かとも言える。余談だが、平日はノエルの姉の一人が厨ちゆう房ぼうに入って働いていた。

　休日なので登庁している職員は少ない上、夕食にはまだ早い時間帯だ。翌とレフュジー・キングダムの他ほかには、鶴賀を含ふくめて二人しかいない。

　一人──と言うべきか一本と言うべきか──は、翌と朝霞の困こん惑わくした視線とリーンの尊敬の眼まな差ざしを集める「なかよくする課」課長である。

「うム。霊れい楽らく祭さいの前に仕し掛かけてくるとは思いましたが、大だい胆たん不ふ敵てきな手並みでしたヨ」

　その姿は、一言にすれば「巨きよ大だいなキノコ」である。柄えに当たる部分の真ん中に落書きめいた顔があり、特注のサングラスがむやみなダンディを演出している。

　メヘンの少数種族有肢マイ菌類コニドの英えい雄ゆうであり、率そつ先せんして日本に融ゆう和わするために帰き化か申しん請せい中の早ぱや木き野の氏だ。

　彼（？）の言う霊楽祭というのは、メヘンが以前の世界に在った頃から行われている例年の祭典だ。名の通り、精せい霊れいに感謝を捧ささげてパレードを催もよおす。また、定期の行事を除けば唯ゆい一いつ、巫女みこ王が国民の前に姿を現し声を聞かせる日でもある。

　今年は電源不要の広域放送サービス、レジアの初回放送も連動して行われる予定であり、過去最高の盛り上がりが予想されていた。

　レフュジー・キングダムはレジアの初日特別番組で市中に歌と存在をアピールした後、市庁舎前の広場で巫女王親しん閲えつの下もと、セカンドライブを披ひ露ろうすることになっている。

「要するに──」

　食堂のど真ん中のテーブルで麦茶のコップを傾かたむけながら、ウィッグを外していつものボーイッシュな格好に戻もどったリーンが尋たずねる。

「あの、なんたらハーツってのは、ボクたちの見せ場を奪いにやってきた市そ外との同業者ってこと？」

「シューテム・ハーツね」

　訂てい正せいしたのは朝霞だ。こちらもアイドル衣装からは着き替がえているが、母の職場だからと学校の制服を着込んでいるのは見み栄えっ張りと言うべきか生き真面目まじめと言うべきか。

「ガールズ・アッセンブルＥＸの現げん役えき一軍上位、『地味なエース』ミモモこと川上桃絵。

　同じく一軍上位、最近は舞ぶ台たい演劇やドラマでも活かつ躍やく中の『女優は格かく闘とう技ぎ』カッチュンこと松井華宙紗。

　他の二人はどっかから新しく引っ張ってきた新人みたいだけど、まさかの国民的アイドルグループでも上位陣じんの二人がライバルになるとはね……！」

　朝霞の口こう吻ふんはいつになく熱っぽい。本人は一向に認めようとしないが、朝霞はアイドルには一家言ある愛好家だ。

「とても可愛かった……あれが本物のアイドル……」

　同じく珍めずらしい様子をしているレレレリカ。夏だというのに熱い昆こ布ぶ茶ちやの注がれた湯吞みを両手で包み持ち、昼間見たシューテム・ハーツ──プロのゲリラステージに思いを馳はせている。

　翌は、一応指し摘てきしておいた。

「いや、レレさんたちも本物のアイドルだから」

　一応は……と付け足したくなるのは我が慢まんした。レレレリカは湯吞みの中をのぞき込むようにして考え込んでしまった。わたしとあの娘こたち、何が違うのだろう？

「でも……そんなに有名な人たちが、どうしてわざわざメヘンに来たんでしょう？　『オレのシャウトはキミ専用』でも、歌手になりたい若者はみんなトーキョーに出たがってますよ」

　ノエルは素朴な疑問に首をひねっている。ちなみに『オレのシャウトはキミ専用』はメヘン語版が最近発売されたばかりの、軽音楽をモチーフにした少女漫まん画がだ。

　鶴賀が呆あきれたような声を出した。

「全世界注目のメヘンの地域密着アイドルという付加価値を得ることで、ただでさえ人気のアイドルへさらにネームバリューを付ける戦略なんだと思うよ。

　新しく引っ張ってきた二人も、このメヘンでガルセンの有名所と混ぜてデビューさせることで、世間的な『格』を底上げしたいんじゃないかな」

　たんッ……と勢いよく、リーンの掌てのひらがテーブルに落ちた。

「冗じよう談だんじゃない。ニッポンの芸人の売名で、メヘンの勇者の仕事を邪じや魔まされちゃたまらないよっ」

　リーンが一人前の英えい傑けつ士しになれなければ、メヘンを覆おおう精霊は均きん衡こうを失い様々な災害につながりかねないという。現に、レフュジー・キングダムが巻き込まれたゾンビ騒さわぎは精霊の不均衡が原因の可能性が高い。

「しょーがないでしょ。あっちはメヘンの都合なんて知らないんだから」

「……おい、お前の妹はなんか敵の味方をするぞ」

　リーンは、言いつけてやる的なニュアンスで隣となりの席の翌を振ふり返った。朝霞も追って翌を睨にらむ。

　しかし。

　翌は答えなかった。黙もく々もくと、真しん剣けんな顔でスマートフォンを見つめている。翌が話し合いの最中に上の空になるのは珍しい。リーンと朝霞は、後ろから回り込んで翌の見ている画面をのぞき込んだ。

　そこには、シューテム・ハーツのメンバーの一人、月野優姫の顔が映っていた。シューテム・ハーツの公式サイトに載のっているプロフィールのようだ。

「「……………………」」

　リーンと朝霞はきっちり一〇秒かけて状じよう況きようを吞のみ込み。

　両サイドからぱこんと翌の頭を叩はたいた。

「っ!?　何するんだよっ？」

　我われに返って顔を上げる翌。リーンは尖とがらせた拳こぶしで翌の頭頂をぐりぐりやりながら、

「敵の写真に見入ってるんじゃないよ」

「兄貴がアイドルオタクとか勘かん弁べんしてくれない？　うっわキモチワル……」

　朝霞などは自分の体を抱だき締しめるようにして距きよ離りを取っている。翌はリーンの拳を払はらいながらあわてて弁明した。

「そんなんじゃないよ！　知り合いに似てたから念のためチェックしてただけだ！　詳くわしい事は書いてなかったけど、たぶん人ひと違ちがいだったよ」

「知り合いねぇ……」

　朝霞は疑わしげに言って翌のスマートフォンを取り上げた。リーンも不ふ審しんそうだ。ノエルですら、本音をうかがうような上うわ目め遣づかいで翌を見ている。

　なぜか孤こ立りつ無む援えんになっているのを感じて、翌は咳せき払ばらいして立ち上がった。

「と、ともかく！　全国を制せい覇はした国民的アイドルだろうがなんだろうが、こっちの方がメヘン歴は長いんだ。胸を張って迎むかえ撃うてばいい。

　この町は他とは違って、普ふ通つうのアイドルが通用する場所じゃないって教えてやろうじゃあないか！」

　力強く言い切ると、リーンも少しは機き嫌げんを直して「ま、そうだよね」と、メヘン第一のアイドルとしての密ひそかな自負をにじませた。国民的だかなんだか知らないがゾンビには勝てまい。

「ふふふ……まったく頼たのもしい若人わこうどたちですヨ」

　メヘン産のもこもこしたキノコを日本の土ど瓶びんで蒸むした汁しるで作ったお茶ちや漬づけ──その香かおりは芳ほう醇じゆんだった──をさらさらとかき込みながら、早木野課長は湯気でも曇くもらないサングラスをきらりと光らせた。

「しかしニッポンの芸能界は魑ち魅み魍もう魎りようの跋ばつ扈こする修しゆ羅らの国と聞きますヨ。恐おそらく事前のマーケティングは徹てつ底てい的に行っているはず。

　鶴賀くん、シューテム・ハーツの動向にはくれぐれも注意を払って下さいネ」

　はッ、ただちに専従のチームを組織して調査に当たらせます！　と忠実に受ける鶴賀の背後で。

「………………？」

　朝霞は突つっ立ったまま、翌のスマートフォンに映った新米アイドルの顔を見つめていた。

（確かに、どっかで見たような……）




　　　　◇




　結論から言えば。

　霊楽祭を控ひかえた大事な時期、レフュジー・キングダムはシューテム・ハーツに敗北した。完かん膚ぷ無なきまでの惨ざん敗ぱいだった。

　理由は明白なものだけを数えてもいくつもある。

　その中でも最大なものは、なんと言っても広報戦術の差だろう。

　電源の確保が困難なメヘンでは、電子メディアはスマートフォン向けに解像度が低く低容量のコンテンツを提供することぐらいしかできない。だからレフュジー・キングダムは音源やプロモーション・ビデオの配信も行いつつも、圧あつ倒とう的てきに情報量の多いライブを中心に活動しようとしてきた。

　だが、シューテム・ハーツは楽曲の配信を行いつつ、まずはメンバーのヴィジュアルをアピールした。

　商業区のビルにメンバーの写真を大写しにした看板を次々に配置し、メヘン語と日本語のキャプションを添そえて少女たちの美しく愛らしい姿をメヘンの大衆へででんと見せつけた。

『メヘンのみんなに逢あいに来ちゃった　──川上桃絵』

『この町で、オンナ張ります　──松井華宙紗』

『おはよう、を毎日言わせてくれますか？　──月野優姫』

『これが、いまどきニッポン少女です！　──烏丸糸雀』

　川上以外未成年なこともあり健康的な範はん囲いではあるが、それなりに肌はだの露ろ出しゆつした衣い装しようだ。ただし、当人たちの表情の明るさからいかがわしい印象はない。

　その他ほかにも街頭でブロマイドを配ったり、新聞に大型の写真広告を載せたり、プライベート・ショットを集めた写真集を発売するなど、とにかく彼女らの外見や仕草の魅み力りよくを伝える視覚的な広告に傾けい注ちゆうした。

「はっ！　なーにやってんだか。写真なんか並べちゃって、風ふう俗ぞくの見み世せじゃないんだから」

「風俗とか言うな……」

　それを見たリーンが鼻で笑い、翌にたしなめられたものである。

　しかし、その視覚特化の宣伝は見事に図に当たった。

　アイドルとして自分たちの町にいる少女たちを、ブロマイドや写真集などの形で手元に「所有」できるという感覚は、電子メディアを嫌けん悪おする層や、あるいはスマートフォンを持てない若者たちの間に全く新しい感動をもたらしたのだ。

　また、評価の基準を単純な見た目やキャラクターに落とし込んだことで、シューテム・ハーツは従来のメヘンでは「芸」と不可分で考えられていた「美」の概がい念ねんを逸いつ脱だつした存在となった。

　以前のメヘンにも、大衆の信しん奉ぽうを集める個人はいた。それは名のある俳優であり、歌や楽器、踊おどりの名手であり、剣けん豪ごうであり、精せい霊れい術の達人であり、そして勇者だった。だが、彼らはそれぞれの技芸が愛され憧あこがれられていたのであり、その人格に関心を持つ者はほとんどいなかった。

　ところが日本のアイドルは、本人の人物が愛される。趣しゆ味みや嗜し好こう、素行、あるいは哲てつ学がくに目が注がれ、人気にも直結する。自分自身の人間性を売り物にしているのだ。

　偶像アイドルは芸術ではなく、人間になった──これは後から考えればメヘンの文化史・芸能史の一大転てん換かん点となったのだが、その時はまだ、事実を認にん識しきする者もなかった。

　ただ、メヘンの人々がシューテム・ハーツに熱ねつ狂きようしていく様を見ていたノエルは、フィッカの言っていたことを思い出した。

『わたしたちメヘンの役者はね、ニッポンに来てからずっと迷っているの』

　別の文化と出会った人々の、よろめき。

　こういうことだったんだな、と、今さらながらに実感していた。




　第二の理由としては、ごく単純にシューテム・ハーツのアイドルとしての実力がレフュジー・キングダムを上回っていたことが挙げられる。

　単純に歌唱力だけならば、天性の素養を持ったリーンを始めとしたレフュジー・キングダムも決して負けてはいなかった。が、ダンスのキレ、演出、トークのスキルなどの全すべてにおいて経験の少ないレフュジーを圧倒している。

　経験値は戦力の決定的な差となって現れた。

　プロモーション・ビデオの再生数はうなぎ登り、配信販はん売ばいされた楽曲も十六門の内外で大ヒットを記録。

　華はな々ばなしいデビューを飾かざるはずだった初ライブを不測の事態で逃のがし、草の根の活動に勤いそしむレフュジー・キングダムとは月とすっぽん、雲うん泥でいの差だ。

　霊れい楽らく祭さいに合わせて正式なファーストライブを行う告知もされており、その結果によってはレフュジー・キングダムの地域密着アイドルとしての躍やく進しんは大きく遅おくれることになるだろう……




　そんなある日。

「アクル……わたしを撮とって」

　翌が学校から宿に帰るなり、言ってきたのはレレレリカだった。

　折り入って話があると言われ、ぽつぽつと食事客のいる一階の食堂から二階の朝霞の部屋へと連れ込まれた。なぜ朝霞の部屋なのかと言えば、他の部屋が散らかっていて過ごしにくいからである。

　幸い、朝霞はノエルと学校の友達を連れてシューテム・ハーツの市場調査をしてくると言って商業区に足を延ばしている。調査と言いつつ、アイドル好きの朝霞のことだからグッズを物色しに行ったのだろう。

　リーンは登城してシータのところへ遊びに行っている。都合、今の《地ちの塩しお》亭二階には翌とレレレリカだけだ。

　模も造ぞう畳たたみの床ゆかの上、なんとなく正座で対座して、翌は一応聞き返した。

「撮るって……写真を？」

　相も変わらず完かん璧ぺきな美び貌ぼうを無表情で象かたどったエルフの少女は、華きや奢しやな拳を握にぎり込んで深くうなずいた。

「そう。シューテム・ハーツは可愛かわいい写真を使って大人気になった。わたしも写真を配って可愛さを広めたい」

「ああ」

　翌はうなずいた。レレレリカの言い分はもっともだ。写真攻こう勢せいが有効であると知れたからには、二に番ばん煎せんじだろうとなんだろうと追従するべきに決まっている。ライバルの戦略をパクることに抵てい抗こうがないと言えば噓うそになるが、勇者とはいえ……いや、勇者の使命が重いからこそ、手段を選えり好みできる立場ではない。

「実はもう、市内に在るアナログ写真のスタジオに問い合わせを入れてるんだ。先方のスケジュールが判わかり次し第だい、撮さつ影えいに行くからもう少し待ってくれないかな？」

　市外のスタジオで最新のデジタル技術を駆く使しした写真撮影のできるシューテム・ハーツと違い、此方こちらはメヘンから出国することができない。アウターターミナルにも書類用の証明写真を撮れる程度の設備しかないため、メヘンで写真と言えば省電スマートフォンの低品質なカメラ機能か、アナログなフィルム撮影を指す。

「そう」

　レレレリカはうなずいて、でも落ち着かなそうに肩かたをうずうずさせて、それから、ずいと身を乗り出してきた。

「練習したい。あんまり写真に撮られたことがないから、わたしの可愛さを余すところなく伝える撮られ方を研究する」

　今までレフュジー・キングダムは、集合写真やメンバー紹しよう介かいのバストアップの資料写真しか撮ったことがなかった。市庁舎で所有しているアナログカメラで撮った物で、今まではそれをチラシ等に使い回していた。

　レレレリカが不安に思うのも解わかる。彼女らの補ほ佐さをする立場の翌としては力になりたい。

「練習って言っても……」

　レレレリカのような美女に顔を近付けられるのは激しく落ち着かない。翌は視線を斜ななめ下方へそらし、傍かたわらに置いてあった鞄かばんからスマートフォンを取り出した。

「今できることなんて、これで撮影してみるくらいだけど」

「その電話は写真を撮れるの？」

　レレレリカは樹海から町に出てきてからまだ日が浅く、スマートフォンも持っていないからよく解っていないところがある。

　翌はスマートフォンをレレレリカに差し出し、隣となりでのぞき込みながらカメラアプリの使い方を教えた。基本的に素す直なおなレレレリカはすぐに扱あつかい方を覚え、試ためしに翌の顔を写してみた。パシャリ。

　レレレリカは画面の中に固定された翌の顔を不思議そうに眺ながめて、それからスマートフォンを持ち上げていろんな角度から眺め回した。

「写ったけど……写真はどこから出てくるの？」

「ええと……」

　印刷するには別の機械が要いるがメヘンでは調達が難しい、という説明をするのは案外に難しかった。苦労はしたが、疑問を衒てらいなくなんでも口にして、説明をすれば素直に聞いてくれるレレレリカには知ってることをなんでも教えたくなる。完成された容姿とは裏腹に、まるで子供のようだ。

「だいたい解った。わたしを撮って、アクル」

「あ、ああ……」

　電池に余よ裕ゆうがあるのを確認してから、翌は立ち上がってやや距きよ離りを取った。まずは適当に、背筋を真っ直すぐに端たん座ざしているレレレリカの姿を撮影する。レレレリカはシャッター音に微かすかに肩を揺ゆらしたようだった。

　撮れた写真にブレがないことを確認して「こんな感じ」とスマートフォンを差し出す。レレレリカは小さく写し取られた自分の姿にちょっと戸と惑まどったようだった。

「……シューテム・ハーツの人たちと違ちがう」

　呟つぶやくと、棚たなに積んであった本の一冊を開いた。朝霞が資料と称しようして市庁舎「なかよくする課」名義の領収書を切らせたシューテム・ハーツの写真集だ。

　自分と見かけ上の年ねん齢れいの近い川上桃絵の写真をジッと見る。ガールズ・アッセンブルＥＸの中では四年前のデビュー時（現げん役えき高校生）の時から「どこか大人びた色気がある」とファンを騒さわがせた、どこか幸薄うすげな女性だ。

「なるほど……」

　何を参考にしたのか──レレレリカはおもむろにシャツの襟えりを引っ張った。ゆったりした服だったので、右肩がはだけて鎖さ骨こつのあたりまで丸見えになる。

「──って、うわぁ!?　何してんの？」

　これで平然としていられるほど、翌の人生経験は深くない。見せられた方が悲鳴を上げて顔を覆おおう。

　レレレリカは平然と答えた。

「この写真集では、こんな感じで肌を見せている」

「確かにだぼだぼな服多いけど！　真ま似ねしなくていいんだよ！」

「だいじょうぶ、わたしは服を着ても可愛いけど脱ぬいでも可愛い」

「そういうことじゃなくて……」

　埒らちが明かない。翌はなるべく見ないようにしながらレレレリカの襟を元に戻もどし──レレレリカは翌の手が震ふるえているのを不思議そうに眺めていた──、改めて目を合わせて説き聞かせる。

「レフュジー・キングダムでは、こういうのは禁止です」

「なんで……？　可愛いのに……」

　確かにレレレリカが指で示す川上桃絵の写真は、見えそうで見えない角度と体のひねりで表現した絶ぜつ妙みようの立体感を両立する計算され尽つくした一枚だ。それでいて、いかがわしさを全く感じさせない健康美の範はん疇ちゆうに落とし込んでいる。翌だって、一人だったら何分間か見入ってしまうかも知れない。

　批判するのも難しく、翌は頭をフル回転させて言葉を探した。

「……こういうのは上級者向けだから、新米の俺たちはもうちょっと素そ朴ぼくな可愛さを目指すべきだ」

「じゃあ、どうすればいい？」

　そう言われると素人しろうとの翌は困るしかないのだが、とにかくなんらかの結果を出しておかないと納なつ得とくしてくれそうになかった。

「……と、とりあえず、そこに座ってポーズを取ってみて」




　レレレリカは、翌に言われるままに朝霞のベッドの上に上がり、楽な姿勢で座ってみせた。彼女はベッドを使わない──森なら適当に柔やわらかい場所を作って丸まれば眠ねむれるし、居い候そうろうしているリーンの部屋では床に敷しいた布ふ団とんで寝ねている──ので、なんだか変な感じだった。

　パシャリと音がする。翌がカメラを操作した音だ。首の裏の産うぶ毛げが逆立つのが解った。レレレリカはどうも、電子音というものに慣れなかった。

　朝霞がスマートフォンの着信音を猫ねこの鳴き声にしているのが象しよう徴ちよう的だが、機械なのに動物の声を出す。その場にいない人間の声も出す。その、喉のどとねじ切れた声というものにたまらない違い和わ感かんを覚える。

　そんなことを考えている内に、翌が次の操作音を鳴らす。やっぱり慣れない。体の芯しんに通っている筋をくすぐられているような心地ここちになる。

　翌は、自分の撮った写真を見て首を傾かしげている。可愛くならなかったのだと、レレレリカは思った。

　やっぱり脱いだ方がいいのかも知れない。森の動物だって、然しかるべき相手に求められたい時は体を開くのだ。剝むき出しの部分を触ふれ合わせる、それを想起させる格好は誰だれが見たって暖かくて幸せだろう。

　それが生き物の道理で、リーンのように急いで可愛いを伝えなければいけない者には必要なことだと思うのだが、翌は解ってくれない。

　なぜだろう？　森から出てきたばかりのレレレリカが感じた、他ほかの動物とは違う種類の「可愛い」の正体を、日本人の翌は知っているのだろうか。だから、顔も体も一点の瑕か疵しないレレレリカを可愛いと言ってくれないのだろうか。

　パシャリ。

　知らず考えに耽ふけっている内に、三度目の操作音。翌は写真の出来を確かく認にんした後、初めて口を開いた。

「……レレさんさ」

　顔を上げて目顔で問い返す。翌はこちらではなく、スマートフォンの中の写真を見ながら訊きいてきた。

「ひょっとして、このシャッター音、苦手？」

　体が違和感にそそけるのを気付かれていたようだ。どんな鳥の奇き声せいにも動じずに気配を消し、確実に仕留められるよう訓練してきた自負のあるレレレリカとしては、忸じく怩じたる指し摘てきだった。

「どうして判った？」

「ほんの少しだけど、体がぴくってするみたいだから」

「……ごめんなさい」

　ようやく、翌は顔を上げた。

「？　どうして謝るんだ？」

「モデルなのに動いてしまった」

「いや、肖しよう像ぞう画がを描かいてるわけじゃないんだから……」

　写真は一いつ瞬しゆんを切り取るんだから、少しくらい動いてもいいんだよ。そう言う翌の声は優やさしかったが、その目は優しいのとはちょっと違った。

「それに」

　死し霊りよう地じ雷らいをライブステージで迎むかえ撃うつことを思い付いた時や、無む茶ちや苦く茶ちやな吹ふき替かえをさらに無茶苦茶な方法でリカバリーした時にしていた、奥底に熱のある眼めをしていた。

「震えてるレレは可愛いよ」

　一瞬。

　レレレリカは、一瞬、真っ白になった。何を言われたのか意味が解らなかった。解らなかったのに、なぜか、何を言われたのか感じ取っていた。

　次に、震えてなんかいなかったはずだ、と思った。精々、筋肉の一筋がほんのわずか引きつったくらいの反応だったはずだ。いくら苦手な音でもそのくらいまで制せい御ぎよできる自信がレレレリカにはあった。

　逆に、それでも気付かれたのだ、と、認識し、次いでその意味を理解した。

　今もまた、電話のレンズを向けてきている翌は、レレレリカ自身が御し切れていると思っていた体のことを、視みている。視られている。

　ぞくりと、今度は。

　カメラの音を聞く前に、体へ震えが走った。両りよう肩かたがこわばり、閉じた膝ひざがぶつかり、足指が水を抜ぬかれたように引き絞しぼられてシーツを摑つかむ。

　そんな自分の反応に戸惑った瞬間、またカメラが蛇へびのような声で鳴いた。

　その声はレレレリカに忘れていた感覚を呼び覚ました。びくりと全身がこわばり、四し肢しの内側の筋肉に冷たい線が走る。

　愕がく然ぜんとしたが、翌の方を見ることができない。視線は自分の胸むな元もとに落ちたまま張り付いたように動かない。肉付きの薄い胸が運動もしていないのに上下しているのに気付いて、気付いたら鼓こ動どうの音が耳の裏に届いてきた。

　幼い頃ころ、精神樹海で一五匹ひき目の獲え物ものを仕留めたあたりから忘れていた感情が、ここにある。レレレリカは、まだ頭に残った冷静さで認めた。

　恐こわい。

　今、翌は、レレレリカを視ている。自分では決して知れない部分を、のぞいている。

　鏡で見るレレレリカの体は完かん璧ぺきだ。誰に見られても不安はない。でも、自分では見えない部分はどうだろう？　疑いが浮うかぶ中、またカメラが威い嚇かくしてくる。レレレリカは自分の膝を抱かかえ込んだ。

　ひょっとして翌は、何か、自分では気付かないレレレリカの醜みにくい部分を撮とったのではないだろうか。見み透すかしているのではないだろうか。それであんな風に、無む慈じ悲ひな機械の声でレレレリカを脅おびやかしているのではないだろうか。

　そう思うと恐い。たまらなく恐い。何度訊いても気き恥はずかしそうにレレレリカのことを「奇き麗れいだと思う」と言っていたあの少年が、こんなひどいことをしているのかと思うと、落とし穴に落ちているような心地になる。うなじがひやりと震える。それでいて、熱い。特に顔が熱くなる。

　幼い頃からの修しゆ行ぎようで完全に制御したはずの自分の体が、言うことを聞かない。

　体を、奪とられている。

　混乱の中で悟さとったのは、なるほど、服を脱ぐなんて大した意味はないということだった。本当に視られるというのは、裸はだかよりずっと無防備で恐いことだ。

　翌は何も言ってこない。レレレリカも言葉を求められない。

　沈ちん黙もくの中、静せい寂じやくにかする自分の服とシーツの衣きぬ擦ずれが、レレレリカ自身を驚おどろかす。いちいち息が止まる。

「っ──」

　そして次にカメラが鳴った瞬間、レレレリカは遂ついに耐たえられなくなってその場を逃にげ出した。




「っ？　レレさん!?」

　翌はあわてて立ち上がり、朝霞の部屋から走り去るレレレリカを追いかけた。しかし廊ろう下かに出た時にはもう彼女の姿はない。風がふわりと頰ほおを撫なで、ふと見ると窓が全開になっていた。

「まさか……飛び降りたのか？」

　二階なので、レレレリカの運動神経なら余よ裕ゆうで裏手の路地に着地できただろうが。

「森にいた頃の癖くせなのかも知れないけど、無茶するなぁ……」

　なぜ逃げたのか解わからないが、放ほうっておくわけにもいかない。勝手口から追いかけるべく、普ふ通つうに階段を降りていく。

「せっかくいい感じに撮れたのに」

　カメラを向けられたレレレリカは、いつになく不安定に見えた。機械音が苦手なのはなんとなく察していたが、静かな部屋の中でシャッターを切られるのは未体験の負ふ荷かを与あたえたのかも知れない。

　悪いことをしたと思う反面、良くも悪くも出来上がった印象のあるレレレリカがうろたえ、隙すきを見せる様は間ま違ちがいなく魅み力りよく的だった。

　階段を降りながら、スマートフォンのプレビュー画面に表示された写真を見る。初めて見るような心細い表情かおをして、何か足あ搔がくように体をよじったレレレリカの姿。これだ、と思った。

　これがきっと、彼女が求める「可愛かわいい」だ。普段のレレレリカの完璧な美び貌ぼうは人を惹ひき付けるだけだが、写真の中の彼女はその揺ゆらぎと隙すき間まに人を惹き付けて放さない。

　この愁うれいと楚そ々そとした色気を自在に醸かもせるようになれば、シューテム・ハーツにだって対たい抗こうできる。その確信が持てる一枚だった。

　それなのに、その写真を見せる前に逃げられてしまった。撮さつ影えいを始める前は元気そうだったのに、一体彼女の身に何が起こったのだろう。外に出て行ったのだから、トイレとかではないはずだが……

　考えながら階段を降りきったところで、朝霞とノエルに鉢はち合あわせした。朝霞は書店とグッズショップの、ノエルは食料品やお菓か子しの入った袋ふくろを手に提さげている。偵てい察さつだか買い物だかから帰ってきたようだ。

「おかえり朝霞、ノエル。外でレレさん見なかったか？」

　目下の懸け念ねんを尋たずねるも、妹と年少の少女から返ってきたのは怒いかりと警けい戒かいの視線だった。

「翌……あんたレレさんに何したのよ？」

「えっ？　いや、何って……」

「さっき道ですれ違いましたけど、あのレレさんが、なんか泣きそうな顔をしてましたよ？」

　アイドルとして活動している時はクールなキャラを作っているノエルだが、ここまで険のある声を出すのは珍めずらしい。翌はたじろいだ。

「な、何もしてないよ。写真撮影の練習をしたいって言うから、ちょっと撮ってみただけで……」

　手に持ったままだったスマートフォンは、目ざとく証しよう拠こ物件を見つけた朝霞によって没ぼつ収しゆうされた。ぎろっと明らかに信用していない目で翌を睨にらんだ後、断りすら入れずフォトフォルダを開いて中身を確認したようだった。ノエルも朝霞に身を寄せて画面をのぞき込む。

「「………………っ」」

　二人はレレレリカを撮った数枚の写真を検あらためて──頰を赤らめた。

　それから顔を上げ、二人して軽けい蔑べつしきった視線を翌へ向けてくる。

「へ、変態！　どんないやらしいこと言いながら撮ったのよこれ!?」

「確かに、このレレさんすごく奇麗ですけど……やっていいことと悪いことがあると思います……」

「どういう反応!?　本当に、ただ普通に写真撮っただけだよ！」

　その後、信じてくれと訴うつたえること数十分に亘わたったが理解を得ることはできず、部屋に戻もどった朝霞はシーツの乱れた自分のベッドを見て「こんな不潔な部屋じゃ寝ねられない！」と半泣きになり、それを慰なぐさめるノエルの生ゴミを見るような目にさらされ、リーンが帰ってくる途と中ちゆうで遭そう遇ぐうして連れ帰ったレレレリカに事実確認を求めれば「なんでもない。アクルに体を奪うばわれただけ」と証言されリーンに強きよう烈れつなボディブローを喰くらい。




　誤解が解けたのは、女子たちが夜通しでレレレリカから事情を聞き取り、翌がまぁ法的には無罪と言えなくもないということを納なつ得とくした翌朝のことだった。

「以後、気を付けるように」

　何に気を付ければいいのか知れなかったが、ともかく、朝霞はそう訓戒しながら翌を一晩中ぐるぐる巻きにしていたロープを解ほどいてくれた。

「…………女の子って…………なんなんですかね？」

　よろよろとカウンターに突つっ伏ぷし、朝の仕込み作業中だったノエルの父、ガンクゥにそんな切実な問いを投げかける。

　質しつ実じつ剛ごう健けんという概がい念ねんを体で表したような男ガンクゥは、冷たい水の入ったコップとともに若き者へ説いた。

「常に問い続けろ。男の歴史の記述は、全部その問いに置き換かえられる」







　　　　◇




　商業区の外れに在る写真スタジオの予約は、案外に早く取れた。

　翌が冤えん罪ざいで一晩の実じつ刑けいを受けたレレレリカ逃とう走そう事件から、数日後。アウターターミナルほど遠くなく、また午後からの予約だったため余裕を持ってキャタツムリで市中を横断して無事に到とう着ちやくした。

「倉庫じゃん」

　その、アーティスティックな施し設せつにもかかわらず色気のない真四角の建物を見た朝霞の第一声である。翌も同感だった。後で聞いた話だが、メヘンとの融ゆう合ごうで十六門市進出を中止した物流センターの倉庫を捨て値で買い取って改装した施設なのだそうだ。

　だから当然、中身もまぁ倉庫だった。普通なら二階建て相当の高さだが天てん井じようの高い一階建てで、隅すみっこにある事務所だけ二階がある。

　電気式の照明が使えない土と地ち柄がらに合わせて採光には徹てつ底てい的に気が払はらわれ、窓の配置一つとっても計算され尽つくしている。

　仕切りのない広大な空間の中、そこかしこで人物や諸もろ々もろのオブジェを被ひ写しや体たいにフラッシュが焚たかれ、胴どう間ま声ごえでモデルを甘やかすカメラマンの声が響ひびき渡っている。

「あの、予約していたレフュジー・キングダムの者なんですが」

　物珍しさにあちこちのぞき回ろうとする少女たちを引き連れて受け付けを訪ねると、奥の壁かべにスマートフォンを接続して何か映像を見ていた女性があわてて応対に出てきた。

「あ、はい。承うけたまわっております。四番ブースで尾お妻づまが準備してますンで、これ渡して下さい」

　あそこッスよ、と指差しながら、手書きの伝票を渡してくる。翌たちは言われた通り、建物の角に大きく取られた撮影スペースに向かった。近付いてみると、ずんぐりした体付きの男が座り込んでいる。

　やたらポケットの多いジャケットを着込んだその男は、ごてごてとオプションが付いて四次元怪かい獣じゆうみたいになったカメラをいじくり回しているようだった。翌たちの気配に気付いて、顔を上げる。

　伝票を差し出してここでいいのか確かく認にんしようとした翌は、男の顔を見て思わず別の言葉を口にしていた。

「ドワーフの方かた？」

「記録更こう新しんだな」

　その浅黒い肌はだをしたカメラマンは、にやりと笑ってよく解らないことを言った。

「新しい客はみんな同じことを言う」

「ああ……いえ、すみません。その……意外で」

「そりゃそうだ」

　顎あご鬚ひげを生やしているので老ふけて見えるが、存外に若いのかも知れない。ドワーフの男は、人ひと懐なつっこい笑えみを浮かべてカメラを構えてみせた。

「メヘン人はスマホ以外のカメラなんかろくに知らないからな。俺はガキの頃ころからカラクリ仕じ掛かけの類たぐいが好きで、こっちでバイトしてる内に覚えちまったんだ」

「あ、解ります。家うちの親しん戚せきも壊こわれたタイプライター買ってきて三年がかりで直してました」

　共感を示したのは同種族のノエルだ。鍛か冶じ師として知られるメヘンのドワーフは総じて手先が器用で、特に好こう奇き心しんの強い者たちは日本に来てからも機械をバラして組み立て直す趣しゆ味みに没頭している。

　カメラマンが差し出した名めい刺しには「写真家　尾妻ロメス」と日本語、メヘン語の順で書かれていた。

「六年修しゆ行ぎようして、お師し匠しようのお墨すみ付つきももらってる。腕うでは心配に及およばないぜ。

　てことでまぁ、よろしくな、勇者アイドルさん」

　かくして、プロモーション写真の撮影が始まった。




　日本人コーディネーターによる衣い装しよう替がえは、日本の普段着っぽい装よそおいに始まり、ファーストライブのステージ衣装、『今日子さんと明日太くん』で演じた役柄のコスプレ、そしてメヘン風のゆったりした衣装と、髪かみ型がたも変えながら様々なパターンで撮影された。

「はーい、いいよいいよー。笑顔っ、こっち笑顔ちょーだいッ」

　着替えを待つ間に聞いた話では、ロメスはメヘン転移直後、まだ一いつ般ぱん人の立ち入りが禁止されていた頃に十六門市入いりしたカメラマンの案内役として雇やとわれ、撮影器具に興味を持って数年後に弟子でし入りしたのだという。

　その後は師匠に付いて市内の様々な撮影仕事に従事し、経験を積んだというだけあって、慣れないはずのグラビア撮影もさすがにそつがない。

　体格がいいだけにモデルを調子よく囃はやし立てる様は奇異にも見えたが、相手ごとに反応を見ながらの丁てい寧ねいな仕事ぶりで、最初は恥はずかしがっていたリーンたちも次し第だいにその気になっていった。

　それでもリーンなどは、こういった演技は相変わらずの不器用だった。しかし、その恥じらいやはにかみが、かえって生々しい味になっている。

　とはいえ、さすがに硬かたくなりすぎて不ふ機き嫌げんに見えるようでは問題だ。それにどうも、リーンはウィッグを着けた自分の美少女然とした印象を自己認識できていないようで、普段の少年っぽい挙動とのギャップが目立つ。

　攻せめあぐねているロメスに相談され、翌は考えた末、リーンの頭に帽ぼう子しを載のせた。着替えの前に預かっていた、リーンがいつもかぶっている野球帽だ。なんでもメヘン転移後、生活が混乱していた頃にボランティアでやってきて子供たちに野球を教えていたプロ野球選手にもらった物なのだという。

　日本人に好印象を持っているとは言い難がたいリーンだが、この帽子だけはいつも大切に持ち歩いている。

　その帽子を長ちよう髪はつのウィッグの上からかぶせられて、リーンは不ふ審しんげに翌を睨み上げた。

「なんで今かぶせるんだよ？　この髪や服じゃ似合わないだろ」

　その時のリーンはメヘン風のシンプルなワンピースを着ていた。感覚的には、産業の量産品である野球帽はそぐわないだろう。しかし。

「いや、いいかも知れない」

　ロメスが乗り気になってカメラを向ける。リーンは戸と惑まどった。鏡を見てみても、野球帽とメヘンの平服はいかにもアンバランスだ。

「やっぱりおかしいよ」

　言って帽子を脱ぬごうとするリーンの手を、翌は帽子ごと押さえつけた。

「いいんだよ、おかしな町の勇者なんだから」

「…………なんだよ、それ」

　リーンは拗すねたような声を出して翌の手を払ったが、帽子はそのままで撮影を再開した。

　メヘンと日本の混じった奇き妙みような出いで立ちのリーンは、少し無ぶ愛あい想そな感になったものの同時にリーン本来の強さと闊かつ達たつさが見られるようになった。

　翌は腕うで組ぐみして満足の息を吐ついた。あれが、翌がこの国に来たその日に出会った、勇者リーンの姿だ。




　声の演技は勉強中のノエルだが、写真撮さつ影えいはまるでこなれない。動きも表情も硬く、最初はロメスも困っているようだった。

　だが、「眼鏡めがねを外してみてくれる？」とロメスにリクエストされた時は、少し迷った後で拒きよ否ひした。視線を感じた翌は、ただうなずいてみせた。そこから後は何か思い切れたように動きが柔やわらかくなり、自然なたたずまいを見せられるようになった。

「お疲つかれ様、すごく良かったよ」

　休きゆう憩けい時間に翌がそう声をかけると、渡されたタオルで汗あせを拭ぬぐいながら、

「みんなにそう言うんでしょう？」

　とすました声で刺さされて、翌は冷や汗をにじませた。その様子を見たノエルはくすくす笑い出した。どうやら、アイドルとしてのクールで毒どく舌ぜつなキャラ作りは順調に進んでいるようだ。でも。

　釣つられたように笑顔を返す翌に向けてくれたのは、以前通り素す直なおで人懐っこいノエルの顔だった。




　朝霞は普ふ通つうにあざとく、ポーズの度たびにキラキラ輝かがやくオーラを放っている感じだった。翌あにとしてはなんだか複雑な気分だ。ノエルみたいに縮こまるのも問題だが、ウインクとかピースサインとか恥ずかしげもなく披ひ露ろうできるのはいかがなものだろうか。

　なぜあの愛想を普段から兄にもサービスできないのか。意味は解わからないが、妹いもうと詐さ欺ぎという言葉が浮うかんだ。

　ロメスやコーディネーターの女性に輝く笑顔を振ふりまく朝霞に「詐欺師めが」と弾だん劾がいの視線を向けていると、やにわにこちらへ向き直った朝霞が笑顔のままでつかつかつかッと歩み寄ってくる。何かを抑おさえ切れていない感じの早足が恐こわい。

「なぁに？　何か言いたいことあるの翌？」

　ネクタイを直すふりをして締しめ上げられ、「顔のセットを崩くずすのが面めん倒どうくさい」とでも言うように笑顔のままドスの利きいた声を出してくる。翌は怯ひるまずに言い返した。

「い、いや……お前はプライベート・ショットも撮とって普段の凶きよう暴ぼうさも伝えた方がフェアなのかな、って……」

　声はかすれたし、最後には視線も逃にがしていたが。朝霞は容よう赦しやなかった。

「は？　バカなの？　写真撮られてるの解ってる時点で、プライベートなわけないじゃん。世間でプライベート・ショットなんて言われてるのは全部演出つくりよ、演出つくり。さもなきゃ盗とう撮さつ」

「ミもフタもないな……」

「バカらしい」

　朝霞は翌を解放すると、ようやく笑顔を引っ込めて呆あきれた顔をしてみせた。

「翌に愛想なんか使う意味ないじゃん。どんなわたしでも、翌は態度を変えたりしないでしょ？」

「……そりゃあ…………」

　翌は言いかけて、考えていたことを見み透すかされたと気付いて、もう何も言えずに朝霞が戻もどっていくのを見送ってしまった。

　日に日にたくましくなっていく妹の背中に、翌は溜ため息いきを吐ついたつもりで口の端はに微び笑しようを浮かべていた。撮影も心配ないだろう。




　唯ゆい一いつ気になったのは、レレレリカの写真がいまひとつ物にならないことだった。いや、モデルとしては完かん璧ぺきな容姿だし、要求されるポーズなども器用に再現するのだが、どこか物足りない。ロメスは、もう少し自然な感じで、というようなリクエストをしたが、自然体からして合理的すぎる挙きよ措そをするレレレリカは何よりも良く出来た人形のような印象になってしまう。

（？　練習で撮った時はあんなに良いい表情をしてたのに……逃げられたけど）

　翌が考え込むと、こちらに視線を向けてくるレレレリカと目が合った。レレレリカも何か違い和わ感かんがあるのか首を傾かしげていた。

　しかしお互たがい、理由が解らないまま撮影は進行していく。

（……まぁ、慣れてくれば力も抜ぬけるだろう）

　ひとまずは、そんな風に納なつ得とくした。




　撮影はおおむねつつがなく進行し、あまりすることがない翌は、少し離はなれた場所で撮影を見学しながら深くうなずいた。

「この分なら、良い宣伝素材が出来そうだ」

　そして、今日の成果を存分に活用するのだ。

　シューテム・ハーツのように華はな々ばなしく街頭に貼はり出し。

　シューテム・ハーツのようにブロマイドや写真集、各種グッズを売り出してファンに親近感を演出し。

　シューテム・ハーツのように新聞や雑誌広告にばーんと写真を載のっけて直感的に大衆の注目を集めるのだ。

　…………我われながら、成功者の後追いをするだけの典型的無能という感じだが、鶴賀たちと何度も会議した結果、それしか対たい抗こう策が出なかったのだから仕方ない。

　レフュジー・キングダムにはメヘンの興亡がかかっているのだ。尻しり馬うまを乗っ取ってでも最短で英えい傑けつ士しを目指さねばならない。

　決意を固めた、その時。

「あら……あなたは」

　ハスキーな声がかかり、我に返る。声の方を振り返ると、見覚えのない女性だった。

　年の頃は三十代から四十代ほどで、ちょうど母と同じくらいなのではないかと思えた。が、服装はこざっぱりした母とは正反対で、紫むらさきがかったサングラスや小こ振ぶりながら高級そうな貴金属を全身に帯びている。決して下品ではないが、派手な印象の人だ。

「失礼ですが……」

　どこかでお会いしたでしょうか？　と、慎しん重ちように続けようとした言葉は、途と切ぎれたまま二度と続かなかった。

　頭が真っ白になって、あらゆる思考が停止する。比ひ喩ゆではなく心臓が止まったかも知れない。

　サングラスの女性の後ろから、ここ数週ですり込みめいて見覚えた四人の少女たちが現れたのだ。今日はカジュアルな服装をしているが、間ま違ちがいない。

　国民的アイドルグループからスピンオフしたメヘン芸能界への刺し客かく、シューテム・ハーツ。レフュジー・キングダムが芸道で覇は権けんを握にぎるためにはなんとしても撃うち墜おとさなければならない、星だ。

　だが、それだけならばここまでの動どう揺ようはしない。

「ふふふ……わたしたちは初対面よ、鵐目翌くん。お母様にはあいさつさせていただいたけど──」

　サングラスの女性が話していることもほとんど頭に入ってこない。翌の視線と意識は、アイドル四人の内の一人、比ひ較かく的てき地味な印象の月野優姫に向けられていた。

　月野の方も同様だった。隣となりにいる烏丸糸雀から不思議そうな視線を向けられながらもそれに気付かず、いっぱいに見開いた目で翌の顔を凝ぎよう視ししている。

「あなたたちのことは聞いているわ、レフュジー・キングダムさん。王城のお墨すみ付つきを受けているそうだけど、所しよ詮せんわたしがプロデュースするシューテム・ハーツの前では子供の──」

　一方で女性の話はなおも続いていた。だが、翌が次に発した言葉は、彼女への返事ではなく、




「月つき白しろ素す晴ば子こっ!?」

「翌くん!?」




　翌と、月野優姫。

　二人の声が大きかったせいもある。悲鳴のようなその声は、広大なスタジオに反はん響きようして間の抜けた木霊こだまを返した。

　だが、その後に全くの静せい寂じやくが訪おとずれたのはそれだけが理由ではあるまい。今をときめくシューテム・ハーツのことは、このスタジオに出入りするような人間であれば誰だれでも知っている。

　そのメンバーの一人が奇声を上げて黒服の少年と向き合っている。優に尋じん常じようならざる事態である。

　誰もが呆あつ気けにとられる中、最初に動き出したのは翌でも月野でもなく、シューテム・ハーツの最年少、烏丸糸雀だった。

「あれー？　どうしたんですかユキちゃん？　知ってる人ですか？」

　甲かん高だかくはあるがさすがに広場で聞いた時のように甘ったるくはなく、むしろ密ひそかに推おし量るような賢さかしさを感じる声だった。

　その声に、月野は我に返ったようだった。左右の仲間たちを見て、サングラスの女性──この人がこの場で一番衝しよう撃げきを受けているようだった──を見て、顔を赤くすべきか青くすべきか迷ってとりあえず汗が噴ふき出したというような顔をした。

「い、いえ。なんでもないです」

　これほど説得力のない弁明もなかなかない。だからこそ翌は確信していた。遠目や写真で見た時は確信がなく、メイクのせいもあり人違いだと判断したが、この距きよ離りでは見間違えるはずもない。

　肩かたまでの黒くろ髪かみ、柔らかで人を安心させる顔立ち、いつも微笑んでいるような印象があるけれど不意の出来事に弱く、困っているとつい助けたくなってしまう。違いと言えばすっかり垢あか抜ぬけた私服と、以前は下を向きがちだったのが背筋を伸のばすようになったことくらいだ。

　正常な判断力を取り戻した翌は、小さく咳せきをして一同の注意を引き、努めて冷静に言った。月野優姫に向けて。
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「あー……月白。ちょっと前まで同級生だったってだけなんだから、変にごまかす方が不ふ審しんに思われるよ」

　スタジオ内の視線がシューテム・ハーツと翌の一群に注がれているのが判わかった。十六門市の芸能関係者と通じているこのスタジオで下手へたを打てば、今後の活動にも支障が出る可能性がある。

　シューテム・ハーツの月野優姫であり翌の元同級生である月白素晴子にもそれは解わかっているだろう。て言うか解ってくれ、と、翌は彼女への眼まな差ざしに念を込めた。

「…………そ、そうだね、し、鵐目くん。ひ、久しぶり。ゲンキだった？」

　意は伝わったようだ。ガタガタと肩を震ふるわせながらではあったが、ともかくぎこちない笑え顔がおで手を振ふってくる。そばで見ていた烏丸の目が針のように細くなった気がしたが、たぶん気のせいだろう。

　これでこの話は、「恐おそろしい偶ぐう然ぜんで、以前の同級生同士がメヘンで再会した」というだけのことで終わりにできる。そういう意味も込めてサングラスの女性に視線を送ると、恐らくは経験豊富なプロデューサーなのだろう。少なくともこの場で必要なことは、瞬またたく間に了りよう解かいしたらしい。

「そうだったの！　それはまぁ、すごい偶然ね！

　……ところでわたしたちも予約を入れているので失礼するわね。お邪じや魔ましてしまってごめんなさい」

　適当な文句を並べて、まだ面めん食くらっているシューテム・ハーツのメンバーの背中を押して離はなれていく。

（よーし……とりあえずはなんとかなったぞ）

　全く不意打ちの再会でつい取り乱してしまったが、そこはトラブル続きのレフュジー・キングダムの世話をしてきた翌。問題になる前にリカバリー成功だ。

　フッ……と、やり遂とげた男の顔で顎あごの下の汗あせを拭ぬぐった、その時だ──

「あーっ！　思い出した！」

　何事かと翌の方へ走ってきた朝霞が、月野と鉢はち合あわせして先にも劣おとらない大声を出した。

　うわあああああッ──と、翌は走り出した。一刻も早く妹の口を封ふうじるために。

　だが、普ふ段だんはもこもこと分厚い猫ねこをかぶっているくせに、いつもよく解らない基準で激情を爆ばく発はつさせる翌の妹は、瞬しゆん発ぱつ力りよく抜ばつ群ぐんに舌を回転させた……

「こいつ！　翌のクラスメートだとか言って家に押しかけて来たことあるうろんな女だ！

　よりにもよって翌に色目を使う悪あく食じきなドブネズミ！　うっわ恐こわッ、こんなところまで追いかけてきたの!?」




　騒そう然ぜんである。

　シューテム・ハーツの年長の二人、川上桃絵と松井華宙紗は戸と惑まどいつつも半笑いで月野を見つめている。芸歴の長い二人だけに、その後の展開に関係なく立場を悪くしないよう、曖あい昧まいな態度で通すことを知っていた。

　ロメスを始めとしたスタジオのスタッフはパシャパシャと散発的にシャッターを切り──あちこちで「なに？　月野優姫の元カレ!?」「とりあえず撮とっとけ」というささやきが交かわされていた──、紫のサングラスの人は月野の肩に手を置いていたが次の言葉が見つからないようだ。

「まさかアイドルになって──もがっ!?」

　翌はへたり込みそうになるのを必死に堪こらえながら、とにかく朝霞の口を手で封じた。空気を読まず暴れ出す妹を抱だきすくめて拘こう束そくしながら、

「すみません！　このバカの人違いです！　くれぐれもお気になさらず！」

　とにかく取り繕つくろう。バカ呼ばわりされた朝霞が人でも殺しそうな目付きになるのが判ったが無視して愛あい想そ笑いを振りまく。

「しょうがないなーアサカは」

「うっかりしてたんですね」

　リーンとノエルも、いろいろと察してくれたのか翌に話を合わせてくれる。しかし言葉は朝霞をたしなめつつも、リーンの足は翌の足を踏ふんづけていた。ノエルには腿ももをツネられる。

　話は後できっちり聞かせてもらう……！　と、二人の笑顔はその本音を雄ゆう弁べんに語っていた。リーンはともかくノエルまで殺気立っている。

　レレレリカだけは無言だった。無言のまま月野の前に立ってジーッと観察して、怯おびえさせていた。

　その視線に耐たえられなくなったというわけでもないだろうが。

　探さぐり合いの気配の飽ほう和わした空間に、月野が決けつ壊かいした。

「ぁ、あの……わたしっ……」

　続ける言葉はそもそも頭になく、きびすを返して駆かけ出す。

「ごめんなさいっ！」

　誰が制止する間もなく、あっと言う間にスタジオの出口をくぐる。翌は知っていたが、のんびりしたような見た目に反して彼女は相当に足が速い。

「あっ！」

　だから一番反応が素早かったのは翌だった。朝霞をリーンへ押し付け、ぽかんとしている一同を置き去りに月野を追いかける。

　シューテム・ハーツ側も一いつ拍ぱく遅おくれて付いて来そうな気配を見せたが、翌は鋭するどい声で制した。

「ダメだっ！　もう暗くなる。日本人は外を歩かない方がいい！」

　川上と松井は頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべただけだったが、サングラスの女性は意味を悟さとって二人を押さえた。

「ヴァンパイア……っ！」

　かくして翌は、態度を決めかねているレフュジー・キングダムの四人を残して夜の町へと飛び出した。




　月白素晴子は一七歳。つい最近までは、とある田舎いなか町で平へい々へい凡ぼん々ぼんたる暮らしを営む高校生だった。

　転機は半年前。東京で企き画かく関係の仕事をしている叔母おばに頼たのまれ、急きゆう募ぼされていたアイドルのオーディションを受けた。叔母が選出枠わくにねじ込んでいた少女が土ど壇たん場ばで別の進路に乗り換かえたため、代役として受けるだけ受けてほしいという頼みだった。

　幼い頃ころはよく遊んでもらった叔母の頼みは断れず、休日に上京して新規アイドルグループのメンバーを決めるオーディションを受けることになった。ガールズ・アッセンブルＥＸの派生ユニットだというのは現場で初めて知ったので仰ぎよう天てんしたが、そんなすごいグループなら万が一にも合格しないだろうと逆に気が楽になった。

　だが、運命の采さい配はいは奇き策さくを以もつて素晴子を翻ほん弄ろうした。素そ朴ぼくそうな子が一人欲しかった、という需じゆ要ようにヒットしてしまった素晴子は合格通知を受け取ってしまう。

　転移から九年、いまだに現世になじめず苦しい生活を送っている漂ひよう流りゆう王国メヘンを応おう援えんするためのアイドルユニット。

　そこで辞退することはできたろう。叔母もさすがに将来まで捧ささげてくれとは言わなかった。

　だが、素晴子は招しよう請せいに応こたえて上京した。その時、どうしても心機一転したい出来事があったからだ。

　そうして、月白素晴子はシューテム・ハーツの月野優姫として新生した。

「……それなのに、どうしてこんなことに……」

　溜ため息いきは、抱かかえ込んだ自分の膝ひざに落ちる。

　メヘンの町は、市外で聞いていたイメージよりもずっとにぎやかで活気に満ちていた。街並みは荒あれていて道路や建物の修復も進んでいないが、少なくとも素晴子が見た範はん囲いでは住民たちは人種の別なく不自由なく暮らしているように見えたし、言葉が通じるせいか日本人とメヘン人の間にもあからさまな諍いさかいは見当たらない。

　ただ、路地裏にまで奇き怪かいな植物の根が入り込んで昼間でも陰かげが多くおどろおどろしいのは気になった。吞のみ込まれたらメヘンが在ったという世界に迷い込むのではないかと恐ろしくなった。

　特に、山に囲まれた十六門の日にち没ぼつは早い。夕暮れたと思えばあっと言う間に暗くなる。街路に設置された化学照明の明かりが届かない建物と建物の間は、今の時間から真っ暗になる。

　その闇やみを利用して隠かくれることになったのだから、皮肉な話だ。

　スタジオのすぐ外の路地、自分の胴どう体たいほどもある根の陰に、素晴子はいわゆる体育座りでうずくまっていた。

　よりにもよってアイドルになろうと思い切った理由である少年と突とつ然ぜんに再会したことに驚おどろいて、混乱して、つい逃にげ出してしまった。とは言うものの、慣れない町を一人で歩くのも恐こわいから……

「遠くには行ってないと思ったよ」

　聞き覚えのある声に顔を上げれば、見覚えのある顔がある。初夏のこと、さほどの距きよ離りは走っていないはずだが汗だくだった。

　路地の入り口に立ち、逆光になってこちらを見下ろしている、鵐目翌。最後に顔を見てからそう長くないはずなのに、なんだか別人のようにも見える。自然と口が開いた。

「スーツなんか着ちゃってさ……」

　我ながら唐とう突とつな返事だったが、翌は律りち儀ぎに黒スーツの襟えりを正してみせた。

「ああ、これ……似合うかな？」

　似合うと思っている口調だ。

「似合わない。七五三みたい」

「……朝霞にも言われたよ」

　同級生、しかも女子と二人きりで話しているのに平然と妹の名前を出すところも変わらない。変わっててほしかったが。

　それでも素晴子は笑っていた。釣つられて翌も息を抜ぬいて笑い返したのだから、そう不味まずい笑顔ではなかったはずだ。

「なんで翌くんが追ってきたの？」

「なんでって……」

　翌の声に一瞬、困こん惑わくか、それよりもうちょっと激しい何かが混じった気がした。解わかるだろ、というような。しかし、言葉になって返ってきたのはただただ理性的な理由だった。

「ヴァンパイアの噂うわさくらいは聞いたことあるだろ？　冗じよう談だんだと思ってるなら間ま違ちがいだ。メヘンにはドラゴンもゾンビも普通に出る……て言うか出てきて襲おそわれた」

「襲われたの!?」

　思わず腰こしを浮かせて大声を出してしまったが、翌は意外や冷静に頭かぶりを振ふった。思い出したくないのかも知れない。

「いや……それはまぁどうでもいい。ともかく、ヴァンパイアは実在するし……それの標的は今のところ日本人に限られてる。だからシューテムの人たちに追わせるわけにいかなかった」

　なるほど。でも、

「翌くんも日本人でしょ？」

　妥だ協きようせずに問うと、翌は、目をそらして黙だまった。素晴子も黙った。先に沈ちん黙もくに耐えかねたのは、当然に翌だ。

「………………話がしたくて」

「最初からそう言えばいいのに」

　翌は、返す言葉を探し損そこなったようだった。悪いことをしたわけでもないのによく困り顔になる。その顔が見たくて、よく困らせた。

　でも、せっかく追いかけてきてくれたというのに困らせっ放しにするのも悪い。素晴子から水を向けた。

「……西にし登のぶ戸とさんに、鵐目市長の子供が勇者アイドルなんて素すっ頓とん狂きようなものの世話をしてるって聞いた時は驚いたよ。行き先も知らせず急に転校した翌くんが、メヘンでそんなことしてるなんてね」

　後半は恨うらみ節になったかも知れない。だから翌の返事も弁解じみたものになった。

「ごめん。最初は転校する気はなかったし、ずっと忙いそがしかったから……それに、詳くわしい事情は話しづらい仕事なんだよ、これでも」

「いいよ別に。わたしたち、付き合ってたとかじゃないし」

　だったらなぜ、顔を合わせた途と端たんに取り乱して逃げ出したのか？　そう訊きかれれば素晴子自身にも答えられない。

　そもそも、素晴子と翌の関係とはいかなるものだったか……




　一年半前までは同じ高校に通っているというだけの間あいだ柄がらだった素晴子と翌が話をするようになったきっかけは、修学旅行で同じ班になったからというありきたりなものだった。

　翌は背が高いし物静かなイメージがあったので、明朗だが臆おく病びようなところのある素晴子はそれまでなんとなく避さけていたのだが、必要に迫せまられて話してみると柔にゆう和わで大人びた少年だった。

　素晴子が母に聞いたところでは、鵐目さん家ちはお母さんがどこか遠くの町で偉えらい役人をしていて、お父さんは斯し界かいでは有名な建築家で素晴子の住んでいた町で何か大きなプロジェクトに関かかわっているという。家に残された翌は、妹の面めん倒どうを見ながら家事洗せん濯たくおさんどんをこなしていたらしい。

　田舎町の狭せまい世間だけにそんな詳しいことまで伝わってしまう。

　金銭上の不自由があったとは思えないが、やたらと各種食料品の安い店を知っていた。成績は良く運動もそこそこできる。社交的で誰だれとでも気軽に話せる割りに、ヒーローがどうたら妙みような趣しゆ味みがあって友達の種類は偏かたよっているようだった。

　帰り道が途中まで同じだったせいもあってか、修学旅行以後、素晴子は翌と親しくなった。漠ばく然ぜんと親しくなった。つまり具体的な何かはなかったのだが、友人たちや同級生の中には「付き合ってる」と思い込んでいる者も少なくなかったようだ。

　そう誤解されるのが嫌いやでない程度には、好きだった。普ふ段だんは「鵐目くん」と呼んでいたが、二人でいる時は「翌くん」と呼んでみて反応をうかがっていたのはこの頃だ。

　隣となり町まちの図書館に読みたい本があるけど駅から遠くて行きづらい、そんなことを話したらスクーターに乗せていってくれたこともある。乗ってる途中お尻しりが痛いと言い出せなくて後から苦しんだ記き憶おくが残っている。

　しかし、本当は交際していたのではないかといえば、断じて違った。何せ二人で歩いている時など、翌の振ってくる話題はほとんど妹に関するものだった。朝の霞かすみと書いて朝霞。名前だけでなく、ネットアイドル漁あさりの趣味や得手不得手な科目まで覚えてしまった。

　正直うんざりしたものだが、その内、深い付き合いをしているわけでもない女子に話して軽けい蔑べつされないような話題が妹のことくらいしか思い付かないのだろうと気付いた。物腰の落ち着いている割りに子供っぽいところもあるし、ひょっとしたら素晴子よりも臆病な一面もあったかも知れない。

　そんなある日、下校中、急な雨に降られた素晴子は翌の家で雨宿りすることになった。あまり濡ぬれない内にたどり着けたのは幸いだったが、むしろ濡れていれば鵐目家にお邪じや魔ましたりはしないで済んだ。それくらいの分別と警けい戒かい心しんはあった。

　だが、その頃には翌が人じん畜ちく無む害がいな少年だと判わかっていたし、傘かさを貸してくれるというのでつい玄げん関かんをくぐってしまった。

　そして、話だけは何度も何度も何度も聞かされていた彼女に出会ったのだ。

　鵐目朝霞。

「顔は悪くないんだけど性格がきつくて」と、翌が暗に「可愛かわいい」と言っていた通り、見た目は愛らしい女の子だった。初対面の素晴子も無邪気な笑え顔がおで迎むかえてくれて、自分の妹にして持ち帰りたくなったくらいの可か憐れんさだ。

　しかし、その目の底が笑っていないことはすぐに判った。翌には「どうしたのー？　カノジョ？」などと冷やかすようなことを言っていたものの、その後背には強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつの「気」が膨ふくれ上がっていた。


帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ誰だオマエ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ何しに来た帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ雨に濡れて誘ゆう惑わくか帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れふしだらな女めが帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れずぶ濡れのドブネズミ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ帰れ



　壁かべ。帰れの壁。

　実際、朝霞は素晴子に何か具体的な嫌がらせをしてきたわけではない。むしろ何かにつけて翌の足を踏ふんだり翌の脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつを打ち込んだり翌の手首を捻ひねったりしていた。こちらにバレていないつもりらしかったのが異様に感じたのを覚えている。
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　結局、傘を借りて帰った時には降られた以上の冷や汗あせをかき、緊きん張ちように表情筋が突つっ張って家に帰っても愛あい想そ笑いの形に固まって戻もどらなかった。

　……無理だ。そう思った。なんかよく解らないけれど、あの妹は無理だ。手に負えない。

　翌とは少し距離を置いた方がいいかも知れない。そんな風に思って、実はその時にはずいぶんと熱くなっていた頭を冷やすため、素晴子は翌と二人きりにならないよう気を付けることにした。

　卒業までにはまだ間があるのだから、一度距離を取って、自分の感情が本物なのか確かめてみよう。

　そうやって少しばかり疎そ遠えんになった頃ころに、翌は突然転校してしまった。

　最初はお母さんに呼ばれて数日休むとかいう話だった。だが、それがそのまま居なくなった。ホームルームで先生からクラスに伝えられて、それきりだ。翌の友達や、それに素晴子にメールが来たが「親の事情で突然転校になった。あいさつできなくてごめん」程度のものだった。素晴子は、返信できなかった。

　話が違う。それが最初の印象で、それからぽっかりした。

　何をするにも気が乗らず、この日々は噓うそかリハーサルで、後で本番をやり直すんじゃないかと、そんな風に思えた。

　あれだ。たぶん、素晴子があの妹にビビって距きよ離りを取るという選せん択たく肢しを選ばなければ、翌は帰ってきてくれるんだ。そんな風に思い込んだ。

　そして最後に、やり直せることなんて何もないと悟さとって、アイドルになった。そのくらいの無体な飛ひ躍やくが必要だった。

　形にならない、させてもらえなかった喪そう失しつ感かんを埋うめるには。




　ここに至るまでの経けい緯いを走そう馬ま燈とうの如ごとく思い出して、路地裏の素晴子は頭を抱かかえた。

「喪失感変な風に埋まっちゃったよ！」

「ど、どうした月白？」

　気付くと奇き声せいを上げていた。翌が心配そうにのぞき込んできている。思いのほかに顔が近く、仰のけ反った拍ひよう子しに後ろ頭を打ってしまう。

　翌は小さく笑った。

「おいおい……シューテム・ハーツの月野優姫なんだろ。これじゃまるで」

「変わらないよ。一年も経たってな──」

　その時、素晴子の耳によく聞き覚えのある声が響ひびいた。

　あわてて翌を引き寄せて根の陰かげに隠かくれさせる。当然、翌は抗こう議ぎの声を上げようとしたが唇くちびるの前に人差し指を立てて黙だまらせた。

「ユキちゃ～ん！　どこですかぁ～？」

　シューテム・ハーツの最年少、烏丸糸雀だ。冗じよう談だんのようなツインテールをぴょこぴょこ揺ゆらし、周囲を見回しながら歩いている。素晴子を……いや、同どう僚りようの月野優姫を捜しているのだろう。

「来ちゃダメって言ったのに……」

　立ち上がろうとする翌を引っ張って止める。

「なんだよ？　メヘンの夜道は一人で歩かせとくには……」

「二人でいるところを見られると不味まずいのよ。だって、あの子……リアちゃんは」

　なんと評していいか迷い、言葉が途切れる。翌もきょとんとして、とりあえずは様子を見ることにしたようだ。

　烏丸は返事がないことを確かく認にんして、それから周りに誰もいないか見回してからゆっくりと立ち止まり、

「……どこ言ったのかな～？　あの芋いも女おんな」

　変わらず甘ったるい声で耳を疑うようなことを言い出した。

　翌は素晴子に物言いたげな目を向けたが、素晴子は疲つかれたように首を振ふった。その間にも、烏丸の独白は続く。

「ミモモ先せん輩ぱいは年上だからリーダーしてるけどメンタル弱くて芸風もパッとしなくて、いつも将来の不安に怯おびえて実家行きの新幹線チケットの予約ページよく見てるくらいだから、弱気に付け込めばいつでも潰つぶせるでしょ？

　カッチュン先輩はボーイッシュな気合いキャラで売ってるくせに事務所のマネージャーとデキちゃってるから簡単操作で楽々アンインストールって感じ。

　後は、あの山出し芋女ちゃんの弱みを握にぎれればハーツはリアの天下布武なのにな～。あの冴さえない感じの男の人は元カレと見たけど、冴えないから使えない気もするな～。こういうスキャンダルはもっとチャラい人の方が説得力とダメージあるんだけどなー。でもまー、現場を押さえれば後は芋女はリアの言いなりだよねー」

　翌は死んだ目になってかすれた声を出した。

「あんなに可愛いのに……芸能界って、みんなあんなにゲスなのか……？」

　あれじゃまるで朝霞じゃないか、とシスコンの分際でナチュラルに発せられた暴言は聞き流して、素晴子はささやき返す。

「リアちゃんくらい可愛いもんよ。あざとさが露ろ骨こつすぎて邪心が丸見えだからね。川上先輩が言うには、本当に厄やつ介かいな人は誰にも気取らせずに好感度上げつつライバルを排はい除じよするんだって」

「はー……どこ行ったんだろうなー？　イライラするなぁ～」

　素晴子が隠れる意味を理解した翌は、スマートフォンをカメラモードにして構えた烏丸が通りの角を曲がって見えなくなるまで物音を立てずに見送った。

　素晴子と翌、二人の溜ため息いきが同時に落ちる。猟りよう犬けんをかわしたような心地ここちだ。安心したら、暗がりで身を寄せ合っている状じよう況きように気付いた。そそくさと距離を開ける。

　強烈な仕切り直しが入ったことで、二人とも落ち着いていた。翌が先に口を開いた。

「……とりあえず、帰ろう。本当にただの友達なんだし、急に顔を合わせたから混乱したって言えば解わかってもらえるよ」

　言いながら立ち上がり、素晴子に手を差し伸のべてくる。暗いので顔はよく見えないが、どんな表情をしているのかは判る気がした。自然と手を取り返してしまうような顔だ。

（参った……埋まっちゃったよ）

　シューテム・ハーツに入ってからはひたすらレッスン漬づけの日々で考える暇ひまもなかった鬱うつ屈くつを久しぶりに意識した。消える音を聞いたから。

「うん……」

　素す直なおにうなずき、素晴子は立ち上がった。

「ごめんね翌くん……迷めい惑わくかけちゃったかも」

「俺の方は平気だよ。でも月白は……」

　話しながら表通りに出た、その瞬しゆん間かん。




　夜を引き裂さく悲鳴が、二人の間の緩ゆるんだ空気を吹ふき飛ばした。

「……リアだ！」

　歌手だけあって素晴子の反応は鋭えい敏びんだった。素早く走り出し、烏丸糸雀の進んだ曲がり角へと駆かけ込む。

「待って！　ダメだ月白！」

　追いかけた翌は、キ・キ・キキ……と革かわを擦こするような音を耳にして鳥とり肌はだを立てた。漠ばくとした不安に震ふるえながら角を曲がり──絶句する。

　すぐ手前には素晴子の背中がある。勢いよく駆け付けたのにもう立ちすくんでいる。しかし無理もないだろう。

　烏丸糸雀は、ぐったりと脱だつ力りよくしていた。漆しつ黒こくのマントをまとった長身の女に抱だきすくめられ、首筋に嚙かみつかれている。

　細ほそ腕うでに彼女を抱いているのは、黒いドレスに妖よう艶えんな雰ふん囲い気きをまといつかせた、北ほく欧おう系で細身な女だ。蠟ろうのように真っ白な顔の中、唇だけが全くに紅あかい。

　ふと気付くと、黒マントの女の足は地面から浮うき上がっていた。

　烏丸は女の手に抱かれたまま、首を嚙まれているというのにうっとりと目を閉じて安らぎに満ちた顔をしていた。気絶しているのかも知れない。

　ここに至っては間ま違ちがいない。

「吸きゆう血けつ鬼き……あれがヴァンパイアか！」

　思わず叫さけんでしまう。先ほどから人には散々警告してきたのに、本気で遭そう遇ぐうするとは思っていなかった。

「え？　あのイケメンが？」

　素晴子も同じようなものだろう。現実感も危機感もない、惚ほうけたような声を出してきた。それにしても、あんな美女相手にイケメンはないだろうと思ったが。

「た、助けないと！」

　メヘンに来て間もない素晴子としては翌にすがるしかない。翌はとりあえず素晴子の腕を取って引き寄せ、背にかばった。しかし、

「助けるったって……」

　ヴァンパイア事件に死者は出ていないと聞いているが、血を吸われた者は激しく衰すい弱じやくするらしい。放ほうっておくわけにもいかないだろう。問題は、歴代の勇者ですら倒たおせなかったというヴァンパイア相手に普ふ通つうの日本人である翌に何ができるか、だ。

　必死に思い出す。カイルズの語っていたヴァンパイアの特とく徴ちよう。

『それが、判然としないんだな。ヴァンパイアは黒い服を着た人間の姿をしているらしいが、鏡に姿が映らず、霧きりやコウモリの群れに変身できる。弱点は川や海で、水の中に入れば追ってこられない……』

　弱点ぽいのは水だろうか。だが、川や海にたとえられるほど大量の水などすぐに用意できるはずもない。夜にしか出て来ないのなら日光も効果があるかも知れないが……

　なんにしても、それが弱点だという確信もない。だがこのままでは烏丸糸雀は──

「翌くん！」

「──ああっ、もう！」

　素晴子から悲鳴の懇こん願がんをされて逃にげ出すには、翌は男の子に過ぎた。

　とにもかくにもひたすらせめて、烏丸だけでも救うべく吸血鬼に飛びかかる。いや、飛びかかろうとした。

　女に触ふれようとした瞬間、その体は黒い霧へと変じて翌の手はすっぽ抜ぬけ、勢い余って烏丸にぶつかってしまう。支えを失って倒れそうになる烏丸をあわてて抱き留める。

「翌くん、後ろ！」

　と言われても、烏丸を抱えている状態では振り返ることもできない。首をねじって半面だけ振り向く。

　──すぐ目の前に嫣えん然ぜんたる美女の顔があった。ただし、口の端はにぎらりと輝かがやく犬歯を備えた鬼おにの美女だ。

「くっ!?」

　反射的に倒れ込もうとするも、後ろから抱きつかれて動けない。細腕からは想像できない怪かい力りきで、抗あらがおうにもがっちり固定されてしまっている。

　思わず目を閉じる。首筋にチクリと刺し激げきを感じて──

　いきなり背中を蹴けられ、ごろごろと二回転半ほど前転して寝ね転ころんだ体勢でようやく止まる。幸い、抱え込んでいた烏丸に怪け我がはないようだが翌の背中は灼やけるように熱い。

　痛みを堪こらえながら起き上がってみるとヴァンパイアの姿はなく、前蹴りを打ち抜いた残心で片足立ちをしているリーンがいた。ウィッグを外して動きやすい私服に着き替がえているためスタジオにいたアイドルとは別人のように見える。

「あれ？」

　首を傾かしげていることからして、恐おそらくリーンはヴァンパイアを蹴り倒そうとして、また霧になって逃げられたのだろう。結果、リーンのキックは翌の背中に突つき刺ささってもんどり打たせることになった。

「遅おそいんで追ってきてみたら……厄介なことになってるな」

「あ、あなたは……え？」

「さっきの奴やつどこ行った？」

　呆あつ気けにとられている素晴子に、リーンは頓とん着ちやくせずに訊きいた。素晴子は状況に付いてこられず、咄とつ嗟さに受け答えもできなかった。

「……気ッ……を付けろリーン！　たぶんまだ……」

　翌は警告しようとしたが、背中を強打したのと気絶した烏丸が上に乗っているせいで上手うまく声が出ない。さらに、いつからか耳鳴りがしていて思考がまとまらない。

　言うが早いか──リーンの背後に再びヴァンパイアが具現化する。

　だが翌が声を出すまでもなく、気配で察したのかリーンは背後への回し蹴りで薙なぎ払はらう。戦わない勇者とはいえ勇者。尋じん常じようならざる鋭するどさの蹴りだったが、ヴァンパイアは蹴られた部分だけを霧に変えてあっさりと距きよ離りを取る。

「こいつがヴァンパイア……やっぱり効かないのか」

　言葉とは裏腹にリーンの闘とう志しに衰おとろえはない。幼い頃ころ、兄から学んだという徒手活殺術の構えを取る。

　翌は焦あせっていた。ダメだ。リーンは普通の人間に比べれば遥はるかに強いが、この怪物は倒せない。少なくともこいつが過去にメヘンに現れたのと同じヴァンパイアならば、戦士でないリーンには荷が重すぎる。

　焦る視界の中に、ある物が目に留まる。そしてリーンに続いて姿を現す仲間の姿。

　翌は、声を振ふり絞しぼった。

「レレ！　あれだ！　あれに穴を開けてくれ！」

　必死の声を受け、やはり平服に着替えていたレレレリカの行動は迅じん速そくだった。指示を疑うこともない。スカートの中から、柄つかの無い、地金が剝むき出しのナイフを取り出した。

　そうしてそれを両の掌てのひらの間に浮かせ──撃うち出したようだった。

　ようだった、と言うのは、翌には射出の瞬間を視し認にんできなかったからで、事実を把は握あくしたのはナイフが標的の土手っ腹を派手に打ち抜いた轟ごう音おんからだった。

　標的は通りに面したそば屋の屋上、そこに設しつらえられた貯水槽そうだ。翌が目を移した時にはもう、あんな小さなナイフが作ったとは思えない数十センチ四方もある大穴が開いていた。

　後でレレレリカに聞いた話では「両手の間に作った磁場の偏へん差さを利用して鉄器を射る技わざ」とのことだった。凄すさまじい威い力りよくと速度だったが、コントロールが難しく体力の消しよう耗もうが激しいので魔ま獣じゆうを一いち人にん一いつ殺さつする捨て身の状況でもなければ使い物にならないらしい。

[image: ]

　現にレレレリカはナイフを撃ち出した直後にふらりと跪ひざまずき、顔を真っ青にした。だがそれだけの無理をした甲か斐いはあった。大穴の開いた貯水槽から噴ふき出した水が翌たちの周囲に土ど砂しや降りになる。

　篠しの突つく水流に塗ぬり潰つぶされる視界の中、翌はヴァンパイアの姿がモザイク状に薄うすれて消えるのを確かに見て取っていた。消え行く吸血鬼の顔は、まだ終わりではないと微ほほ笑えんでいるように見えた──







　平手打ちで目覚めた。

　真っ赤なイメージの頰ほおの熱。それが全身に広がっていく感覚に神経が覚かく醒せいしていく。

　この手て荒あらい起こし方は朝霞だろうか。いや、朝霞は踏ふんでくることが多い。地べたに寝ているなら特に……

「っ！」

　と、気絶する前の状じよう況きようを思い出してがばと身を起こす。まだ背中が痛かったが、お陰かげであっと言う間に目が覚める。

　そしてまず目に入ったのは、凶きよう暴ぼうな目付きで翌の襟えり首くびを摑つかんだ烏丸糸雀の小さな顔だった。動きを封ふうじるように翌の腹へ馬乗りになっている。目に疑ぎ問もん符ふを浮かべる翌に、烏丸は一方的に問うてきた。

「あんた何者ですか？　わたしが寝てる間にいやらしい事したんですか？　困るんですけど、わたしアイドルなんでそういうスキャンダル、被ひ害がい者しやになるわけにもいかないんですけど？　あ、それだったらなんにしても口を封じないといけないですね。わざわざ確認なんてしなきゃよかったです」

　段々と瞳どう孔こうから光が消えていき翌のネクタイを締しめ上げていく。あ、殺されようとしてる、とようやく気付いた翌は烏丸の両手を摑んであっさり振り解ほどいた。幸いなことに、性格と違って腕わん力りよくの方は見た目相応だった。

　一転、目をうるませてヒッと喉のどを鳴らす烏丸。その拍ひよう子しに、首に針を二本立てたような嚙かみ傷があるのに気付く。翌はあわてて手を離はなして説明に努めた。

「お、落ち着いて烏丸さん……俺たちは、吸血鬼に襲おそわれてる君を助けたんだ」

「きゅ、吸血鬼？　何を馬ば鹿かな……」

　腕を握にぎった時に気付いたが、彼女はびしょびしょだった。高級そうな仕立ての服も濡ぬれ鼠ねずみで、なまじ元が瀟しよう洒しやなだけに陰いん惨さんな印象を受ける。

　ずぶ濡れなのは翌も同じだ。全身の服が下着まで濡れそぼって肌はだに張り付き、とても気持ち悪い。

　どうも、急に水をかぶって一時的に意識を失ったらしかった。外傷はないようで耳鳴りも治まっていた。

「……とりあえず、どいてもらえるかな」

　烏丸は混乱していて返事がない。翌は一いつ瞬しゆんならずためらった後、烏丸の腋わきに手を入れて持ち上げ、強ごう引いんに体を起こした。朝霞がまだ小さな頃、こんな風に持ち上げるとキャッキャッと喜んだことを思い出した。なんであんなにひねくれてしまったのだろう。

「っ!?　さ、触さわらないで下さい！」

　ひとまず烏丸の反応は無視して、周りを見回す。最初に目に入ったのはレレレリカで、意識はあるようでこちらを見てうなずいていたが、ずぶ濡れな上に疲つかれ切った様子で立ち上がれそうにない。

「あ、翌くん！　よかった！」

　次に見つけたのは素晴子だ。正確には向こうが見つけて駆かけ寄ってきて、その声に振り向いた。彼女は少し離れていたせいか、あまり濡れていない。

「リアちゃんちょっとどいてね」

　素晴子にまで荷物のように押し動かされ、烏丸は屈くつ辱じよくのためか顔を真っ赤にした。そのくらいの方が体が冷えなくていいかも知れない。

「翌くん、怪我はない？」

　素晴子にのぞき込まれ、濡れた前まえ髪がみをかき分けられて、翌は自分も顔が熱くなるのを感じた。思わず目をそらして──気付く。

「俺は平気…………あれ？　リーンは？」

　リーンも大量の水を浴びたはずだが、見回す範はん囲いに姿が見当たらない。素晴子がいぶかしげな声を出した。

「リーン……って、レフュジー・キングダムの勇者の人だよね。最初から来てないけど」

　え……と、考えて、気付く。

「いや、さっき俺を蹴った美少年みたいのがリーンなんだよ。アイドルやる時はカツラかぶせてるんだ」

「あ、あの子が？　道理で強いと思った……」

「リーンは、念のため周囲を見回ってる。他ほかにもヴァンパイアの被害者が倒たおれてるかも知れないから」

　と、これはレレレリカだ。声の方はいつもと変わらず不調は感じさせない。それに甘えるように質問を重ねる。

「ヴァンパイアは倒せた……わけじゃないんだよな？」

「そう、撃げき退たいしただけ。でも、一度水に流されたヴァンパイアが同じ晩に再出現したという事実は統計上存在しない。恐おそらく、不死身でも回復は必要」

　それなら、今晩のところはひとまず安心していいようだ。心中で胸をなで下ろしていると素晴子と目が合った。とにかく助かったことは解わかったのだろう。どちらからともなく、微笑んだ。

「何が吸きゆう血けつ鬼きですか馬鹿馬鹿しい！」

　なごんだ空気の中、烏丸の金切り声が響ひびき渡わたる。

　何事かと見ると、自分のスマートフォンを誇ほこらしげに突き出している。

「わたしのは完全防水です！」

「……それで？」

　烏丸はもどかしそうにレンズ部分を指で示した。

「襲われた瞬間にシャッターを切って、相手を撮さつ影えいしたんですよ！　つまりわたしを襲った痴ち漢かんはすぐに捕つかまります。吸血鬼なんて言ってごまかすことはできませんからね！」

　素晴子のスキャンダルを素すっ破ぱ抜ぬこうとカメラモードのまま持ち歩いていた功名らしい。翌を見ながら、やっぱりあなたなんじゃないですか白状するなら今ですよ、と嫌いやみったらしく脅おどし付けるニュアンスを視線に込める表現力は、さすがの現げん役えきアイドルだった。

　しかし彼女の勘かん繰ぐりが論外だと知っている方から見れば、ただのお手て柄がらだ。

「そうか。それは貴重な資料になるな。ちょっと見せてくれないか？」

「な、なんであなたに見せなきゃいけないんですか？」

　翌に詰つめ寄られ、烏丸は抱だき締めるようにスマートフォンを隠かくし込んだ。しかし、素晴子に背後から捕まえられてしまう。

「リアちゃん。この人やレフュジーの人たちって、こう見えてもメヘンのお城から公式にバックアップ受けてるんだよ。非協力的な態度取ってると、牢ろう屋やに入れられたりするかもよ」

「牢屋？　ま、マジですか……？」

　いかに賢さかしくとも一五歳。しかも文化を把握していない異国での事だ。にわかに弱気になった烏丸は、おずおずとスマートフォンを差し出してきた。

「ありがとう。血を吸われた割りに元気で良かったよ」

　本格的に血を抜かれる前に助け出せたのなら、リーンに蹴けられた甲か斐いもあったわけだ。

　烏丸は不ふ機き嫌げんに目をそらした。本気で安あん堵どしたのだが、嫌みに聞こえたようだ。苦く笑しようしてスマートフォンを操作し、フォトの保存されたフォルダを開く。

　最新の写真は、確かにこの通りで撮とった物だった。撮影日時も烏丸の悲鳴を聞いた丁度その頃ころだ。

　しかし。

「これは……？」

「リアちゃん。誰だれも写ってないよ？」

　翌の隣となりからのぞき込んだ素晴子に指し摘てきされ、

「そんなわけありません！　わたし、確かに目の前に現れた男の人の顔を写しました！　詳くわしくは覚えてないけど……」

　ひったくるようにスマートフォンを取り返し、自分で確かく認にんして。

　烏丸糸雀は、ぞっと青ざめた顔になって再び失神した。

　翌は素晴子と二人して助け起こしながら、改めてヴァンパイアの特とく徴ちようを思い出していた。

　ヴァンパイアは鏡に映らない。

「そりゃまぁ、カメラにも写らないか……」







　結局、その日。

　シューテム・ハーツは一枚の写真を撮ることもなくホテルに帰ったという。




　　　　◇




　──そう。問題は写真である。

「どういうことなの、これ？」

　あの後、スタジオでシャワーと着き替がえを借り──母に贈おくられた一いつ張ちよう羅らが台無しだった──、警察での事情聴ちよう取しゆを受け、翌とは別に王城でヴァンパイアの報告を行っていたリーンと合流して下宿に帰ってみれば。

　閉店後の食堂のど真ん中で仁に王おう立ちになった朝霞が、預けておいた翌のスマートフォンを突つき付けてきた。よかった壊こわれてなかったと喜んだのも束つかの間。

　その画面に、去年の夏祭りの縁えん日にちを背景にした浴衣ゆかた姿の月白素晴子の写真が表示されているのに気付いて、顔を凍こおり付かせる。

「朝霞……人のスマホの中身をのぞき見るとか最低だぞ」

「妹だからいいの」

「いや、全然よくな──」

「……あ、アクルさん。あの人とはどういう関係なんですか？」

　ノエルまでもが思い詰つめたように訊きいてくる。翌は何か気け圧おされるものを感じてたじろいだ。

「た、ただの同級生だよ……」

「その割りには、スタジオに帰るまでべったりくっついてたけどな」

　背後で腕うで組ぐみしたリーンが半眼で容よう赦しやなく指摘する。誇こ張ちようというものだろう。素晴子はただ、烏丸を背負って歩く翌の袖そでを摑つかんでいただけだ。

　しかし朝霞やノエルの視線はますます疑いを増し、翌の肩かたに重しを載のせる。

　助けを求めるように、いつも平静なレレレリカに目をやるが、

「あの人といっしょにいる時のアクル、いつもより可愛かわいかった」

　よく解らないことを言われ、心なしか拗すねたように見つめ返された。

　ジトッ……と、四方から追つい及きゆうの圧力をかけられて。

　翌はスマートフォンの画面に映し出された素晴子の笑え顔がおに、「もう写真はこりごりだよ」と昭和の漫まん画がみたいなエピローグをこぼした。
















　──スタジオでの吸きゆう血けつ鬼き遭そう遇ぐう事件から一週間後。




　市外で進む電子化に逆行して、メヘンでは紙メディア新聞のシェアが圧あつ倒とう的てきに大きい。スマートフォンなどの端たん末まつでニュースをチェックするのは、バッテリーへの負担が大きすぎるからだ。

「はてさて……」

　その日の夕方、「なかよくする課」職員鶴つる賀が羽は織おるは鵐しとど目め翌あくるとともに市長室へ呼び出されていた。そこで市長から渡わたされた新聞の二面に目を通し、嘆たん息そくする。

「どこから漏もれたんでしょうね？」

「シューテム・ハーツの取材をしていたマスコミからよ。あれだけの人気アイドルが関かかわったことで、情報の封ふう殺さつも臨界を超こえたというところね」

　装そう飾しよくがなく簡素だが頑がん丈じような市長の机。役人は質しつ実じつ剛ごう健けんであれのモットーを具現したその座に着き、鵐目夜よ明あきは冷静に応じる。だが、声こわ音ねの端はし々ばしに疲ひ労ろうの影かげが見て取れた。昨晩は対応に追われたのだろう。

「ヴァンパイアが日本人ばかり……日本人だけを襲おそっている事実が公おおやけになってしまった……これって」

　同じく記事に目を通し顔を上げた翌は、実の母親でもある市長に不安の目を向けた。市長は嘆息混じりにうなずく。

「厄やつ介かいなことになりそうね。お祭りも間近だっていうのに」




　　　　◇




　──二日後、昼。




　市外で進む健康志向に反して、メヘンに流入したラーメン文化は濃のう厚こうな味をいかに大量に喰くわせるかというストロングスタイルに進化している。外敵と戦うためのスタミナを求める、戦士の文化を残した国だからだ。

「メヘン人の陰いん謀ぼうだって？」

　スープに大量の焦こがしネギをぶちまけ、麵めんに柑かん橘きつ類るいのエキスを練り込むことで味のしつこさを克こく服ふくした新作ラーメンの丼どんぶりから顔を上げ、勇者リーンは面めん食くらった声を出した。

「学校でも噂うわさになってるの、気付かなかった？　……あのヴァンパイアって奴やつは、日本人の血を使って呪のろいか何かをかけるためにメヘンの連中が操あやつってるんじゃないかって」

　答える朝あさ霞かは、隣となりに座るリーンと同じく学校の制服姿だ。まだ昼間なのにラーメン屋にいるのは、今日の授業が午前中で終わったせいだった。

　ヴァンパイア騒さわぎが広まり、特に日本人が狙ねらわれていると知れ渡ってしまったため、学生の多くが日本人である学校は当面の授業時間を短縮する方針を打ち出した。夜にならない内に家に籠こもれば、ヴァンパイアに襲われる危険は少なくなる。

「冗じよう談だんじゃねぇよ。こちとら、ニッポンを敵に回したら『宿無し』になるんだぜ。誰だれがこっちから喧けん嘩かを売ったりするかよ」

　野太い声はこの店──ドラゴンの墜つい落らく事故によって全ぜん壊かいし、保険金で新装オープンしたばかりのラーメン屋の店主のものだ。翌と朝霞がメヘン来訪初日、食べに入ってきてそのまま事故に巻き込まれた、あの店である。

　ようやく建て直しが済んだというので、リーンの希望で様子を見にやってきた。朝霞はまた喧嘩になるのではないかと恐きよう々きようとしていたが、リーンと翌がスープ鍋なべを守ったという事実は店主にも伝わっており、無ぶ愛あい想そにではあるが歓かん迎げいされた。ドワーフは往々にして義ぎ理り堅がたく技術的向上心にあふれている。

　一例を挙げれば、朝霞やノエルの前に置かれた丼はリーンの丼の三分の二ほどの大きさの物で、女性用サイズとして提供されていた。これも濃こい味を保ちつつ多くの客に完食してもらうための工く夫ふうだ。

　店を修復するまでの時間を無む駄だにせず、改善に努めた新ラーメンの味にはリーンも満足し、眠ねむたい猫ねこのように上じよう機き嫌げんだったのだが、朝霞の話を聞いて眉まゆをひそめた。

「ったく……せっかく美味うまいラーメン食べて良いい気分だったのに、水を差すなよな」

「わたしのせいじゃないでしょ」

　いつものように睨にらみ合うリーンと朝霞をよそに、口に含ふくんでいた麵をごくんと吞のみ込んだノエルが憂ゆう鬱うつな溜ため息いきを吐ついた。

「霊れい楽らく祭さいは毎年、メヘンとニッポンの人が協力してイベントを考えたり大道具を作ったり、友好ムードが盛り上がったもんですけど……今年はどうなっちゃうのかな？」

「今年はレジアとかって、どこでも声の聴きける機械の設置が目玉だっけか」

　リーンの認にん識しきはいい加減だった。市内の公園やアーケード、大型スーパーなど主要施し設せつへのレジア受じゆ信しん器きの設置はすでに完かん了りようしている。希望者への携けい帯たい用レジア受信器の配布も進行中だ。

　何より、霊楽祭当日の放送で勇者アイドルとしてトークを行うことを完全に忘れている。

「アクルも、そのことで毎日市庁舎に通ってるのかな」

「はッ、どうだか。敵の女と内通してるってんでクビにされてるかもね」

　オーバーな仕草で肩をすくめてみせる朝霞。リーンはさすがに鼻白んだ。

「別に敵ってわけじゃないだろ。お前……あのシューテムのツキノ某なにがしがそんなに嫌きらいなのか？」

「……別に。ただあの女、家うちに来てから少しずつ翌と縁遠くなったみたいなのよね。翌の友達から聞いた話だと」

　ノエルはどうコメントしようか困った顔をしたが、リーンは容赦なかった。

「まぁ家に行って妹これがいたら、千年の恋こいも冷めるわな」

「リーン!?」

　はっきり言い過ぎ！　というようなニュアンスでたしなめるノエルだったが、朝霞は案外に平気な顔をしていた。平へい坦たんすぎてちょっと恐こわいくらいだった。

「だからよ……わたしのことくらいで翌から離はなれるような女、絶対に認めない」

　リーンとノエルどころか、あらかたの話を聞くことになった店主までもが思わず赤面した。

（（（恥はずかしい兄きよう妹だいだな……）））




　　　　◇




　──同日、夕方。




　市外で進む歌手・アイドルのライブ営業主体化と差別化して、メヘンでのシューテム・ハーツは写真集や無電源レコードプレイヤー用のレコードなどアナログメディアを「所有」させることで免めん疫えきのないファンを入れ食いにし、来訪以来、快かい進しん撃げきを続けてきた。

「困ったことになったわね」

　その陣じん頭とう指揮を執とった大手芸能事務所のプロデューサー、紫むらさきのサングラスがトレードマークの西にし登のぶ戸と千ち穂ほは降って湧わいた障害に頭を抱かかえていた。

　ヴァンパイアに襲われた一件以来、最年少メンバーの烏からす丸ま糸り雀あがホテルの一室に引き籠もってしまったのだ。

「リアー、出てこいよ」

「みんなリアちゃんを待ってるよー」

　松まつ井いや川かわ上かみらの呼びかけにも一向に応こたえない。ドアチェーンをかけた自室で、運ばれてくる食事のやり取りだけが続いている。

　市庁舎近くの高級ホテル。電源の確保ができないためオートロックが死に、不格好な後付けの錠じよう前まえが付いている。たっぷりと分厚い扉とびら越ごしに、烏丸の金切り声が響ひびき渡る。

「放っといて下さい！　みんなはアレに、ガチの吸血鬼に襲われてないから言えるんです！」

　突とつ然ぜんに正体不明の怪かい物ぶつに襲われ首に傷きず痕あとを残されたのだから、一五歳の少女には酷こくな体験だったには違ちがいない。これまでがっちりかぶってきた「良い子」の化けの皮もかなぐり捨てて拒きよ絶ぜつを表している。しかし。

　西登戸はおもむろに外したサングラスを胸ポケットに引っかけ、ドアの向こうへ静かに諭さとした。

「リア。この町でやっていくには、あれくらいのことは平気にならないと。それに、あの時はあなたが不注意だっただけで、吸血鬼を避さける方法は知っていたでしょう」

　単純に、夜に徒歩でうろつかなければ襲われることはない。前例が無いという意味だが。

「わたしが悪いんですかぁ!?」

　理性的な説得は、癇かん癪しやくを招いただけだった。自分の体験した理り不ふ尽じんな脅きよう威いを処理しきれない幼い心は、自らの責任を異い邦ほうの環かん境きようへ押し付けた。

「あんなガチ吸きゆうのいるここは、日本人の住む場所じゃないんですよ！」

「ガチ吸て……」

　吸血鬼を見たことはないが空を飛んでいるドラゴンなら見かけた松井は、呆あきれつつも強くは責められない。あんなのの類たぐいに襲われたのならトラウマにもなるだろう。

　一同が声をかけあぐねていると、川上がふと気付いた。

「あれ？　ユキちゃんは？」

「ユキなら、さっきスマホをカベ確かくしたら着信あったからかけ直してるよ」

　カベ確、というのは十そ六ろ門もん市特有のスラングで「スマートフォンを壁かべに接せつ触しよくさせて着信があったか確認すること」を意味する。移動中以外は延ばしたリールを壁へき面めんに接触させておくのが基本だ。

　松井の答えに、川上は「まっ」と口元に手を当てた。今をときめくアイドルにしては古風な仕草である。

「例の、ちょっとイケメンだけどかなり冴さえない元カレから……？」

「わざわざ外に出てかけ直してたから、そうじゃないかな？」

「あなたたち、滅めつ多たなこと口走らない！　あの市長の冴えない息子むすこは優ゆ姫きの元同級生ってだけよ。それが事実フアクト！」

　すかさず入った西登戸の叱しつ責せき。川上と松井は素す直なおにうなずいた。あれが容よう姿し端たん麗れいで才気走った令息ということであれば嫉しつ妬ともしたろうが、鵐目翌はいかにもボンクラな雰ふん囲い気きの冴えないぼんぼんだ。

（アイドルになったユキちゃんを見て、しつこく復ふく縁えんを迫せまってるんだとしたら面めん倒どうだなぁ……）

　リーダーの川上としては、メンバーのプライベートな問題の一次対応も役割だ。あの濡ぬれ鼠ねずみのしょぼくれた姿が妙みように似合う冴えない少年のことで月つき野のが悩なやんでいるなら、積極的に相談に乗らねばならない。

　などと責任を感じているところに、その月野優姫が戻もどってきた。スマートフォンを片手に、西登戸に会え釈しやくしてから烏丸の部屋の前にとことこと歩み寄る。

　何をするのかと西登戸たちが見守る中、トントンとノックして、烏丸に呼びかける。

「あのねリアちゃん。ちょっと聞いてほしい話があるんだけど」

「……なんですか？」

「リアちゃんは、あのヴァンパイアって怪物が恐いんだよね」

「…………まぁ、そうです」

「でもそれ……このままメヘンから帰ってもずっと恐いままになると思うよ。解わかるんだ、わたしも臆おく病びようで、一人で夜道を歩くだけで子供の頃ころに見たゾンビ映画を思い出して心臓ばくばく言うもん」

　そこで月野は、言葉とは裏腹な強い声を出した。

「帰るなら克こく服ふくしてから帰ろうよ」

「克服……自己啓けい発はつとかですか？」

　ドアの向こうから胡う散さん臭くさそうに訊きいてくる烏丸に、それまで落ち着いて話していた月野は困り顔になった。

「……わたしも、よく解らないんだけど」

「はぁ？」

「シューテム・ハーツのアイドル力りよくで、あのヴァンパイアを倒たおしてみない？」




　……………………




　烏丸だけでなく、他ほかの三人も意味が解らず言葉を失う。

　しかし、月野が差し出したスマートフォンの画面には「ヴァンパイア封ふう印いん作戦についてシューテム・ハーツ様への協力要よう請せい」と題された、市庁舎からの正式な書面が表示されていた。

「「「はぁっ!?」」」

　ホテルの廊ろう下かに西登戸プロデューサー、川上桃もも絵え、松井華か宙ゆう紗しやの素すっ頓とん狂きようなユニゾンが響き渡わたり、烏丸糸雀がこっそちりとドアを開けてその様子をうかがい見た。




　　　　◇




　同日夜──市庁舎、中央会議室。




　蛍けい窓そう灯とうとも呼ばれる化学照明に照らされた円えん卓たくに、日本とメヘンのヴァンパイア対策担当者がずらりと並んでいた。

　錚そう々そうたる面々の面つら構がまえが疲ひ労ろうの影かげで隈くま取どりされている様は、部屋の薄うす暗ぐらさと相まって密室に異様な緊きん張ちよう感かんを醸かもしている。

　十六門市長、鵐目夜明が会議の始まりを告げた──「十六門市メヘン国ヴァンパイア事件緊急対策会議」。

　直後、性急に手が挙がる。

「まずは、確かく認にんされているヴァンパイアの性質ですが──」

　メヘン国治安維い持じ組織・両りよう頭とう蛇じや騎き士し団だん軍ぐん謀ぼう祭さい酒しゆオーサン・テウゼン。

「今回の出現範はん囲いは、王国外周の野営地に多かった過去の例とは逆に市街地に限られます。現在の被ひ害がい者しやがニッポン人のみであることから、ニッポン人の住む町中のみに現れているものと推測されます。ほとんどエルフだけが住む樹海付近には目撃報告もありません。

　出現パターンはまさに神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。夜道を歩く被害者の前に忽こつ然ぜんとして現れ、立ちすくんだり逃にげ出したりした被害者の背中に回って首に嚙かみつき、血を吸います。手口は偏へん執しゆう的てきなまでに一定で例外はありません。

　また、従来の定説通り浮ふ遊ゆうして移動し、攻こう撃げきを受ければ霧きりに変じて無効化。逃とう走そう時にはコウモリの群れへ変身して空へ逃げる様も目撃されています。

　襲おそわれた際の対たい抗こう策としては、水中に逃のがれることが有効です。理由は不明ですが追ってこないことが確認されています」

「付け加えるなら」

　と、十六門市特別警察警けい邏ら課長吾ご来らい隼はや人と。

「被害者や目撃者は、襲われる寸前や逃走時にコウモリの鳴き声のような、あるいは革かわか表面のつるつるしたゴムを擦こすり合わせるような音を聴きいたと証言しています。

　そうですな？」

「は、はいっ。確かに聴きました」

　末席に生き真面目まじめな視線を送られ、証言者の一人でもある翌は忙せわしなくうなずいた。新調した黒スーツでしかつめらしく装よそおっているものの、やはり高校生の出席は激しく場違いだ。母が出席していることはプレッシャーにしかならない。

　隣となりに座った勇者リーンが、机の下で「うろたえンなよ」とでも言いたげに足を踏ふんでくる。スタジオで踏まれた時とは違って、柔やわらかく元気づけるような力加減だ。くすぐったくて肩かたの力が抜ぬける。

　リーンは普ふ段だんの洋服ともアイドル衣い装しようとも違う、質素な騎士見習いの衣装を身につけていて別人のようにも見える。翌は今さらになって行き合った自分の知らないリーンの顔をつい盗ぬすみ見てしまう。

「個体数は？　確認されているのですか？」

　市長が、オーサンに向けて尋たずねる。騎士団の情報分ぶん析せき担当を任じられた初老の男は、騎士団長がうなずくのを見てから答えた。

「被害者や目撃者の証言から、最低でも男女の二体が存在すると思われます。が、二体以上のヴァンパイアが同時に活動した例がないことから、単体が男女に姿を変えることができるのかも知れません。

　確認されている能力は以上です」

　オーサンが着席し、市長と騎士団長の背後に設置されたホワイトボードに今語られた情報がメヘン語と日本語で張り出される。

　ざわついたのは主に、市庁舎と特別警察の面々だ。

「なんてことだ……これが大真面目な現実だってんだから」

「まるでホラー映画の吸血鬼そのままじゃないか」

「メヘンだなぁ……ああ、メヘンだ」

　当然ながら対応に頭を抱かかえている。市内でも見かけるドラゴンや巨きよ大だいな犬、騎き鳥ちようなどは現世の動物の延長にある生物だ。対物ライフルの二、三発も撃うち込めば殺害も難しくない。ショッピングモールに現れたゾンビも現象としては脅威とは言えなかった。しかし変へん幻げん自じ在ざいのヴァンパイアとなると一気にオカルトの領域だ。

　メヘンの陣じん営えいはある意味、さらに深刻だ。自分たちの世界から連れてきてしまった怪かい物ぶつが、なぜか日本人ばかりを襲っている。なんらかの疑いをかけられても仕方ない状じよう況きようだし、悪いことにそれを晴らす方法がない。

　転移する前から何百年にも亘わたって倒し切れていない仇きゆう敵てきなのだから。

　だが、不可逆の移民を行った直後の今回は、なんとしてでも討とう滅めつしてみせねばならない。ヴァンパイアが活発に民たみの生き血を吸う事件の前後には疫えき病びようが蔓まん延えんする──そんな伝承があればなおさらだ。

　今のところ、メヘン側の対策案としては囮おとりを用意してヴァンパイアを誘ゆう導どうし、密閉された水みず牢ろうのような空間に閉じ込めてしまう作戦の決行だ。問題は、そんな完全な水牢を作るには日本の科学技術の援えん助じよが必要なことと、その恥はじを忍しのんだとしてもそもそも誘導する方法がないことだ。

　メヘンと、日本。同じ会議の場に居ながら、お互たがいに真意を測り合って分ぶん裂れつしてしまっている。これでは、霊れい楽らく祭さいの前に目め処どを付けるべく、両者が知ち恵えを出し合う場として設けられた緊急対策会議の意味がない。

　そんな中。

　メヘンの勇者リーンと十六門市長の息子鵐目翌。

　二人は視線を交かわし、うなずき合って。

「発言……よろしいでしょうか？」

　翌が挙手して、リーンとともに立ち上がった。彼は市庁舎関係者で唯ゆい一いつ、ヴァンパイアの撃退に成功した当事者として参考人の格で呼び出されている。本来なら証言をするだけの役割で、会議に介かい入にゆうする立場にはない。

　市長は答えず、騎士団長を見た。壮そう年ねんの騎士団長は面子メンツにこだわる性格だったが、だからこそまがりなりにも自国の勇者の顔を潰つぶすわけにはいかない。面おも白しろくもなさそうにうなずいた。

「発言を許可します」

　市長の許しを得て、翌はネクタイの位置を据すえ直し、口を開く。

「先ほどヴァンパイアの特質が挙げられましたが、一点、漏もれがあったようです。

　ヴァンパイアは鏡には映らない。こちらの世界の写真にも写りませんでした」

「なるほど、言い忘れておりました」

　オーサンは素直に認めた。見るからに几き帳ちよう面めんな性格だ。しかし、

「それは、だって、対抗する上では意味のない情報だからだろう。目で見えるなら問題にはならんさ。そちらの機械が役に立たないのは気の毒だがな」

　騎士団の幹部の一人は歯し牙がにもかけない。それどころか機械の無力さを嘲あざ笑わらうようなトーンがあった。

　翌は、その発言に深くうなずいた。

「そう。ヴァンパイアに機械の眼めは無力なんです。でも不思議なのは、人間の眼も機械の眼も仕組みは変わらない。目玉の奥の画板やフィルムに反射した光が焼き付いて結ぶ像を取得する装置です。

　であればなぜ、ヴァンパイアは人間にだけ視えるのか？」

　場の空気が、少しだけ変わった。

　まだ翌の言葉を真しん剣けんに受け止める者は少ない。しかし、好こう奇き心しん。それを引くことには成功しようとしていた。

「ひょっとしたら我われ々われにも、ヴァンパイアは視みえていないのではないでしょうか？」

　反射的に起こりかける反発の声を、騎士団長は片手を挙げるだけで鎮しずめてみせた。だがそれは一同の不満を消したのではなく、自分に集めただけだ。ぎろりと、魔ま獣じゆうとの戦いで幾いく多たの激戦と惨さん劇げきを見つめてきた瞳ひとみが翌を見据える。

「……御ご子し息そく、何が言いたいのかな？」

　翌が半歩たりと引き下がらずに済んだのは、他の者には見えない角度でリーンに尻しりを引っ叩ぱたかれたからだ。

「ヴァンパイアは実体を持たない、完全に透とう明めいな存在だということです」

「しかしそれでは、ヴァンパイアの方もこちらが見えないのではないかな？」

　これは市庁舎側からの発言だ。もし眼球が透明なら光線を反射せず、従って網もう膜まくから脳に像を取得することができない。

「はい。ですから、恐おそらく奴やつは、音で周囲の情報を認識しています。俺……いえ、わたしが襲われた時、ずっと耳鳴りがしていました。後で訊きいたらリーンも月野優姫もヴァンパイアと対たい峙じしている間中、同じような状態だったようです」

「恐ろしく解像度の高いソナーのようなものか。なるほど、コウモリのイメージにも通じるが……」

　小型で眼の退化した種類のコウモリは、口から発する超ちよう音おん波ぱの反はん響きようで障害物や獲え物ものの位置を把は握あくして飛行・捕ほ食しよくをするという。

「大量の水に弱いというのは、空気中と水中では音波の伝達速度が違ちがいすぎて制せい御ぎよが利きかなくなるのかも知れません」

　騎士の一人が翌に指を突つき付ける。

「待て待て。透明だ？　現に目撃者がいるだろう。君もヴァンパイアを見た一人だ」

「ええ。ですが、わたしが女のヴァンパイアを見た時、リーンたちには別の姿で見えていました」

　翌に目を向けられ、リーンが口を開く。

「ボクには苦み走った感じのオッサンに見えたよ」

「過去の事件の資料を見せてもらいましたが、どうやら男には女の姿で、女には男の姿で見える確率が高いようです」

「その規則性と、人間態たいの姿を変えられる可能性は以前から指し摘てきされていました」

　オーサンの同意を得て、翌は話を一歩進めた。

「いくら変幻自在でも、同所で同時に複数の姿が観測されたということは、単純な変身能力ではありえません。奴の姿を決定している要因は、ヴァンパイア自身ではなくこちら側にあると見るべきです」

　話しながら「こちら側に」のところで自分の頭を指してみせる。

「それなら霧だろうがコウモリだろうが、どんな姿になれるのも説明が付きます。映像は相手の側がわにあるのですから」

　市長が微かすかに身を乗り出した。

「脳に直接幻覚を見せていると？　意図を持ってそんなことができるというの？」

　これには勇者が答えた。

「ボクの仲間のエルフによれば、精神樹海のように精せい霊れいの濃のう度どが高い場所では精霊は人間の精神活動に干かん渉しようするし、それを目的とした精霊術も使えるらしい。

　ヴァンパイアが精霊に近い存在なら、普通の精霊と同じように不可視なのも当然だし、相手の頭の中に直接イメージを見せることくらいできるだろう」

「っ……意志を持って人を襲おそう精霊など聞いたこともないっ」

　騎き士しの一人が反はん駁ばくしたが、微び妙みように勢いがない。転移の以前、永年に亘って奇っ怪な怪物と戦ってきた中年の騎士は、前例主義の無力さを知っている。

　と。

　不意に。

　翌とリーンの背後、会議室の扉とびら。それが外から開かれ、小さな人ひと影かげがとことこと入ってきた。

　近くに居た騎士が無断の闖ちん入にゆう者しやを怒ど鳴なろうとして、口を開いたまま絶句した。一いつ瞬しゆんにして騒そう然ぜんとなる室内。

　特にメヘン側の面々は劇的だった。一いつ斉せいに席を立ち、その場で拝はい跪きする。リーンも同様だ。翌はその所作の美しさに驚おどろいた。

　その翌や日本側の出席者は全員が立ち上がり、直立のまま来訪者を迎むかえる。

「席に着いて下さい。ここはわたしを迎える場ではないはずです」

　鈴すずを転がすような声こわ音ねには幼さが残るが、口調は場慣れした威い厳げんに満ちていた。

　──巫女みこ王シータ。吹ふけば飛びそうな体を白地に金の縁ふち取どりがなされた法ほう衣いに包み、右に帯たい剣けんした女性侍じ従じゆう、左にサングラスをかけた巨大なキノコを従えている。

　鷹おう揚ように場を見回し、自然と寄り添そったリーンに手を引かれて市長と騎士団長の間、最さい上じよう座ざへ収まる。

「陛下、何なに故ゆえこのような場に……王城と同どう屋おくとはいえニッポンの管かん轄かつ域を一人で出歩かれては困ります。事前に警護の手配を──」

　まだ跪ひざまずいたまま問いかける騎士団長。巫女王は無表情に返した。

「問題ありません。リオンと早ぱや木き野の課長が随ついてくれていました」

　地下の温泉で翌と話す時と同一人物とは思えない落ち着きぶりだ。翌の近くの席に座っていた若い騎士が「あれが死しに神がみ信徒と有肢マイ菌類コニドの英えい雄ゆう……」と戦せん慄りつに似た声を出して汗あせを拭ぬぐっていた。シータをエスコートしてきたのは相当な有名人と有名菌きんらしい。後者は帰化申しん請せいして公務員をやっているが。

　巫女王が再度号令し、日メの出席者が席に戻もどる。騒然の一時は去り、にわかに訪おとずれた静せい寂じやく。一礼の後に発せられた市長の言葉が、会議室にぽとりと落ちる。

「陛下、この会議に御意見がおありでしょうか？」

「──シトドメアクル殿どのがヴァンパイアの特性を仮説してくれたお陰かげで、彼かの者の正体にようやく目星が付きました」

　場の視線がシータに集まる。あらかじめリーンからヴァンパイアについて判明した事実と翌の推論を聞かされていたシータは、今の今まで巫女王のみに立ち入りを許された書物庫を渉しよう猟りようしていたのだ。
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「二代目巫女王カリクローの時代のことです。

　猛もう毒どくの魔獣バシリスクとの戦いの中、徹てつ底ていした防毒対策をしていたはずのメヘン国内に疫えき病びようが流行し、多くの死者を出す事件がありました。

　感染源は間もなく判明しました。滅ほろぼされた国からメヘンに流入した難民です。バシリスクの毒は、感染力が高い上に発はつ症しようまでの潜せん伏ぷく期間が全くの不規則という、敵性種絶滅のためだけの進化を遂とげた代しろ物ものです。一見健康な亡命者でも、何年も経たってから発症し周囲の住民ともども惨ざん死しすることも珍めずらしくはなかったようです」

　参加者全員、黙だまって傾けい聴ちようしているが腑ふに落ちない雰ふん囲い気きはぬぐえない──それがヴァンパイアとどう関係するのか？

「対策は困難です。人類一丸となって魔獣に立ち向かわねば滅びるしかない時代、難民を拒きよ絶ぜつして人々の結束にひびを入れるわけにはいかず、またいくら管理しようとしても流民の入国を完全に防ぐことはできません。

　事態を重く見たカリクロー巫女王はバシリスク討とう伐ばつを勇者に命じる一方、領内の防疫を徹底するため、新たな精霊術を編み出しました」

　当代の巫女王はそこで言葉を切り、一いつ拍ぱく置いて結論を口にした。

「──国外から来た者を特定し、採血して『毒』の有う無むを調べ、有毒と判断すれば……残ざん酷こくですが殺処分する自律精霊体です」




　──巫女王の語ったヴァンパイアの正体に、会議室は再び沈ちん黙もくに満たされた。情報を咀そ嚼しやくし、そこからどうするかを黙考する静けさだ。

「記録されている精霊体の性質と酷似していて、恐らく間違いありません。バシリスクの討伐後も自動防疫機構として数百年に亘わたって稼か働どうしましたが、罹り患かん者を殺害してでも拡散を防ぐ業ごう深き術。王おう統とうでも特に秘ひ儀ぎとして伏ふせられてきた結果、やがて忘れ去られてしまったのでしょう。

　……本来なら時間とともに自然消しよう滅めつする術だったはずが、何かの間違いで今こん日にちまで持続してしまいました。そのために動作が不安定で、突とつ発ぱつ的に活動を始めたのでしょう」

　巫女王の補足が淡たん々たんと続き、とりあえず……という風に騎士団長が言葉を継つぐ。

「ヴァンパイアの正体を公表するわけにはいきませんな」

　日本人を流民と判断し、疫病の有無を判定するために襲って回っているのだ。市民に知れれば悪感情を招くことは間違いない。そもそも、存在自体が精霊術統治の闇やみの部分に属するものだ。

「正体が知れた今、精霊術などで倒たおすことはできないのですか？」

　市長の問いかけに、巫女王は力なく頭かぶりを振ふった。

「すみません。巫女王の力が最も強かった頃ころ、何者にも妨ぼう害がいされず病原を排はい除じよする機構として作られた存在。当代の精霊術では解消は難しいと思われます」

「なに、水という弱点つけめはあるのです。大規模な包囲網もうを敷しいて精霊術で追い込めば──」

　巫女王の御ご前ぜんで舞まい上がったか、騎士の一人が勢い込んで提案した。しかし騎士団長が言下に否定する。

「間もなく霊れい楽らく祭さいなのを忘れるな。そんな作戦を決行すれば町中が水みず浸びたしで滅め茶ちや苦く茶ちやになるぞ。時期が悪い」

　それだけのことをしてもヴァンパイアを倒しきれる保証はない。かといって、これ以上対策を引き延ばすわけにもいかない。

　正体が判わかったところで手て詰づまり──皆みながそう思う中、一人。

「時期は……むしろ絶好だと思います」

　回転の途と切ぎれた議場に言葉を突き込んだのは、鵐目翌だ。騎士団長が鋭するどく睨にらむ。

「どういう意味だ？」

「祭りとレジアを利用してヴァンパイアを追い詰めるんです。人知れず、密ひそかに」

　巫女王シータは傍かたわらに控ひかえ立つ勇者リーンを仰あおぎ見て、少し驚いた。シータの知るリーンよりも少し大人びたような微び笑しようとともに、うなずいてきたからだ。

　翌に目を移し、問う。

「アクル殿。正体が判ったとはいえ、歴代の勇者ですら勝てなかったヴァンパイアです。

　策が、あるのですか？」

　翌には発想はあっても自信はなかった。だが、シータの目の中に巫女王としての自責と少女としての不安を見て取ってしまったから──格好付けてみたくなった。

　似合いもしない不敵な笑えみを浮うかべ、まるで練達の軍師のように請うけ合ってみせたのだ。

「実行するための技能者タレントとは、すでにコンタクトを取っています」




　言ってしまった後で母親も見ていることを思い出して死ぬほど恥はずかしくなったが、今さら引き下がれなかった。




　　　　◇




　──翌日、そろもんタワー（旧十六門市中央電波塔とう）内、高層階ミーティングルーム。




「あれがレジアの発信器……」

　一見してそれは「なんか黒い板をメチャクチャに捻ひねった物体」に見えた。前衛芸術家なら「空間の進しん捗ちよくに発はつ狂きようする飛行の意志」とでも名付けそうなオブジェである。

　実際には、メヘンで採れた鉱石を日本の科学理論で成形した全方位超ちよう高周波投射装置という舌を嚙かみそうな装置だった。マイク状の伝でん声せい器きからこのオブジェに音声を吹き込み、受信用に加工された同鉱石に増ぞう幅ふく共鳴させることで、離はなれた場所で音声を再生することができる。

　一部がガラス張りになった天てん井じようからオブジェを見上げ、シューテム・ハーツのプロデューサー、西登戸千穂はサングラスを外して目を細めた。

「なんとも……豪ごう快かいね」

「ミスリル鉱石の特性のお陰で実現した、原始的なまでに単純な仕組みですからね。もう送受信のテストも終わって、晴天なら市内全域で受信できるのが確かく認にんされてます」

　ざっと解説したのは鵐目翌だ。西登戸に率いられたシューテム・ハーツの面々を迎むかえて、水圧式エレベータで地上数十メートル、天井の一部がガラス張りになった円形の会議室に招き入れた。

　商談である。

　ホスト側は翌と鶴賀、それともう一名。彼らにうながされて皆が席に着く中、翌は目に留まった少女を呼び止めた。

「よかった。あれ以来、部屋に引っ込んでるって聞いてたから来てくれないかもって思ってたんだ」

　烏丸糸雀は、何かの抵てい抗こうだとでも言うように野や暮ぼったい部屋着で来ていた。トレードマークのツインテールも解いてしまっている。

「……あのガチ吸きゆうを駆く逐ちくできるって聞いたから来たんです。与よ太た話だったら帰ります」

　口調は丁てい寧ねいだったが、込められた感情は反抗的だ。一度本ほん性しようを見せた相手には容よう赦しやないらしい。

　ガチ吸……？　と、翌は困り笑いになったが、持て余すほどではなかった。やっぱり少し、朝霞に似ている気がする。

「君たちの協力があれば、あれを封ふうじ込められると信じてるよ」

「ぁっ……」

　烏丸を護まもるように肩かたを抱だいていた素す晴ば子こが何か言いかけたが、西登戸の「早さつ速そく始めましょうか」という声に遮さえぎられてそそくさと卓たくに着いた。一いつ瞬しゆんだけ翌と目が合って、何も伝え合えず、でもなんとなく安心する。

　全員が席に着き、鶴賀と翌が手短に社交辞令を述べるが早いか、西登戸が一息に切り込んだ。

「それで、烏丸を襲おそった怪かい物ぶつを相手にしてシューテム・ハーツになんの協力をしろと？　あらかじめ言っておきますが、危険のある仕事ならお断りさせていただきます」

「危険はありません」

　翌も即そく座ざに断言する。西登戸の眉まゆが跳はねる。芸能界の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた彼女をして、この実に微び妙みような立場の少年の真意はらが読めない。月野に訊きいたところでは「すごく普ふ通つうだけど、ごくたまに突とつ拍ぴよう子しもないことをしだす」少年らしいが。

　その鵐目翌は、天井を見上げてから言葉を続けた。

「レフュジー・キングダムは霊楽祭の日、レジアのオープニング放送でトークと、このタワー前の広場でするライブの中ちゆう継けいを行う予定です」

　ずいぶんと話が飛んだ。西登戸はにわかには意味が解らず、困こん惑わくの声を返す。

「……まさか、それとバッティングするシューテム・ハーツのライブを中止にしてほしい……というわけではないわよね？」

　シューテム・ハーツも霊楽祭の機会を逃のがすつもりはない。王城と市庁舎の後ろ盾だてがあるレフュジー・キングダムの手前、大きな会場は押さえられなかったものの、市民公園でライブを決行する予定が組まれていた。

　そのせいでレフュジー・キングダムやレジアは打だ撃げきを受けるかも知れないが、配はい慮りよを強しいられる筋合いはない。ここは日本でもあるのだから。天下のガールズ・アッセンブルＥえくせＸれんとが何を遠慮するものか。

　だが、少年の提案は西登戸の想像を絶するものだった。

「ええ。そのレジアのオープニング放送への出演権、及およびタワー前広場でのライブ許可を全すべてそっくりシューテム・ハーツにお譲ゆずりします」

　意想外の発言に、驚おどろきと、間合いを取り合う沈黙が落ちた。

　次に発言したのは我が慢まんできなくなった松井華宙紗だ。鉄火肌はだなところのある彼女は、頭越ごしに事が決するのを良しとしないところがあった。

「ちょっと意味が解わかンない……です。その晴れ舞ぶ台たいを譲る代わりに何かしろ、ってこと？」

　翌はその問いを予想していた。淀よどみなく答える。

「いえ。我われ々われからのお願いは、その仕事を受けてほしいというだけです」

「そんなの……そっちになんの得があるんですか？」

　リーダーの川上桃絵も話に加わり、当然の疑問を口にした。

「あのヴァンパイアに対処するのに必要なんです。この役目は、今のレフュジーでは不確実になる。

　絶対的な人気を誇ほこるシューテム・ハーツにしか頼たのめないんです」

　それから翌は、霊楽祭の当日に行われる「作戦」について、ヴァンパイアの正体をぼかしつつ特性のみは明言しながら説明した。




　聞き終えた烏丸は、身を乗り出して翌へ食ってかかった。

「……突拍子もないってレベルじゃないです。本気で言ってるんですか？」

　翌は威い儀ぎを正して、真っ直すぐにごまかさず見返した。

「俺の妹は、君と同じくらいの歳としの日本人だ。背せ丈たけもおおむねどっこいで、顔かたちはそうでもないけど、性格はどこか似てる気もする」

「……それがなんです？」

「そう思えば本気にもなる。俺は兄貴なんだ。君を傷付けた存在を放ほうっておきはしない」

　確かに本気だった。大おお真面目まじめに言い切った。

　だからこそ一同が信じ、そしてどん引びきだった。特に烏丸は露ろ骨こつに鼻白んだ。

「い、妹さんに気持ち悪いって言われませんか……？」

「……よく言われるかな」

　烏丸としては罵ののしったつもりだったのだが、そう気弱な困り顔で受けられると毒気を抜かれる。要するに恥ずかしい人なんだ……と、直視できなくなって隣となりを見ると、月野優姫と目が合った。なんでだか悟さとったような優やさしい顔をしていた。

　妙な脱だつ力りよくの間まを縫ぬって、西登戸が咳せき払ばらいとともに事務的な声を滑すべり込ませた。

「……ところで、レジアの出演を譲られても、わたしたちにはメヘン語のできるメンバーはいないわ。トークや司会のサポートは考えて下さっているのかしら？」

「ええ、それはもちろん」

　これには鶴賀が答えて、部屋にいる最後の一人に目を向けた。皆の視線を受けたその女性は、胸の前で両手を握にぎり合わせてみせた。

　エルフの文化で、握あく手しゆのような意味の仕草だ。

「通訳兼けん司会のフィッカ・リッカです」




　──仮契けい約やくの手続きと打ち合わせの終わった後。

　翌は、部屋から出て行くシューテム・ハーツの最さい後こう尾びにいた素晴子を小声で呼び止めた。

「月つき白しろ……ありがとうな」

「何が？」

「月白が協力要よう請せいを受けるように説得してくれたんだろ？　西登戸さんにそれとなく言われたよ」

　素晴子はどう返したものか迷うように、窓まど際ぎわまで歩いた。見下ろすと、異世界の都と一体化した先進都市の異様な景観が一望できる。ちょっとした展望室だ。

「……別に、翌くんのためってわけじゃないよ。リアちゃんが立ち直ってくれないとシューテム・ハーツも困るし」

　翌も素晴子に並んで、町並みを見下ろした。彼の場合は、もうこの景色にも慣れつつある。勇者やドワーフやエルフと起居をともにしていれば、そうなる。

「ホントにアイドルなんだな、月白」

「……成り行きだよ。あんまりにもとんとん拍子でここまで来ちゃって、実感も自信もない」

　翌は腕うで組ぐみして、「いやいや」と訳知り顔をした。

「ヒーローはみんな、そんなもんだよ。偶ぐう然ぜん手に入れてしまった力をどう使うかで悩なやみ続けるんだ。積み重ねて手に入れた力は、その過程でしがらみが生まれて使い方の方向性が決まってるけど、ぽっと出の力だから無む軌き道どうで、どう扱あつかっていいのか悩んじゃうんだ。

　それが面おも白しろいんだけどね」

「……それはマンガの話でしょ」

　呆あきれ顔になったものの、今の素晴子の立場がマンガみたいに現実味のないものだというのも事実だった。だからふわふわと落ち着かない。以前の、地に足の着いた、翌といっしょにいた平へい凡ぼんな毎日に戻もどりたいと思ってしまう。

　翌はどうなのだろう。盗ぬすみ見ると、翌は町を見ていた。

「でも俺は、この町で勇者に会ったよ。本物のヒーローに」

　ゲームとかに出てくる勇者は、英語では Hero って訳されてるんだよ──そういえばこの人は、そんなどうでもいいようなことを教えてくれた。と、素晴子は思い出した。

　そして、烏丸が吸きゆう血けつ鬼きに襲われたあの日、翌の隣にいたボーイッシュな少女の顔を頭に浮うかべる。あの少女は、誰だれかを助けるのに一瞬も迷わなかった。翌や仲間を信じて立ち止まらず、行動し続けていた。そして悟る。

　今の翌は、あの子に夢中なのだ。だから帰ってこなかった。母親のことだとか、他ほかにも理由はあるのだろうが、結局はそれなのだ。

　自然と拳こぶしが握り締しめられる。きっと、ここで逃にげてはダメなんだ、と、苦い後こう悔かいの経験が教えてくれた。

「ねぇ、翌くん」

「ん？」

「……そもそも、なんで勇者がアイドルやってるの？」

　まずは知ることから始めよう。素晴子の挑ちよう戦せんはそれからだ。




　　　　◇




　それから霊れい楽らく祭さいに向けて、アイドルたちは最終調整の段階に入った。

　それぞれライブの会場ステージは変わったが、新曲を大々的に発表し新たなファンを獲かく得とくするという目標に変わりはない。

　市外から呼んだトレーナーの指導の下もと、レフュジー・キングダムの四人は特とく殊しゆなステージでの公演に耐たえるべく厳しい特訓を積んだ。具体的にはアウターターミナルに隣りん県けんの建築会社から耐たい震しん実験車を呼び、その中でも歌って踊おどれるように訓練を重ねた。

　最初の内、乗り物に弱い朝霞はあっと言う間にグロッキーになって翌が介かい抱ほうするはめになったが、弱音の一つも漏もらすことなく何度もトライして体を慣らしていった。

「ずいぶん張り切ってるな」

　休きゆう憩けい時間。応おう援えんすべきか自愛を促うながすべきか迷って中ちゆう途と半はん端ぱになった翌の言葉に、朝霞はかぶったタオルで顔をわしゃわしゃしながらぶっきらぼうに言い返した。

「……翌だって、あの人に良いいところ見せようって動き回ってるんじゃないの？」

「だから……月白とは付き合ってたわけじゃないって」

「でも、好きだったんですよね？」

　ノエルまで話に入ってきた。ちょっと思い詰つめたような目付きだ。不意に詰め寄られて、翌は仰のけ反って背後の壁かべに頭を打ち付けた。

「好きって言うか……友達だよ」

「要はフラれたんだろ」

　リーンは興味なさそうにストレッチしていたが、話はちゃっかり聞いていたようで核かく心しんを一撃で貫つらぬいてきた。

　翌がシューテム・ハーツに協力を求めた件で、三人ともどこか剣けん吞のんな雰ふん囲い気きだ。一応、事前に了りよう解かいは取っていたのだが、やはり商売敵がたきのはずのグループに助けを求めることが根本的に気に入らないのだろう。

　素晴子をパイプ役にして交こう渉しようしたことも、何か裏切り者のように思われているのかも知れない。

　得体の知れない重圧に肩かたを縮めて、トイレに行こうと席を立った翌の前に、レレレリカが立ちはだかった。レフュジーの四人の中でも頭一つ分高身長にもかかわらず、彼女の挙動には全く気配がなく殊こと更さらに肝きもを冷やされる。

「れ、レレさん……？　何か？」

「アクルにいなくなられると困る」

　レレレリカは可愛かわいらしいステージ衣い装しようを着ていても怜れい悧りな美び貌ぼうで隙すきがない。しかしその声こわ音ねには、こちらの心臓を冷たく騒さわがせるような揺ゆらぎがあった。

　えっ？　と目を白黒させる翌に、レレレリカは最近持たされるようになったスマートフォンをよたよたと操作して、この間の「練習」の時に撮さつ影えいした写真の一枚を表示させた。翌に撮影されながら、やや顔を伏ふせ体を縮こまらせているレレレリカの写真だ。

「ちょっとブレてるけど、スタジオでカメラマンの人に撮とってもらった写真よりも『可愛い』。わたしはきっと、アクルに見てもらうのがいい。

　だから、いなくならないで」

　翌は自分の顔が真っ赤に上のぼせる音を聞いた気がした。いや、自分を可愛く見せるためのある種の装置として求められるのだとは思うが、それでもレレレリカのような美女にここまでストレートに言われると受け止めきれるものではない。

　他の三人からは反対に冷たい視線を向けられていることに気付いて、はッと我に返る。

　それから深呼吸して、自分の髪かみをくしゃりとかき混ぜて、皆みなに向き直る。

　頭を下げて、言った。

「俺は、リーンがこの世界で誰にでも認められる勇者になるまで、レフュジー・キングダムの助けになりたい。誰も見たことのない、新しい形のヒーローの誕生を見届けたい。

　それが俺の野望なんだ。それまでは、離はなれろったって離れない。いっしょにやらせてほしい」

　四人の少女は、「どうする？」とでも言うように視線を交かわし──リーンが代表して前に出た。

　すぅっ……と案外に主張のある胸いっぱいに息を吸い込み、一気に吐はき出す。

「逃げるつもりでも逃がしはしないよ。ボクが勇者アイドルなんてふざけたものになったのはアクルのせいなんだ。

　元カノが敵に回ろうと最後まで付き合ってもらうからな！」

　ノエルがふんふんとうなずき、レレレリカがスマートフォンの中の自分を見つめ、朝霞が腕組みしてそっぽを向く。

「だから違ちがうって……」

　翌はげっそりしつつも、この少女たちに捨てられずに済んだことに安あん堵どしていた。




　　　　◇




　──かくして、霊楽祭の当日がやってきた。




　ただでさえ異形の町が、この日のための装そう飾しよくを施ほどこされてさらに奇きっ怪かいな姿に変わっている。メヘンの流りゆう儀ぎで町中が巨きよ大だいな筆で描えがかれた絵画や文字で染め抜ぬかれ──この塗と料りようは特定の精せい霊れい術じゆつで熱を出さずに燃ねん焼しようして、祭りが終われば跡あとも残さず消え去る──、日本人が持ち込んだねぶた祭りめいた巨大な山車だしが家か畜ちく化されたドラゴンに牽ひかれて市道を縦断する。

　まだ瓦が礫れきの山になっている区画で、業者が持ち込んだ遊ゆう戯ぎ用のカートをメヘンの子供たちがきゃーきゃーと黄色い声を上げて乗り回している。地面が凸でこ凹ぼこなのでしょっちゅう転てん倒とうしているのだが、メヘンの子供は丈じよう夫ぶなので気にしない。自分らで立て直して彼らにとっては初めて触ふれる遊具を堪たん能のうしている。

　ポン！　ポン！　と立て続けに打ち上げられる花火の音は運動会めいたチープさだが、メヘンで実戦用の狼煙のろしとして開発された物だ。火薬が燃焼して描かれる図形が数十分間も滞たい空くうして、天はサイケデリックな悪夢のようにかき混ぜられた。




「いつにも増して、すごいことになってるな……」

　そんな異色を極きわめた町並みを眺ながめて、リーンは感心したような呆れたような声を出した。

　彼女らレフュジー・キングダムは、今夕の出番を待って市街周しゆう縁えんの道ばたで待機していた。更こう衣い室として使える、ステージ衣装の収納されたトラックが傍かたわらで晴天の日を浴びている。触さわると灼やけるように熱いので寄りかかれないのが腹立たしい。

「ヴァンパイアの事件は続いてるっていうのに、ますます盛さかんって感じね」

　乾かわいた風が砂を巻き上げる。朝霞は溜ため息いき混じりに呟つぶやいた。

　霊楽祭の迫せまるこの時期までヴァンパイアの跳ちよう梁りようは続き、夜間に外出した日本人が被ひ害がいに遭あっている。警告は周知されていたが夜の仕事をしている者はなかなか屋内に居続けることも難しく、どんなに用心深く振ふる舞まっても、ヴァンパイアは飢うえてでもいるかのように強ごう引いんに襲おそいかかった。死者こそ出ていないが、血を抜かれすぎて今も病院のベッドに貼はり付けられている被害者は一人や二人ではない。

　ノエルが困り笑いを浮かべた。

「メヘン人はちょっとした怪物のトラブルなら慣れちゃってるからね。ちょっとした不安は、もっと大きくはしゃいで上書きしちゃおうとしてるのかも。

　……今回の被害者はニッポンの人だけど」

「感化されてるってことかもね……わたしもいつの間にか、道ばたで手から火を出して魚焼いてる人だとか、馬ほどもある犬が町中を歩いてるのとか見ても違い和わ感かんなくなっちゃってるもん。毒されちゃったわたしって感じ」

「毒されたとか言ゆーな」

　と、ぼやく朝霞の髪をくしゃっと撫なでたのは、この暑い中、律りち儀ぎに黒スーツを着込んだ翌だ。さすがにネクタイは緩ゆるめていたが。

　妹から鬱うつ陶とうしそうに手を払はらわれ、リーンの隣となりに立って町を眺める。

「被害者には申し訳ないけど、これだけ貪どん欲よくに出現してるなら確実に捕ほ捉そくできるな」

「……ちょっと気が進まないな」

　リーンの呟きは独り言のようにも聞こえた。翌は無言だったが、視線をやった気配だけで聞き返した。

「あれはだって、元はメヘンを疫えき病びようから守るための存在なんだろ。必要なくなったから消しちゃうなんてさ」

「……姿は人間やコウモリだけど、心があるわけじゃないって巫女王様がおっしゃってただろ。あれはシステムだから。

　それに、放置すれば何が起こるか解わからないんだ。何か病原と見なされる日本人の血を吸ったら虐ぎやく殺さつを始める危険性すらある。今日を逃のがしたら──」

　リーンは激しく首を振って、翌の言葉を遮さえぎった。

「解ってるよ。気分の問題」

　気分の問題、をなおざりにするのはよろしくないぞと、翌は思った。

「……リーン。世の中にはさ、何も悪いことをしていないのに、時代が、周りの環かん境きようが変わったってだけのことで害になってしまう存在がある。あのヴァンパイアも、ショッピングモールの周りに埋うまってたゾンビと同じだ。

　この世界には勇者の敵はいないけど、その分の変化の結果は清算しなきゃならないのかも知れない」

「………………」

　リーンの頭をよぎったのは、鍛か冶じ師としての積み重ねを打ち砕くだかれながらラーメン屋として再起したドワーフの親爺おやじの、火傷やけどの多い腕うでだった。

「だから、あのヴァンパイアにも世界が変わったことを教えよう。ここが病びよう魔まの感染を殺しで防ぐ時代じゃないってことを。

　それが、今という時代を生きる勇者ヒーローの仕事だと思う」

　リーンは何も答えず──目を細めて空を仰あおいだ。翌はそんなリーンの手を握にぎった。

「それが罪なら、俺もいっしょだ」

　リーンはやはり答えなかった。ただ、手は握らせるに任せていた。




　　　　◇




　十六門を囲む山の端ははせっかちに夕日を吞のみ込み、町の陰か影げが紫し紺こんに暗くらむ。

　──霊れい楽らく祭さいのメインイベント、いにしえの精霊を象かたどった御み輿こしを黄金に染めたドラゴンに牽かせ、仮装した群衆とともに王城まで練り歩くパレードが始まろうとしていた。

　今年は同時に、レジアの第一回本放送も行われる予定だ。目でパレードを楽しみながら耳をレジアでうるおす。しかもレジアから流れるのは、今十六門市で最もホットなコンテンツ、シューテム・ハーツの新曲だ。

　昼と夜、現世うつしよと幽世かくりよの境である逢おう魔まが時は、ただでさえ祭りの最も盛り上がる時間だ。幻げん想そう文化を色いろ濃こく残したメヘン人と、朝霞いわく「毒された」日本人。十六門市民の熱ねつ狂きようは最高潮に達しようとしていた──




　レジアの受信器は、各面にデザインが施された立方体といった外見をしている。この中にタワーの発信器と共きよう振しんする鉱石と音量を増ぞう幅ふくする拡声機構が内蔵されていた。反はん響きよう板ばんのロックを解除するスイッチでオン、オフを設定できる。

　大型の物が各種施し設せつの壁へき面めんや街頭の柱に設置され、携けい帯たい可能な小型の物が申しん請せい者に配られて道行く人の手や首に提さげられている。

　定刻が近付くに連れて多くの人が街頭の受信器の前に集つどい、手元の箱のスイッチを入れる。

　そして。

　その放送が始まった瞬しゆん間かん、電波を使うラジオとは違い、ふわんと何か太った動物の鳴き声のような音が先走った。少しずつ波長が調整され、やがてよく通る少女の声を結んでいく。

『……します……も……ます……申します、申します……

　……あ？　調整されましたか？　これで聞こえてるんですか？

　…………失礼しました。これより、レジアの放送サービスを開始いたします』

　ただでさえ祭りでにぎわう群衆の間にざわめきが泡あわだって破は裂れつする。

「おおっ……本当に聞こえたぞ？」

「これがシューテム・ハーツの声か」

「違うでしょ、これメヘン語だし。レジアは翻ほん訳やくされないんだよ」

「じゃあ誰だれだよ？」

『こちらはそろもんタワー。レジア第一放送、タワー共振でお送りしております。

　最初の番組はシューテム・ハーツのトーク＆ライブ。わたしは日本語の聞き取れない皆みな様さまのため、司会進行を承うけたまわりました。劇団ネジマクラ所属フィッカ・リッカです』




　──その頃ころ、十六門市の中央道入り口付近。立ち入り禁止指定された区画にて。

「あ、フィッカさんの声ですよ！」

　ステージ衣い装しようへの着き替がえとメイクを整えたノエルが、梯はし子ごを登りながら顔を輝かがやかせた。腰こしに提げた小型レジアから、すっかり聞き慣れたフィッカ・リッカの声が聞こえてきている。

「始まったな」

　翌は、梯子の下で履帯キヤタバイクツムリにまたがってエンジンに火を入れながらうなずいた。

「相変わらず落ち着く声してるな。ノエルも負けられな……」

　と、ノエルを見上げてあわてて目をそらす。ノエルたちはアンダースコートのような物を着けているとはいえ、スカートの中が見えるアングルは心臓に悪い。

「翌」

　そんな時に話しかけられたので思わず背がすくむ。同じくステージ衣装に着替え済みの朝霞だ。

「ど、どうした？」

　朝霞は答えずに、キャタツムリに飛び乗って翌の背中に寄りかかった。

「おい……衣装が崩くずれるぞ」

「翌は、タワーの方に行かなくていいの？」

「……また月白の話か。何度も──」

　さすがにうんざりとして言い返そうとするが、

「いい加減、妹離ばなれしないとカノジョの一人もできないよ」

　背中にささやかれるように言われると、弱い。

「……妹がそんなに気を遣つかうなよ」

「気を遣わせないでよ」

「悪かったよ」

「悪いよ」

　……

「こうしよう」

「……何を？」

「朝霞に恋こい人びとが出来たら、俺はもう朝霞に構わないことにするよ」

「……それ、関係なくない？」

「そうだな。だから、俺が月白とうまくいかなかったのにも、朝霞のことは関係ないよ」

「……………………」

　おおむね一〇秒、お互たがい呼吸を止めて。

　すぅと大きく息を吸い、朝霞は反動をつけてキャタツムリから飛び降りた。

「行ってくるねっ」

　朝霞の屈くつ託たくのない声を聞くのが久しぶりだったことに気付いて、翌はわき上がる自己嫌けん悪おを必死に隠かくさねばならなかった。やっぱり自分は、リーンたちが言うほど妹のことを見てやれていない。

「おう。こいつで併へい走そうして見てるからな」

　その朝霞が梯子を登りきると──レフュジー・キングダムの四人全員が、パレードの目玉になる御輿に上がった。御輿と言っても人力で担かついで運ぶ物ではなく、下段に車輪が備えられ、メヘンでも大型の駄だ獣じゆうを金銀で彩いろどって牽けん引いんさせる。

　今年は、山中で捕ほ獲かくされたドラゴンが輿を引くことになっていた。件くだんのラーメン屋に落ちてきた飛ひ竜りゆうとは違ちがう、翼つばさがなく太い前足がある爬は竜りゆうという種類だ。外見はおおむね巨きよ大だいなトカゲで、見た目通り陸上を力強く走破する。頭部から一いつ対ついの角が生えているのが特とく徴ちようだ。

　元は魔獣に対する番犬として殖ふやされていた種族で攻こう撃げき的だが、この個体は大人しい性格で頭の上に乗った御ぎよ者しやに従順な態度を見せている。

　キャタツムリを徐じよ行こう発進させながら、御者に声をかけた。

「おっつけ向こうのライブが始まります！　こっちも市街に入りましょう！」

「よしきた！」

　乗りの良いい御者は、精せい霊れい術じゆつで手た綱づなに微び弱じやくな電気を流した。よく躾しつけられたドラゴンは、この刺し激げきを心地ここち良く思って乗り手の指示に従ってくれる。

　巨大な足が浮うき上がり、そして地を踏ふむ衝しよう撃げきに翌のマシンが浮き上がる。これだけ巨大な生き物が自じ重じゆうと大差ない車を引く様は圧巻で、そんなわけはないが重力の揺ゆらぎを感じ取れる気さえする。

　そして、竜に引かれる御輿の上、爬竜の頭部より高い足場で仁に王おう立ちになって。

　勇者リーンは行く手の王都を迷いなく望み見ていた。




　　　　◇




　──その頃、そろもんタワー高層階、レジア放送室。

　レジア発信器への伝でん声せい口こうを囲む円えん卓たくをシューテム・ハーツの四人とフィッカ・リッカが囲んでいた。

「えーっ、気になる男性ひとなんていませんよー」

「でもリア、エルフの人カッコイイって言ってたよ」

「肌はだがキレイだって思っただけですよー。それよりメンバーともっと仲良くなりたいです」

「もう仲良いじゃん」

「もっとこう、物理的にです！」

「ぎゃーっ触さわるなー」

　シューテム・ハーツのレジア番組は、メヘンの人々へのあいさつや滞たい在ざいの所感、音楽性への影えい響きようなど真面目まじめな話題から始まり、余った時間を調整する烏丸の女の子好きアピールへと進行していた。

（リアちゃん……普ふ段だんはメンバーに指一本触ふれようとしないのに……）

　松井に抱だきついて悲鳴を上げさせている烏丸の図太さに、月白素晴子（芸名月野優姫）は割りと本気で感心していた。「男に興味ないから安心してファンになって下さいね」営業と言えばそれまでだが、この徹てつ底ていした自己演出ぶりは優に尊敬に値あたいする。

　逆に素晴子は、ほとんどしゃべれずに固まってしまっていた。たまに川上が振ふってくれる話題に乗っかるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　普通のラジオ収録ですら二、三言をしゃべった経験しかない素晴子には、リアルタイムで広こう範はん囲いに声を届けるレジアは荷の重い仕事だった。ガールズ・アッセンブルＥＸの川上と松井は元より、子役上がりの烏丸もセンスと度胸のものが違う。

　同時に感心するのは、メヘン人向けに通訳と司会進行をしているフィッカ・リッカだ。本業は俳優だということだが、日本語でトークを展開するシューテム・ハーツの流れを断たつことなく適てき宜ぎメヘン語で通訳を行っている。間の取り方といい流りゆう麗れいかつ要点を摑つかんだ話しぶりといい、おっとりして見えるが相当に場数を踏んだ役者なのかも知れない。

　しかし、素晴子にとって圧あつ倒とうされるばかりの時間はあっと言う間に終わりを告げた。

「──それでは、時間となりましたのでシューテム・ハーツの皆さんは霊れい楽らく祭さい特別ライブのためタワー前広場に降りてもらいます。

　……あ、タワーの近くにいないリスナーの皆さんも安心して下さい。大人気のシューテム・ハーツの歌唱会ですが、レジアによって誰でも確実に聴きくことができるようになりました。

　シューテムの歌声は、レジアを通じてメヘン全体にお届けします。レジアのスイッチはオンのままでお待ち下さい」

　穏おだやかでありながら聴く者の耳を逃のがさない絶ぜつ妙みような抑よく揚よう。先に告知したシューテム・ハーツの案内をなぞる形でなされたフィッカの口上で、トークパートは締しめくくられる。

　そこでレジア発信器への伝声口が塞ふさがれ、レジアには代わりにオルゴールの音ねが流れ始める。シューテム・ハーツの四人が息を抜ぬいて脱だつ力りよくし──フィッカ・リッカがごとんと物のような音を立てて机に突つっ伏ぷした。

「わぁっ!?　だいじょうぶですか!?」

　ぎょっとして素晴子が問いかけるが、すぐには返事がない。フィッカの体はぶるりと一震ふるえしてから、顔だけをぎこちなく起こした。

「ご、ごめんなさい……ずっと緊きん張ちようしてたから…………はぁっ、メヘン人で初めて国中にしゃべる人間になったかと思うと生きた心地がしなかった」

　オンエア中はにこにこして奇き麗れいな呼気を保っていたのに、あっと言う間に顔が青ざめている。酸欠かも知れない。

「とてもそうは見えませんでしたけど……すごいですね」

　さすがの烏丸も素すで感心しているようだった。恐おそる恐る、フィッカの背中をさする。フィッカはふにゃっと笑った。

「ありがとう……でも、あなたたちの方がずっとすごいよ。これから本番なんでしょ」

「は、はい……！」

　拳こぶしを握にぎってうなずく素晴子の肩かたに、松井が力強く手を置いた。

「行くよユキ、リア。下はもうファンでいっぱいだ」

　そう。窓から見下ろせば、そろもんタワーの足あし下もとは特設ステージを囲む観客でいっぱいになっている。そろもんタワーは霊楽祭のイベントや縁えん日にちのルートから大きく離はなれているが、祭りよりもシューテムのライブを優先して集まった熱心なファンたちだ。

「そろそろ暗くなってガチ吸の出る時間よ。レフュジーさんとの『作戦』に遅おくれるわ」

　川上も衣い装しようを整え直して準備万ばん端たんだ──ちなみに「ガチ吸」はシューテム内でのヴァンパイアの通つう称しようになった──。素晴子はあわてて自分の体を検あらためて、途と中ちゆうで緩ゆるみかかっていたリボンを烏丸に直された。

「……しかし、あの冴さえないくせに頭のおかしいユキさんの元カレの思い通りにいくんですかね？　怪あやしいものだと思いますね」

「とりあえず、その発言の何もかもを否定させてね」

　出会い方が悪かったせいか、烏丸は翌に対して特に厳しい。確かにあのおっかない妹に似たところがあるかも知れないと、素晴子は思った。

「だいじょうぶよ、きっとね」

　烏丸に答えたのは、意外にもフィッカ・リッカだった。

「あの子たちならきっと、なんとかしてくれるわ。『今日きよう子こさんと明あ日す太たくん』みたいにね」

　意味不明な発言に毒気を抜かれてフィッカを見るシューテム・ハーツに、エルフの女優はとびっきりのウインクを返してみせた。

「アドリブ、こじつけ、アリバイ崩くずしにキャラ変へん更こう──なんでもござれの、わたしの勇者ヒーローたちなんだから」







（わたしのヒーローか……）

　素晴子は、ゆっくりと目を開いた。

　ざ・ワっ…………と、荒あら海うみの潮しお騒さいのように歓かん声せいが走り回る。観客の熱気は確実に空気を膨ぼう張ちようさせ、偽いつわりの量塊マツスが少女たちの体の芯しんを戒いましめる。

　そろもんタワー足そつ下か、広場に築かれた特設ステージは満場の観客に埋うめ尽つくされていた。彼らの視線が、期待のうねりが、壇だん上じようの四人に突き刺ささる。

　メヘン来訪以来、幾いく度どものミニライブを行ってきたシューテム・ハーツだが、本格的なものはこれが初めてだ。場数を踏んでいる川上と松井は平然としたものだが、素晴子は早くもぶっ倒たおれそうなほど鼓こ動どうが速くなっていた。

　そして、それくらい滅め茶ちや苦く茶ちやになったせいで開き直れた。心臓の早はや鐘がねに任せるままに、気分を高こう揚ようさせていく。

　子役として舞ぶ台たいに立った経験の多い烏丸にも動どう揺ようは見られない。むしろ不敵な笑えみを浮かべて……と思いきや、顔は完かん璧ぺきだが膝ひざから下が震えていた。素晴子はなんだか楽しくなってきた。

「賭かけようか、リア」

「は？」

　緊張しているところに出し抜けな提案。烏丸は目をぱちくりさせて素晴子を見上げてきた。挑ちよう戦せん的な笑顔を返す。

「翌くんたちはきっとガチ吸をやっつけるよ。わたしたちが役目を果たせばね。それでも失敗したら、服でも御ご飯はんでも、なんでも奢おごってあげる」

「わたし、お金には困ってませんけど」

　年下に言い切られて、中産階級の素晴子は一いつ瞬しゆんで挫くじけそうになった。しかし、烏丸は視線を観客の方へ戻もどしながら続ける。

「でも、その得ド意ヤ顔がおがなんか頭に来るので受けてあげます。言っておきますけど、わたしに有利な賭けですよ」

　もう脚あしは震えていない。芸の道では後こう輩はいの素晴子に生意気を言われた怒いかり、からだろうか。なんでもいい。

「じゃあ、やろうか。ここでトチらないのが前提条件だよ」

「誰だれに言ってるんですか？」

　ふと視線を感じると、二人のやり取りを恥はずかしそうな顔で聞いていた川上、松井と目が合った。烏丸の顔が真っ赤になったが、真顔を保ったのはさすがと言えよう。

　シューテム・ハーツ。四人の視線が初めて本当の意味で絡からみ合い、うなずき、そしてバックバンドの前奏が始まる。

　リーダーの川上が一歩踏ふみ出す。観客の息が千切れる。

　こじ開けた静せい寂じやくの一穴を、少女たちのほとばしる咆ほう哮こうが決けつ壊かいさせた──




「シューテム・ハァァァーッツ！」

「「「イィッツ・ファイアリング！」」」




　　　　◇




　どンッ……と。

　特大の花火とともに始まったシューテム・ハーツの新曲は、レジア越ごしに聴いても圧倒的だった。アコースティックバンドの楽曲を、可か憐れんな少女たちとは思えないパワフルな歌声で充じゆう塡てんし、破は裂れつさせ、聴く者の心を燃え立たせる。

「すごいっ！　さすが本物のトップアイドルですね」

「これが、あの人たちの『可愛かわいい』……」

　御み輿こしの上で小型レジアに耳を傾かたむけているノエルとレレレリカの感かん嘆たんが重なる。一応ライバルという意識はあるのだが、あっさりと心を奪うばわれてしまった。

　一方リーンと朝霞は、タワーの方の空を死んだ魚の目で眺ながめていた。

「ずるいよな……なんで屍し体たいまみれになったりしないんだ？」

「あー、カッコイイ花火打ち上がってるよ……わたしたちの時はゾンビのロケットパンチ百連発だったのに」

「あー……あの辺りに蛆うじ虫むしの雨降らないかなー」

「おいっ！　拗すねてる場合じゃないぞ！　もうパレード始まってるんだ！」

　御輿に寄せたキャタツムリから翌が声を張る。

　そう。四人が吞のん気きにシューテム・ハーツのライブをレジア鑑かん賞しようしている間にも、御輿は市街に入って群衆に囲まれていた。ドラゴンに引かれた大型の御輿が行くのは通行規制された大通りで、左右に並んだ露ろ店てんの赤提ちよう灯ちんを照り返した御輿は真っ赤に灼やけているようにも見える。

　先ほどまでは、祭りを楽しみ精せい霊れいに感謝する群衆たちが、想像上の精霊──羽を生やしてタイツのような物を着込んだ少年少女──の彫ちよう刻こくされた御輿に祈いのったり拝んだり酒をかけたりしていた。

　だが、今は。

「どーせみんな、レジアに夢中だろ」

　リーンのうそぶく通り、十六門市街の全域にシューテム・ハーツの歌声が広がっていた。




　──王城前、縦横の街かい道どう、公園の大樹、路地裏、周辺の荒こう野や、果ては教会、果ては銭湯の番台まで。至る所に設置されたレジア受信器が、ほぼ最大の音量でシューテム・ハーツのライブ曲を流している。

　各施し設せつがレジアを流し続けているのは市庁舎からの要よう請せいによるものだが、祭りの夜を家々で過ごす家族や町中を血液のように歩き行く人々が携けい帯たいレジアを前に聴きき惚ほれているのは彼らの自由意志だ。

　メヘンを席せつ巻けんする日本アイドル、シューテム・ハーツ。その新曲[image: ]NeoWorld Come[image: ]が、レジアという新しいメディアを通じて町中を同時に、複製で埋め尽くしていた……




　　　　◇




　──それが吸ヴア血ンパ鬼イアと呼ばれるようになったのは、実は偶ぐう然ぜんではない。

　メヘンの有史以前の記き憶おくに残る、古城に籠こもり黒衣にて牙きばを備え、コウモリや霧きりに化け身しんする吸きゆう血けつ鬼きの姿。最も人口に膾かい炙しやした原アーキ型タイプ。それを想起させる姿を取ることで、採血検査の対象の深層心理に合意を──「この相手には血を吸われても仕方ない」という認にん識しきを──引き出せる。

　故ゆえにそれは、常に人じん意い尊重の原則を遵じゆん守しゆしてメヘンを流民の運ぶ疫えき病びようから守り続けてきた。それが、ヴァンパイアと呼ばれたシステムに課せられた唯ゆい一いつ無む二にの命令だからだ。

　システムは本来、スロウマッチと呼ばれる擬ぎ似じテロメアで時限式に自じ壊かいするよう設定されていたが、振しん動どうによって大気中の精霊に感染し複製を繰くり返すことで、自壊と増ぞう殖しよくの均きん衡こうを保つ性質へと変異した。

　振動。光学的に完全な透とう明めいのヴァンパイアは、一いつ切さいの光と関係を持たない。その代わり、周囲の振動の偏へん差さを感じ取って周囲を把は握あくする。地形は元より、何よりも重要なのは標的である人の選別だ。

　古来の住人と相そう違いする特とく徴ちようを持つ人間の血を採り、重大な病原を保持していないか判定し、致ち命めい的てきに危険だと判断すれば生命活動を停止させる。それを果たすためには、まず最初に音波によって人間をスキャンし、メヘン人か否いなかを見定めねばならない。

　だがその宵よい、ヴァンパイアは精細な判断能力を封ふうじられた。

　メヘンの町中が、単一の音、シューテム・ハーツの新曲に包まれたからだ。

　祭日の一体感。レジアの本放送初日。人気絶頂のアイドルによる新曲ライブ放送。

　それらの条件が重なったことで、メヘンの町に普ふ通つうならありえない音サウン環ドスケ境ープの地平が現出していた。

　元より、ヴァンパイアの音探知能力は大量の水や蒸気に覆おおわれただけで機能しなくなるほど繊せん細さいなものだ。レジアによって町中を同時・同一の音環境に染められた結果、無辺の砂さ漠ばくに投げ出されたような状態になった。

　光なきヴァンパイアの観測する風景は、前も砂、左右も、後ろも、それどころか天の彼方かなたまで砂が広がった。

　日本の技術力によって全く想定されない環境に放ほうり出され、完全に見当識を失ったヴァンパイアは、とにかく砂の切れ目を探そうと、精度が落ちるリスクを取って遠くへ、とにかく遠くへと探査音を放った。

　それはすぐに見つかった。

　ヴァンパイアのシステムは、システムであるが故に逡しゆん巡じゆんせず。

　爬は竜りゆうに引かれた御輿の上で、レジアとは別の音を奏かなでる一団へと移動を開始した──




　──ヴァンパイアの向かう先、ドラゴンに引かれた精霊御輿。

　その車上はライトアップされることでライブステージへと変へん貌ぼうを遂とげ、メヘンの楽オーケ団ストラとそれを四方で囲む四人の少女を浮うかび上がらせていた。

　なぜかさりげなく指揮者に収まっていた早木野課長がタクトを振ふるい、周囲の群衆へ襲おそいかかるように荘そう厳ごんな演奏が始まる。ともにして、四方に分かれたレフュジー・キングダムの唇くちびるが開かれる。


　曲その名なは[image: ]Loved Love Game[image: ]



　歌声は、レジアを圧して響ひびき渡わたった。生なま音おとであることは、もちろん関係しているだろう。メヘンの民族楽器を使う音楽家と日本人の混成楽団の技量が卓たく抜ばつしていたことも大きい。

　しかし勇者たちの歌声にもまた力があった。想おもいがあった。死し霊りようたちを送ったファーストライブの時とも違ちがう成長があった。




　ノエルは声の仕事をすることで、世の中の不条理と、その中で自分の道を求めて進み続ける人がいるのを知った。

　変わる世界、変わる時代の中で、いち早くアニメーションや虚きよ構こうの効力に気付き、アイドルという立場を得てしまった自分に何ができるのか。それを考えて日々を過ごすようになった。

　その答えが簡単に出るはずもないけれど。

　尊敬するフィッカに追いつきたいと思う。シューテム・ハーツの月野優姫にはなんだか負けたくない。

　天てん真しん爛らん漫まんなノエルの歌声に芯しんを通した、切実さと情念。パレードを囲む観衆は、いつの間にか胸を引き締しめられるような感に酔よっていた。




　レレレリカは、よく解わからなくなっていた。

　自分が可愛いのは間違いない。自分の容姿は完かん璧ぺきだ。シューテム・ハーツも可愛いけれどレレレリカには一枚及およばない。それなのに、勝てない。みんなはシューテムを支持する。

　写真を撮とって配ればいいのかとも思った。みんなが手軽にレレレリカの可愛さに触ふれられるようになれば、世界は真の豊かさに目覚めるかも知れない、と。

　でもダメだった。スタジオで撮った写真は、レレレリカが自分に見ているポテンシャルの何分の一も引き出せていなかった。他ほかのみんなの写真はみんななりに可愛かったのでカメラマンの腕うでが悪いわけではない。レレレリカの問題だ。

　でも、スタジオに行く前に翌に撮ってもらった写真。それに写る自分は可愛かった。不思議なくらい、可愛さを引き出されていた。翌は特に撮さつ影えいが上手うまいわけではないという。不思議だ。

　ただ、翌はレフュジーの四人をよく見ている。それに気付いたら何かくすぐったいような心地ここちがして、

『震ふるえてるレレは可愛いよ』

　その声を思い出すとまた背骨に沿って体が縮こまって、完璧なはずの足運びが乱れそうになる。でも、耐たえた。今も翌が見ている。他の観客もレレレリカを見ている。

　時に脚あしを突つっ張らせ、時に眉まゆをひそめるレレレリカのダンスは以前のように完璧なものではなかった。だが、それだから見る者の視線を集めて放さなかった。




　リーンはいろいろな挫ざ折せつをした。

　親友のシータを助けて兄の汚お名めいをすすぐために勇者になったが、この世界には解り易やすい敵がいなかった。

　翌と出会ってアイドルの道を示されたが、満を持して臨のぞんだファーストライブは死霊の群れに無む茶ちや苦く茶ちやにされた。

　声優の仕事をやってみれば、自分の不器用さと世の中の複雑さを思い知らされた。

　後発の日本人に負けるわけないと思っていたのに、シューテム・ハーツに絶対的敗北を喫きつした。

　ヴァンパイアに遭そう遇ぐうした時は、レレレリカに助けられて撃げき退たいすることしかできなかった。

　ここまで惨さん憺たんたる勇者はこれまで存在しなかっただろう。

　けれど、相棒の翌は、自分の力不足は謝った上でそれでいいと言う。リーンの勇気はいずれ皆みなに伝わると信じて疑っていない。だからリーンがやる気をなくしている時でも諦あきらめずに支えてくれる。失敗も罪をいっしょに背負うとまで言ってくる。

（……自分はあの子にフラれたくせにさ）

　おかしな奴やつをパートナーにした。でも、そのお陰かげで、いつだっておかしなことが起こるんじゃないかと期待する。してしまう。

　リーンの声こわ音ねは、祭典の夜気に乗って空の彼方に伸のびた。王城のバルコニーで見ていてくれるであろうシータに、この胸のわくわくする気持ちを届けるように。

　レフュジー・キングダムの一人は、当代の勇者らしい──そのことを知る観客たちは皆、その一人がリーンであることを感じ取っていた。

　彼女の歌は、あまりにも勇気であったから。




　朝霞は矛む盾じゆんしていた。

　この十六門市で月白素晴子に会った時から、何か圧あつ迫ぱくを感じていた。その正体についてはあまり考えてみなかった。

　ただ、事実は知っていた。あの女は、朝霞が物心ついて以来、翌が初めて家に連れてきた女子で、朝霞が追い出してしまった女だ。

　朝霞はレフュジー・キングダムに入ると決めた時、自分が本当のヒーローになろうと思った。翌が多た忙ぼうで子供をほったらかしにする両親を正当化するために、「世のため人のためになる立派な仕事をするヒーローは、恋こい人びとや身内を犠ぎ牲せいにせざるをえない」なんて甘やかしすぎのヒーロー観を持っているのが気に入らなかったからだ。

　だから朝霞は、大切なものを何も犠牲にせずに誰だれかを幸せにできるヒーローになろうと思った。そうして母の呪じゆ縛ばくから翌を解き放って、やっぱり朝霞が正しかったと感謝させたかった。朝霞はそれができると信じていた。

　なぜなら、翌は家事をこなし学校でも優等生として振る舞まいながら、朝霞を犠牲にしなかったからだ。妹の自分にだってできるはずだ。できないわけがない。

　それなのに、朝霞のせいで翌が月白素晴子とうまく行かず、しかもこの十六門市で対立することになったのだとしたら……土台からして朝霞は翌に犠牲を強しいていたことになる。これからも強いることになる。

　翌は、関係ないと言った。噓うそか、強がりかも知れない。朝霞にも判断は付かなかった。

　それなのに気分が軽くなってしまった。朝霞の大人の部分はそれが情けないのに、子供の部分はまだまだ自分が最優先されていることに喜んでしまっている。

　鵐目朝霞、一四歳の中学二年生。小さな体で渦うず巻まく矛盾を、今は歌声に変えて──




　その時、朝霞の目の前に突とつ如じよとしてヴァンパイアが現れた。




　キッ・キュ……と革かわを擦こするような音とともに現れる、翌の目には女性に、朝霞たちの目には男性に映る、怪かい物ぶつ。

「ッ！」

　朝霞は歌声を途と切ぎれさせて足をもつれさせ、転びそうになる。

　皮肉にも転てん倒とうを食い止めたのは凶きよう手しゆであるヴァンパイアだった。まるでダンスのように朝霞を抱だき留め、首筋に牙きばを埋うずめようとする。翌たちは、それが実際に抱き上げているのではなく朝霞の筋肉を緊きん張ちようさせて倒たおれられないようにしているだけだと知っている。

「朝霞っ！」

　翌の悲鳴に事態を悟さとり、リーンとレレレリカ、ノエルが駆かけ出し──

　朝霞が空気の球に包まれた。ヴァンパイアの能力ではない。レレレリカの精せい霊れい術だ。術をかけた対象の周囲の空気を吸い込み、逃のがさない術だった。本来は森林火災の消火に使う。

　当然、術をかけられた朝霞は呼吸ができないはずだったが、いつの間にか携けい帯たい用の酸素ボンベを口にかけていた。この時のために、壇だん上じようにいる日本人全員が携行していた物だ。ヴァンパイアを目にした時点で朝霞は最優先でこれを身につけていた。

　さらに楽団の中に潜ひそんでいた十数人の精霊術士が現れてレレレリカ同様の術と、残りの半分がその球をコントロールする術をかけた。

　これほど強力な術をかけられては、質量の極きよく端たんに小さいヴァンパイアに脱だつ出しゆつの術すべはない。これで閉じ込められた。

「歯ぁ食いしばれよアサカぁ！」

　そこにリーンが体当たりをかまし、そのまま抱かかえ上げて御み輿こしから飛び降りる。さすが勇者と言うべきか、息を止めた状態で驚きよう異い的な身体能力だ。

「こっちだリーン！」

　翌の声のする方を向けば、蓋ふたの除のけられた井い戸どが口を開けている。メヘンの転移で水道網もうの何割かが使用不能になり、またいくらかのメヘン人が「得体の知れない」水道ではなく地下水を直接使用したいと訴うつたえたため定てい間かん隔かくで掘ほられた井戸の一つだ。

　十六門市建造前はろくに開発されていない山中の過か疎そ地ちだっただけに、井戸の底には満々と水が満ちている。今は特に、あらかじめ道路沿いの井戸全すべてに大量の水を追加してあった。

　レレレリカを始めとした精霊術士もわらわらと御輿を降り、井戸の周りを囲む。

「ごめん……頼たのむっ」

　空気の結界の中で返事もできないリーンは、翌の言葉に行動で応こたえた。差し出された命いのち綱づなを握にぎり締め、朝霞を抱え上げたまま、思い切りよく井戸の中に飛び込んだのだ。

　水量を増していたとはいえ、井戸の下方までの落下には不ふ吉きつな間があった。

　やがて、空気結界のせいかジョババッ……と異様な水音がして。

「術を解いて！」

　翌に言われるまでもない。間かん髪はつを容いれず術士たちが一いつ斉せいに空気結界の術を解いた──




　──深い、水の底で。

　空気結界の圧迫が解け、反動で気き泡ほうが水中に広がる。真上から照明が当てられているせいで真っ暗なはずの水中でもその様が見て取れた。

　水中のリーンはその空気をむさぼって一いつ瞬しゆんの気力を得ると、その気泡の塊かたまりを蹴けり払はらった。シータが見つけた資料によれば、水中でここまで拡散されれば、地下水に溶とけて再生できないほど希き釈しやくされるはずだった。

（なんか、悪い気もするけど……）

　あるいは、その罪悪感が見せたのか。

　ちょうど液えき晶しよう画面の起動時のように、一瞬だけ吸きゆう血けつ鬼きの白い顔がリーンの目の前ににじみ出てきた。

　その顔には消え行く恐きよう怖ふも怒いかりもない。

　他の何もない。ただ壊こわれて、人の擬ぎ態たいをする機能が暴発しているだけかも知れない。何も解らない。

　何も解らないまま、やがて。

　永遠に、消えた。

　数百年、イレギュラーな活動を続けた「怪物」の呆あつ気けない最さい期ごだった。

　変わる世界の中で、変わらなかった存在は、こんなにも儚はかない。

　リーンも、この平和な国で剣けん士したらんとすれば、あんな虚むなしい怪物に成り果てていたのだろうか？

　そんな風に思うと、井戸の上にいる人たちと無む性しように会いたくなって、腕の中の朝霞をぎゅっと抱き締しめた。
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　──数分後。

　リーンが目を開けると、翌の顔が目の前にあった。

　反射的に頭ず突つきが出て、翌は頭を抱えて悶もだえた。そしてその弾はずみで水を吐はいて──状じよう況きようを把は握あくする。

「悪かったよ」

　責められる前に謝罪する。気道を確保してくれた相手に悪かったとは思う。思うがまぁ、仕方ない。ついでに髪かみをかき上げて、ウィッグが取れて見当たらないことにも気付く。

　どうやら、霊れい楽らく祭さいの運営テントか何かのようだった。簡易ベッドの上に寝ねかされている。

「……いや、無事でよかった……本当によかった」

　翌の声が今にも泣き出しそうなのは、頭突きのダメージだけではないだろう。ジャケットを脱ぬぎ捨ててワイシャツからズボンからびしょ濡ぬれなことからして、リーンを引き上げる時に何か無茶をしたのかも知れない。

「……アサカは？」

「ここにいる」

　答えたのは本人ではなくレレレリカだった。リーンの胸に両手を当てた姿勢のまま止まっている。心臓マッサージをしようとしていたらしい。リーンが上体を起こすと、自然と身を引いた。彼女もびしょ濡れだ。あれだけ華はなやかに歌い踊おどっていたステージ衣い装しようが台無しだった。

　そして朝霞は、リーンの隣となりのベッドに寝かせられていた。ノエルに看病されている。意識はあるようだが、体を動かす元気がないようだ。

「よかった……みんな無事で……」

　翌はとうとう泣き出した。ああ、もう……っと、リーンは少年の背中をばしばしと力任せに叩たたいた。

「レジアで町中の音を塗ぬり潰つぶして、パレードの御輿にヴァンパイアをおびき寄せるって作戦立てたの自分だろ！　今さら泣くってなんだよ!?」

　さすがに恥はずかしくなった翌は涙なみだを拭ふいて、目元の赤いまま反はん駁ばくした。

「……確かに、朝霞が襲おそわれる可能性は考えたけど逃にげられたら逃げろって言っておいたし、他ほかの日本人は志願してくれた警察の楽隊の人だった。吸血鬼を閉じ込めた後で井戸まで運ぶのだって、ホントは騎き士し団の精霊術士の人たちに頼む予定だったろ？」

　朝霞が問答無用の奇き襲しゆうを受けたので全てが狂くるったが、本来はレフュジーの四人はサポート程度のことだけをして、何食わぬ顔で移動ライブを続ける予定だったのだ。警官と騎士はそのための予行訓練もしていた。

　しかし、リーンは悪びれもしなかった。

「そんなの、臨機応変だよ。ボクは勇者だ。目の前の人が危なかったら誰だれよりも前に出て助ける」

　正論だ。そして翌は、そんなリーンだから惹ひかれた。とっくに降参していたが、それでも翌は、言わないではいられなかった。

「解わかるけどさ……でも、もう少し自分の体も大切にしてくれよ」

　腕うでを伸のばして、リーンの頰ほおにかかった毛を除ける。そのまま、顔に傷がないか確かめるように頰に手を添そえた。

「そういうの……苦手だ」

　リーンは泳ぎそうになった目をあわててそらした。それから、ただ、熱を取り戻もどしていく頰から少年の手が離はなれるのを待った。




「……で、結局パレードはどうなったの？」

　全員が着き替がえてタオルを使った後。

　リーンの今さらな問いに、一人だけまだずぶ濡れの格好で状況確かく認にんをしていた翌が、あー……と、おおむね気楽な声を出した。

「あの後、楽団の司Ｍ会Ｃの人と騎士団の人が上手うまくごまかしてくれて、無事に王城までたどり着いたよ。台無しになったりはしなかったし、当初の目標通り一いつ般ぱんの人には何がなんだか判わからない内にヴァンパイアを倒すことには成功したから、その辺は安心していい。

　まぁ、もっとも……」

　そこで急にトーンが落ちて、濡れ鼠ねずみに相応ふさわしい様相を帯びる。

「俺はこれから、リーンが王城まで凱がい旋せんすることを楽しみにしてた巫女みこ王様にこってり絞しぼられてくる予定だけど……

　あ、リーンも来るか？」

「……きょ、今日はやめとくよ、風邪かぜ引いたかも知れないし……」

　リーンは日和ひよった。いかにも純情可か憐れんといった巫女王シータだが、リーンが無む茶ちやをすると怒おこって恐こわいし、最後には泣かれて困る。最近は、翌が前者を引き受けてくれるので負担が半分になった。わざわざ二人で出かけて行って、二重に怒られて泣かれるのもキツい。

　翌もその辺りのニュアンスは察しているのだろう。少し怨うらめしげに見てきただけで諦あきらめた。

　そのやり取りは興味なさそうにしていた朝霞が、ふと盛せい大だいな溜ため息いきを吐ついた。

「あーあ……レフュジー・キングダムのライブとしてはまた失敗かー」

「今度はたくさんの人に聴きいてもらえたし、ヴァンパイアが出てくるまではみんな楽しんでたと思うぞ」

「そうかな……？」

　夢中だった上に水すい没ぼつしたから全然覚えてない……と、なんにしても朝霞は拍ひよう子し抜ぬけしている。しかし翌も、妹相手に社交辞令を言ったわけではない。

　今回は生きた人間に全く見てもらえなかったファーストライブと違ちがって、多くの人にレフュジー・キングダムの存在をアピールできた手て応ごたえがある。

　問題があるとすれば、レジアの初日を譲ゆずったせいでシューテム・ハーツとの人気差は詰つめられなかったということだろうか。

（シューテム・ハーツ……月白はだいじょうぶだったかな？）

　何も連れん絡らくが来てないということはつつがなくライブを終え、今いま頃ごろ打ち上げでもしているのだろうが。

　なんとなく気になって、テントのすぐ外のビルにスマートフォンを付けて着信を確認する。電話はなかったが……メールが百件近く来ている。

　九割は母からだった。ほぼ全すべて、朝霞の容態を心配するメールで、最後の数通だけ鶴賀から報告が来た旨むねと、それでも翌から聞きたいので早く連絡をよこせという催さい促そくだった。げっそりくるが、返さないわけにもいかないだろう。

　文面を考えながら他のメールをチェックすると、二件あった。一件は月白素晴子から首しゆ尾びと安否を確認する丁てい寧ねいなもので、心配してくれているのが伝わってくる素そ朴ぼくで暖かい文面だった。あれだけ朝霞に言ったにもかかわらず、胸がうずくのは止められない。

　もう一通は、なぜか烏丸糸雀からだった。アドレス交こう換かんなどしていないが、タイトルからして「ユキさんのスマホからアドレス抜いて送信しました」というありえないものだった。

　内容がまた意味不明で、




『ガチ吸は倒たおせたと聞きましたが、レフュジーさんがドブネズミ状態になったということは、作戦は「失敗」ということでよろしいですね？　わたしのお小こ遣づかいにかかわることなので、このメールに「Yes」とだけレスを付けて返信して下さい。

　そうしたら、今度会った時、ガチ吸スレイヤーに免めんじて少しだけならおしゃべりしてあげてもいいです。かしこ』




「なんだこれ…………？」

　思わず呟つぶやいてしまったのがいけないのか。

　次の瞬しゆん間かんにはスマートフォンが妹の手に強ごう奪だつされることになっていた。

「お、おい朝霞？　それはさすがにマナー違い反はん──」

　正当極きわまりない説教は、可愛かわいい妹のジャックナイフのような視線に切断された。朝霞はメールの文面をためつすがめつし、それからすっ……と深く息を吸って、

「みんなー！　翌ってば、今度はシューテムのぶりッ子ツインテールにコナかけてるみたいだよーっ！」

　翌自身にもよく解らない状況を声こわ高だかに吹ふい聴ちようした。あわてて朝霞の口を塞ふさぐが、時、すでに遅おそし。

　声優体験、ヴァンパイア騒そう動どうのセカンドライブと、また一段結束を増したレフュジー・キングダム。

　見事なまでに整然たる冷たい目で翌を眺ながめ──先ほど、人助けが本分みたいなことを言っていたリーンからして殺さつ伐ばつとしていた──、代表してノエルがにっこりと笑った。

「アクルさん……巫女王様のところに行く前に、わたしたちとじっくりミーティングしましょうか」




　なんかもう、何をやっても追い詰められていく気がして。

　翌は、「もうアイドルはこりごりだよ……」と昭和の漫まん画がみたいなエピローグをこぼした。
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　勇者アイドルグループ・レフュジー・キングダム第二回コンサート。転移九周年霊れい楽らく祭さい。城下巡じゆん礼れい行進・中央道大型御み輿こし、壇だん上じよう。

　死者、重傷者零ゼロ。勇者が御輿を飛び降りた際に驚おどろいて転んだ軽傷者多数。

　ヴァンパイア機構変異種の処理数、一。




　観客動員数、計測不能（大規模イベントの一部であったため）。









「あの後がなかなか大変でした」

　霊楽祭から一週間ほど経たったある日。

　翌あくるはまた、王城の地下温泉に呼び出されていた。

「霊楽祭は市外からの来らい賓ひんも多く、そちらにはヴァンパイアの討とう伐ばつ作戦は秘密でしたから、アイドルとして成長した勇者がパレードの主役だと紹しよう介かいしていたわたしは、大層きまりの悪い思いをしました」

「その件に関しましては、本当に申し訳なく……」

　お互たがいに関連のある事じ項こうの報告をし合うのはいつもどおりだが、今日は一つ、いつもと大きく違う点があった。

　いつもは湯船には浸つからず、岩いわ床どこに正座して翌を見下ろしている巫女王が、今日は湯に浸かって翌と対座している。

「いえ、構いません。今回のアクル殿どのは、わたしたちの永なが年ねんの問題の正体にたどり着き決着をつけてくれたのですから。むしろ感謝しております」

　その割りには霊楽祭の直後に訪おとずれた時にはリーンを危険な目に遭あわせたことをくどくどと責められたのだが、シータにとってリーンとの関係は理り屈くつではないのだろう。巫女王の感謝に噓うそはないように思われた。

「ですからあえて、今日は同じ高さの座でお話をしているのです」

　今の巫女王シータはいつもの薄うす手での浴よく衣いも脱ぬぎ、ワンピース水着のような肌はだ着ぎだけを着けた姿だ。体の大半は白はく濁だくした湯の中なのであまり恥はずかしくないのだろうが、湯面から上の肩かたから鎖さ骨こつへの曲線だけで、翌を戸と惑まどわせるには十分だった。

　長い銀ぎん髪ぱつが湯に触ふれないよう、複雑に巻き上げてタオルを巻き付けた姿も新しん鮮せんだ。

　むしろいつも以上に恐きよう縮しゆくして、翌は立てた手刀を横に振ふった。

「と、とんでもないです。母の町の問題でもありますから……」

「ヨアキ殿にもお世話になりました。ヴァンパイアの件も、市外では信しん憑ぴよう性せいのないゴシップという形でもみ消せそうだということです」

「それは……安心しました」

　今は良好なように見える日本とメヘンの関係だが、ちょっとしたきっかけで破は綻たんを起こす可能性は常に存在する。吹ふき替かえの件などでも思い知らされたが、文化や技術体系がこれだけ違うと、市外の人間との相そう互ご理解などまだまだ先の話だ。

　そのためにも、メヘンの勇者で日本的アイドルを目指すリーンの存在はきっとブレイクスルーになる……はずだ。たぶん。きっと……

　前ぜん途との多難さに思わず天てん井じようを仰あおぐ──と。

「と、ところでアクル殿……」

　顔の前で両手の指先を触れ合わせたポーズで、もじもじとシータが言ってくる。

「例の物は、持ってきていただけましたか？」

「例の……ああ、持ってきましたよ」

　ちょっとすみません、と、湯を出て、部屋の入り口に置いておいたビニールバッグから目当ての物を取り出し、湯に戻もどる。湯面と床ゆかの縁へりの部分に荷物を広げると、シータはわくわくと肩を揺ゆらしながら寄ってきた。

「五巻と六巻でしたよね。ノエルには俺が読むためって言って借りたんですから、汚よごさないで下さいよ」

　それは、ファスナー付きのビニール袋ぶくろに入った『今日きよう子こさんと明あ日す太たくん』の原作コミック（メヘン語版）だった。

「そ、そうです！　良かった、気になっていた続きが読めます！　あ、前にお借りした三巻と四巻ももう少し貸しておいて下さい。伏ふく線せんが多い巻なので読み合わせたいのです」

　アニメ版の一話を見て以来、続きが気になって仕方なかったが、リーンにははしたない女だと思われるのが怖こわいとかで頼たのめなかったそうだ。それで、苦く慮りよの末、余人には秘密という条件付きで、翌に頼むことにしたらしい。

　それにしても、少女漫画に大喜びする様はまるでノエルだ。翌は頰ほおを緩ゆるめた。

「電子書しよ籍せき版で読めれば手っ取り早いんですけど、メヘン語版がなくて」

「……どちらにしても、わたしは自分のすまほがありませんから。政務用にヨアキ殿にいただいた物はありますが、夜には侍じ従じゆうに預けてしまうので」

「そうだったんですか……」

　漫画をこんなにありがたがるなんて子供らしいところもある、と微ほほ笑えましくなったのだが、巫女みこ王には巫女王の苦労があるようだ。これでは配信中のアニメ版も、リーンが遊びに来た時しか見ることができない。ストーリーの先が気になって仕方ないのも無理からぬことか。

　と、ふと、思い出す。

「そうだ陛下。公式アナウンスはまだですけど、『今明きよう日あす』のレジアドラマが始まるんですよ。ノエルがオーディションを受けたんで知ってるんです」

　情報公開前なのでダイナミックな守秘義務違反だが、相手は王様だ。

　シータはぱちぱちと目をしばたたかせた。

「れ、レジアで演劇をするのですか……声だけなのに？」

「上手うまい役者の人は、声だけでいろんなニュアンスを表せるんです。……うちの連中は、ノエル以外いまひとつでしたけど……」

　吹き替えに参加した時のことを、改めて詳くわしく話す。今度はレフュジーの四人以外の、プロの役者たちのこともだ。シータはずいぶんと衝しよう撃げきを受けたようだった。

「お芝しば居いはよく観みますが、ニッポンではいろいろな形があるのですね」

「レジアなら、ほとんどの時間はニュースや音楽が流れますから、陛下もお部屋に所しよ望もうできるのでは？　ちなみに『今明日』のレジアドラマは夜の八時からの予定です」

「それなら部屋にいられます！　早さつ速そく、政務学習用に受信器が手に入らないか交こう渉しようしてみましょう」

　温泉の熱気もあって頰を染め、はしゃぐシータは控ひかえめに言って──魅み力りよく的だった。

　こうも無防備すぎると、ついからかってみたくなる。

「しかし陛下」

「？　なんでしょう？」

「最初は淫みだらとまでおっしゃっていたのに、ずいぶんと御ご理り解かいが進まれたんですね」

「……っ……ぁ…………！」

　シータは絶句して顔を真っ赤に燃やした。しかし、翌が思っていたよりは幾いく分ぶん早く復活して、それでも目線は明後日あさつての方向へ避さけて釈しやく明めいしてきた。

「べ、別に、色いろ恋こい沙ざ汰たの話に耽ふけるために読んでいるわけではありません。

　ただ……こういう本を読んでいると、リーンたちが通っているという日本式の学校というものが解わかって…………少しは、話が合うかも知れない、と……」

　その告白に思い出したのはノエルの顔だ。生まれ育ちの断絶された二者でも、アニメというフィクションを挟はさむことで、対等の距きよ離り感かんを得られるということ。

　それは、特とく殊しゆな運命を背負わされた巫女王シータにとってもありがたいものだったのだ。

　レジアもそうだ。貴き賤せんの別なく、同じ情報を得て同じ芸術、同じ娯ご楽らくを享きよう受じゆできる。

　翌たちの活動は、きっとそんな方向からの融ゆう和わを助けられるだろう。ついでに、この可愛かわいらしい王様の鬱うつ屈くつを晴らす手伝いも。

　そう思うと不思議なほど気が晴れた。なかなかうまく行かない勇者アイドル活動に打ち込む元気がわいてくる。

　しかし、ふと気付くと、そんな元気をくれたシータにすごい目で睨にらまれていた。

「……アクル殿は、時々意地悪なことを言いますね。ヨアキ殿のおっしゃる好青年のイメージとはだいぶ違ちがいます……」

　母はどうも、翌のことを理想の男子のようにシータに語った節がある。

　だけど翌は、ちょっとばかりヒーロー中毒なところがある以外は普ふ通つうの、冴さえない少年だった。

　賄わい賂ろとかも、使う。

「ま、まぁまぁ陛下……これはお貸しするのではなく差し上げますから、どうかお赦ゆるし下さい」

「……なんですか？」

　翌が漫まん画が本ぼんといっしょに持ってきていた薄うすっぺらい品。それを不服げに受け取ったシータが、ふぁっ！　と目を見開いた。

　それは、先ほど件くだんのスタジオに寄って現像してきたリーンのピンナップ写真コレクションだった。ドワーフのカメラマン、ロメスが撮とった本格的な物がほとんどだが、涎よだれを垂らした寝ね顔がおなど、正しよう真しん正しよう銘めいのプライベート・ショット──スタジオでレンタルされているインスタントカメラで撮った物──も混じっている。

　一枚一枚、丁てい寧ねいにラミネート加工してあるので多少は水気にも強い。シータは両手をぷるぷるさせながら、伝家の宝物のように時間をかけて鑑かん賞しようした。

「赦していただけますか？」

　翌の問いかけに、シータはトランプのように広げた写真の隙すき間まからむぅと視線をよこした。

「……今日のところは赦しや免めんします。しかし、次はありませんよ」

　そう言って背を見せた巫女王の首の付け根。そこに埋うめ込まれたボルトのような物の中心に、光をたたえた宝ほう珠じゆが象眼されている。

　勇者がメヘンの民たみにどれだけ認められているかの指標になる呪じゆ具ぐだ。

　その光はまだまだ強くないけれど、以前に比べて確かに明るくなっていた。







　あとがき







　自分で書いておいてなんですが一話目のオチが酷ひどすぎる『漂流王国』。なんとかかんとか二巻をお届けすることができました。

　今回は声優回、写真回、怪かい奇きアイドル大作戦／ＶＳ吸きゆう血けつ鬼き編の三本でお送りしております。それと並へい行こうしてライバル（？）グループ登場ということで、キャラクターが増量して何かと大変なお話になりました（主に翌あくるが）。

　今回もスケジュールがぎりぎりの状じよう況きようでこれを書いておりまして、次回の予定などは今のところ未定となっております。何かあれば作者Twitter（ユーザー名「久青玩具堂」で検けん索さくすると出てきます）等でお知らせしますのでチェックしていただければ。

　……と、今回は一ページあとがきなのであわただしくお別れです。

　末筆ながら、本書を手にとって下さった全すべての皆みな様さまの、幸福な読書生活をお祈いのり申し上げます。


二〇一六年二月　　玩がん具ぐ堂どう　拝
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